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        第一幕【スキャンダルとオデット姫】

        　

        　

        「これは中々、大スキャンダルだな」

        　屋上のフェンスに背中を預けながら、私はその写真を見つめていた。

        　写真には中庭の植物に隠れるようにしながら、二人の少女が口づけを交わしている姿が映っていた。片方の少女は目をつむり、頬を赤くしながら、照れていた。

        　対して、もう片方の少女は違っていた。

        　頬を赤くすることもなく、その口づけを楽しむように、照れる相手を笑顔で見ていた。そして彼女を逃がさないように、顔を両手で包んでいた。

        「お熱いな、おい」

        　これを陰でこっそりと私に撮られていることに気づかず、二人の口づけは一分以上続いていた。思い出すだけで、こっちが火照ってしまう。

        「噂通りだったとは……やるな」

        　この写真に写っている、照れていない少女・天都乙女あまつおとめ。

        　二年生で演劇部の副部長。そしてみんなが口をそろえて言う『校内で一番の美女』だ。

        　母親は引退した今でも、テレビで時々名前を聞く大女優。その血を受け継いだ彼女は、学校中の有名人だった。

        　あまりの美貌のせいで幼少の頃からいろいろと危ない目にあってきて、心配した両親がお嬢様学校の女子校である、この華月女子高等学校に入学させたと噂されている。

        　そしてその美貌と、これまた母親譲りの演技力で、演劇部でも活躍して多くの生徒を魅了している。演劇はもちろん、バレエもかなりの腕前らしい。

        　そんな有名人のスキャンダル写真が、私の手中にあった。

        　新聞部は常に学校の噂にアンテナを張っている。部長である私は特に。そしてある筋から、二年生の天都乙女が女子生徒をたぶらかせていると口コミがあった。

        　美人で有名人のスキャンダル。もし本当なら大スクープだ。そういうことでここ数日、彼女に張り付いていた。

        　そしてその証拠を押さえることができた。しかも……。

        「何股だ、これ……」

        　証拠はこの一枚だけじゃない。実はあと数枚ある。どれも相手は違う少女だ。

        　しかも、たぶんそれが全員じゃない。

        「プレイボーイ……じゃなくて、プレイガールだな」

        　イメージとかけ離れている。天都と直接話したことはないが、彼女は常に淑女的に振る舞っている。一人称が『わたくし』で、口調は誰に対しても敬語。品行方正を絵に描いたような存在だ。

        　それが、これとは……。

        「いやはや、面白いな」

        　思わずにやけてしまう。この事実を報じたら、間違いなく学校中が騒ぎになるはずだ。

        　きっと、天都は無事じゃ済まないが、それは自業自得だ。

        　久々のスクープだ。記事の書き甲斐がある。最高の記事に仕上げてやろう。

        　今日は金曜日で、明日からは休日。土日の間に記事を作り、月曜日の新聞に載せよう。週明けから、大衆の退屈を吹き飛ばせる。

        　新聞部部長として、これ以上ない仕事だろう。

        「よしっ」

        　気合いを入れて、これから学校中を騒がせる写真をポケットにしまった。

        　そして首から提げているカメラを撫でて、歩き始めた。

        　

        　２

        　

        　退屈なパーティだった。

        　私の父であり、大手新聞社の社長の誕生日パーティは、つつがなく、面白みもなく終わった。一人娘として私もかり出されたが、結局は父の知り合いに頭を下げて、愛想を振り巻いているだけだった。

        　大切な休日をこんな退屈なイベントで潰された苛立ちは、隠しきれるものじゃなかった。化粧室の鏡に映っている私は、眉間にしわを寄せて、今も険しい表情をしている。

        「はあああ」

        　深いため息とともに、ストレスを吐き出した。

        　パーティ自体はもう終わった。この後は二次会などがあるそうだが、それは大人が勝手にやればいい。

        　もう夜も遅いからという理由で、私は寮に帰るようにタクシーを手配してもらった。

        　着慣れないドレスを、いち早く脱ぎたい。

        「ったく……おっさんどもめ」

        　パーティの間はずっと、父の知り合いの相手をさせられた。面白くもない話を長々とされた。しかもそれに「すごい」や「わあ」という相槌を求められる。

        　控えめに言って、たまったものじゃない。

        　さらにベタベタと意味のない握手をされる。さっきから何度も手を洗っているのは、そのせいだった。

        　バシャバシャと激しく手を洗う。気持ち悪い。

        「何が『綺麗だね』だ。おっさんにそんなことを言われて喜ぶと思ってるのか」

        　どれだけ文句を呟いても、一向に気は晴れなかった。

        　手を洗い終えて、ポーチからハンカチを取り出そうとした時だった。

        「どうぞ」

        　ピアノの旋律のような声とともに、目の前に薄いピンクのハンカチが差し出された。

        「ああ、すまない」

        　突然の好意に戸惑いつつ、それを受け取って、相手の顔を見た。

        　雪のような白い肌に、輝く大きな黒い瞳に、艶のある唇。

        　天都乙女、その人だった。

        「――え」

        　驚きのあまり、ハンカチを受け取ったまま、私は完全に止まってしまった。ただ、彼女はそんな私に、余裕に満ちた笑みを向けている。

        　すると、急に一歩踏み出してきて、とても慣れた手つきで私の腰に手を回した。

        　そのまま彼女の方に引き寄せられて、気づけば彼女の顔が目の前にあって――。

        　唇が、重なっていた。

        　彼女の柔らかい唇は、ピンクだったくせして、情熱的な熱を帯びていた。

        完全に膠着してしまった私とは対照的に、彼女は余裕の笑みを浮かべながら、さらに唇を奪っていく。

        　絶対にキスに慣れた人間だというのが、慣れていない私にもわかるほどのテクニックだった。写真の少女たちが、みんなして赤面していた理由もよくわかる。

        　そしてついに舌の感触がしたとき――。

        　パシャッ、という聞き慣れたシャッター音がした。

        　その音で我に返って、音のした方を見るとカメラがあった。

        　気づかない間に伸ばされた彼女の右手。その掌にはカメラがあって、レンズがこちらを向いていた。間違いなく、私と彼女が口づけをするところを撮影していた。

        　慌てて、両手で彼女を突きとばして距離をとった。

        　突き飛ばされた彼女だけど、体勢を崩すこともなく、まだ笑みを浮かべて、満足そうにカメラをポーチにしまった。

        「松まつ羽ば先輩、素敵なキスでしたね？」

        「は、は……はぁ？」

        　彼女はクスッと笑うと、人差し指で自分の唇をさした。

        「あら？　初めてでしたでしょうか？」

        　その態度に驚きや戸惑いが、一気に怒りに変わって、全身が震えだした。

        「ふ、ふざけっ」

        「そんな可愛い顔で怒らないでくださいませ。せっかく真っ赤になって、より素敵なのに」

        「はぁっ？」

        　自分の頬に触れてみると、確かに燃えるように熱かった。鏡を見ると、そこには顔を真っ赤にした自分がまだ戸惑いを隠しきれないでいた。

        　信じたくない現実だった。

        「き、君っ、先輩にこんなことをして良いと思ってるのか！」

        　それを誤魔化すように大声をあげてみるが、相手は一切怯むことはなかった。

        「あら？　ではお伺いしますが、人のキスを覗くことはいいのですか？」

        　その反問にドキッとしてしまい、言い返せなかった。

        　というか、気づかれていたのか？

        「最近、キスをするたびに遠くから先輩が写真を撮っていらしたので、集中できませんでした。ただ、今日は存分に楽しむことができたので、満足ですわ」

        「……いつから」

        「ずっと、ですわ。わたくし、人の気配には敏感なんですの」

        　不覚だった。今まで、こんなことはなかった。まさかターゲットに気づかれていて、いわば、踊らされていたなんて。

        「松羽先輩のことは存じておりました。松まつ羽ば牡ぼ丹たんさん、新聞部の部長で、生徒会の役員ですから。そんな偉大な先輩に気にかけていただいてるのですから、いつかちゃんとご挨拶したいと思っていたんです」

        　また彼女は「クスッ」と笑った。

        「今日のパーティにはわたくしの母も呼ばれていました。母はこういう場は嫌いなので、わたくしと父で参加させていただきました。素敵なパーティでしたわ」

        　パーティ会場に彼女がいたことに気づかなかった。私は主役の娘ということでいろんなところに顔を出していたのに……。

        　この女、絶対に私から隠れていた。ずっと私が一人になるのを待っていたんだ。

        　睨みつけても、相手の笑みは変わらない。

        「目的はなんだ？」

        「あら？　目的は松羽先輩とのご挨拶ですわ。そう申し上げたでしょう？」

        「あ、あれの！　どこが挨拶だ！」

        　挨拶でハグをしたり、握手したりする国はあっても、初対面の相手に口づけするような文化は外国にも、日本にだってない！

        「それはだって、先輩が可愛らしいのがよくありませんわ。なんというか」

        　そこで彼女は言葉を句切ると、少しだけ頬を赤らめた。そしてモジモジとしながら、恥ずかしそうに告白した。

        「興奮してしまいました」

        「…………」

        　世に言う『ドン引き』というやつだった。

        　これが大女優の娘で、淑女として知られている娘か……。世も末だろ。

        「……ヘンタイめ」

        「ひどいことを言わないでくださいませ。自分に素直なだけなんです」

        「素直って言葉をそんな汚らわしく使うな」

        　これはとんでもないやつだ。

        「ですが、目的というか、お願いはありますわ。隠れて撮影されていた写真、新聞に掲載されるおつもりですよね？」

        「もちろんだ。そのためにやってたからな」

        「それをやめていただけませんか？」

        「断る」

        　むしろ、もっとひどく書いてやる。この女はとんでもない悪女で痴女だということを、全校生徒に知らしめる義務が私にはある。

        「それは困りましたわね」

        　すると彼女はさっきポーチにしまったカメラを取り出し、なぜかまた私を撮った。

        「なっ」

        「素敵な顔です。やっぱり可愛い……」

        　再び鏡を確認すると、まだ私は赤面していて、しかもよく見ると口元に自分のじゃない口紅がついていた。

        　今更とは思うが、慌てて口元を隠した。

        「でも松羽先輩、先輩が新聞に写真を載せるなら、この写真やさっきの写真を拡散してしまうことになりますわ」

        「お、おい、君まさか」

        　新聞部を写真で脅そうっていうのか、この後輩は！

        「先輩のキスでとろけた顔や、今の照れた表情、全校生徒に配って回るのは大変そうですが、仕方ありませんわ」

        　ため息をつきながらも、彼女は笑みを浮かべたままだった。

        「ねえ？」

        　週明けの新聞で、私が彼女のスキャンダルを報じたら、彼女も報復で今の写真をばらまく。彼女も私も無傷じゃ済まない。学校中の好奇に晒される。

        　しかも私には曲がりなりにも地位ってものがある。そんなことをされれば、今後の新聞に影響が出ることは避けられない。

        　彼女はわざとらしく腕時計を確認すると、何事もなかったかのように頭を下げた。

        「そろそろ失礼させていただきます。あまり遅いと父が心配してしまいますので――。では、ごきげんよう」

        　嫌みったらしい別れの挨拶をすると、彼女はバレリーナみたいに、クルッと体を反転させて退室していった。

        　静かになった化粧室で、一人で震えながら奥歯を噛みしめていた。

        「――くそっ！」

        　そして力一杯、地団駄を踏んだ。

        　

        　３

        　

        　週明けの新聞は、至って穏やかな記事で落ち着いた。

        　書いていて面白くもなかったので、私は掲示や配布といった雑務を後輩に押しつけて、一向に消えない苛立ちを孕ませたまま、月曜日を過ごしていた。

        　苛立ちが周囲にも伝わったせいか、誰も私に声をかけてこなかった。

        　ただ、昼休みに食堂でそばをすすっていると、真向かいに誰かが座った。

        「音をたてずに食べなさい。みっともないから」

        「……それは、副会長としての命令か？」

        「ええ。生徒会の威厳を守るための」

        　威嚇して質問したつもりだったが、あっさりと肯定された。

        　尖った目つきに、腰まで伸ばした光沢のある黒い髪。そして右腕にはめられた『風紀員』という腕章。それが彼女、弥や江え咲さく良らの特徴だった。

        　風紀委員会の委員長にして、生徒会の副会長。この学校でナンバー２の地位に君臨する少女だった。

        「副会長の命令なら、きかないわけにはいかないな」

        　私はふてくされたように、まだそばが残っていたが箸を置いた。

        「これで満足か？」

        「別に私はそれでもいいわよ。あなたが満腹なら」

        　いや、実は食べ足りない。しばらく私と副会長は睨み合ったが、私が再び箸を持って、静かに食事を再開した。

        「どこで誰が見てるかわからないわ。品位のかけることをして、生徒会の看板に傷をつけるような真似はよして」

        「政治家の娘だな。そんなに他人の目が怖いか」

        「新聞部に言われるなんて光栄ね。二度とその嫌らしい目で私たちを見ないでくれるの？」

        　かなり憎しみのこもった目で、そう睨まれてしまった。

        　彼女は現役閣僚の娘。将来、父親の地盤を継ぐことが決まっている、政治家の卵だ。そして私は新聞社の社長の娘。同じように、将来が確約されている。

        　今は同級生だが、大人になれば仲良くできない。そういう間柄だ。

        「善処してやる」

        「そう。期待しないでおくわ」

        　私たちが二人でいると、食堂にいた多くの生徒は興味がありそうにこちらを見ながらも、一様に距離を置いていた。

        　この学校では生徒会は特別扱いされている。そのメンバーが二人もいて、しかも片方が副会長じゃ遠慮するのも無理はない。

        「あなたのクラスメイトが、機嫌が悪そうで怖いって怯えていたわ。それが会長の耳にも入ってね、心配していたの。あの人が動くと面倒なことになりそうだから、私が様子を見に来たのよ」

        「機嫌が悪いことくらい、ほっといてくれ」

        「日頃から人の秘密を暴こうとしてるせいで、嫌われているのよ。だから不機嫌だと、何をしてくるかわからないって思われているのね。ま、自業自得かしら」

        　髪をさらりとかきあげて、彼女は平然と人の痛いところをついてきた。

        　確かに、私はあまりほかの生徒からいい目で見られていない。新聞部として、日頃から色んな人の秘密を暴いてきた。そのせいで恨みだって買っている。

        　嫌われ者、というか、危険人物という扱いだろう。

        　でも仕方ない。メディアというのはそういうもので、私はこの高校のそれだ。

        「それで、何かあったの？」

        「副会長自ら相談に乗ってくれるとは、ありがたいな」

        「風紀が乱れているから、それを正すだけよ」

        「そりゃご苦労様」

        　別に傷付きはしない。彼女と私の関係は、友達といえるほどのものじゃないから。

        「安心してくれ。風紀委員に迷惑はかけないし、生徒会の看板にも傷はつけない。約束してやる」

        「何かトラブルにあってることを自白した自覚はある？」

        　……やってしまった。イージーミスだ。日頃ならこんなことはあり得ないが、あの日からどうも頭のネジが緩んでいる。

        「……気にするな」

        「そう。ま、私も暇ではないし、迷惑をかけないと言うならそれでいいわ」

        　揚げ足をとっておいて、副会長は勝ち誇るわけでもなくクールだった。

        「それより、君が追ってる例の援助交際の件はどうだ？　進展はあったか？」

        　最近、うちの学校の生徒が援助交際に手を出しているという噂があり、それを風紀委員会が総出で調べているのは聞いていた。

        　ぜひとも、状況を知りたかったが、彼女は「ふんっ」と鼻を鳴らした。

        「あなたにだけは教えないわ」

        「差別だろ」

        「風紀を保つためよ」

        　もちろん、このネタについてはちゃんと新聞記事にするつもりで、彼女はそれを嫌がっている。

        「一応、会長には心配ないと報告しておくから。もう噂にならないよう気をつけて」

        　そう忠告して、彼女は立ち上がった。そして別れも告げずに歩き出す。

        　その背中を見ていたら、思わず声をかけていた。

        「副会長、思わぬ相手に先手を打たれたら、君ならどうする？」

        　ぴたりと、彼女は足を止めた。

        　彼女は自分の目的のためなら、どんなことでもしてきた。教師とやり合っている姿も見たことがあるし、去年までは先輩相手にも怯まずに突っかかっていた。

        　今も時々、会長と本気で喧嘩をする。そんな彼女の意見を聞いてみたかった。

        「決まっているわ」

        　そう言って彼女は首だけで振り向いた。

        「戦争よ」

        　未来の政治家は断言した。

        「相手を徹底的に屈服させるわ。もう二度と、同じことができないようにね」

        　彼女は笑っていなかった。真顔で、大真面目に答えていた。それが彼女の信念であるかのように。

        「……ありがとう、参考になった」

        　あまり敵に回さないようにしないといけない。そう再認識した。

        「言い忘れていたわ。二年生の演劇部員から言付けを預かっているの。放課後にお時間くださいですって」

        　…………。

        　踊らされた。彼女がどこまで知っているかわからないが、少なくとも私が誰のせいで不機嫌だったかを知っていたくせに、あんな態度をとっていたんだ。

        「政治家も女優も、大嫌いだ」

        「政治家と女優も、マスコミは大嫌いよ」

        　

        　４

        　

        　放課後の屋上は秋風が吹いていて、過ごしやすかった。

        　そこに週末と同じようにフェンスに身を預けた私と、その私と向き合う天都がいた。

        「お時間をとっていただき、ありがとうございます」

        「これは生徒会の役員としても、先輩としても忠告しておくが、下級生が副会長に使いっ走りなんてさせるな」

        「ですが、直接会いに行くのは迷惑かと思ったんです。だってほら、キスの写真の件でって言うわけにはいきませんでしょう？」

        　確かに彼女と会っているところは見られたくない。相手は有名人だし、私もそれなりに知られている。あらぬ噂をたてられたら困る。

        「副会長には、どこまで」

        「特別なことは申し上げておりませんわ。どうやって松羽先輩に会おうかと思っていたら、ちょうど廊下で会長と副会長がお話されていたんです。それで副会長が先輩にお会いすることで決着されていたので、恐れ多くも伝言をお願いしただけです。細かいことは、何も」

        　じっと彼女の目を見つめると、彼女は目を細くして、少しだけ首を傾けた。これだけで彼女のファンなら卒倒してしまうであろう仕草だ。

        　……嘘ではなさそうだ。

        「ならいいが」

        「そういえば、今日の新聞を拝見いたしましたわ。お願い、きいてくださったんですね」

        「あれのどこが『お願い』だ！」

        「あら？　どこがって、わたくしはずっと『お願い』としか言っておりませんわ」

        「このっ」

        　どこまでも余裕たっぷりの後輩は、ニコニコとしていて、それが私の苛立ちを増幅させていった。

        　彼女にしてやられたのは、この松羽牡丹の最大の屈辱だ。

        「……この前の写真をよこせ」

        「この前の写真というと、キスのでしょうか？　それとも真っ赤になった先輩でしょうか？」

        「両方に決まってるだろ！」

        　この後輩は人の羞恥心を煽らないと気がすまないのか。

        　ただ、彼女はまるで逃げるように、細い足でゆっくりと一歩だけ私から距離をとると、恭しく頭を下げた。

        「できかねますわ」

        「……ふざけるな。要求はのんだぞ」

        「ですから、あれは『お願い』だったはずです。お優しい松羽先輩が、後輩のお願いをきいてくださった。そうでしょう？」

        　ぎゅっと拳を握る。ただ、彼女の言うとおり。あれは取り引きだったわけじゃない。もちろん、お願いでもなく、脅しだった。それに私が折れただけだ。

        　彼女は写真を渡す義務なんかない。それはわかってるが、納得できるものか。

        「生徒会に牙を剥いて、ただで済むと思うか」

        　この学校では生徒会はかなりの強権を有している。その気になれば、生徒を一人退学にするのなんて簡単だ。

        「あら、演劇部の部長だって生徒会ですわ。きっと、わたくしを庇ってくださいます」

        　チッと舌打ちをした。やっぱり、こんな簡単な脅迫じゃびくともしない。

        　彼女は演劇部のエースだ。私と同じく生徒会役員の演劇部部長が、静観するわけがない。

        「……なら、これでどうだ」

        　私はポケットから数枚の写真を取り出した。それは全て、この痴女が少女たちとキスをしているところを撮影したものだ。

        　私が必死に集めて、今日の紙面を飾るはずだったスクープ。

        　彼女はそれを見ると「あら」と、顔を赤らめた。

        「なんだか、恥ずかしいですわ」

        　なぜか嬉しそうなのは無視した。相手にしたらダメだ。

        「これと交換でいいだろ？」

        　本来ならしたくない取り引きだが、背に腹は代えられない。

        　しかし彼女は頬に指をあてて、何かを考えていた。そしてまた一歩下がる。

        「お、おい」

        「承れません」

        「はあっ？」

        　思わぬ回答に、怒気の混じった声で返してしまった。

        「交換条件だぞ、十分じゃないか」

        「そうでしょうか？　私が欲しいのは、それらの写真を記事にしないという確約です。その条件が入っていなければ、取り引きするわけにはいきません」

        　また舌打ちがでた。あえてそこを伏せて出した条件だったのに、見抜かれた。

        「……私は新聞部だ、それはできない」

        　そんな条件を飲めば、メディアとしての失格だ。

        　もちろん彼女は私のプライドなんて知ったことじゃないので、首を左右に振った。

        「なら、わたくしも応じられません」

        「いいか、私は恥をしのんでも記事にするぞ。君が報復するなら、好きなだけするといい。戦争なら受けて立つ」

        　彼女が例の写真で報復してきても、私は彼女の新たな秘密を暴き、また記事にしてやる。この女は間違いなく、叩けば埃が出てくる。ネタには困らないだろう。

        　さすがに彼女もそういう勝負だと分が悪いと思ったのか、眉をひそめた。

        「私が辱められるのは一度だけだ。ただ、君が何度になるかはわからないぞ。新聞部を甘く見るなよ」

        「……そうですか」

        　彼女に残された選択肢は少ない。黙って条件をのんで、一度だけの記事で済ませるか、そうはせずに私と泥沼の戦争をするか。

        　恥をかく覚悟はできている。私はどちらでもいい。

        「松羽先輩、つまり……ほかの記事があればいいのでしょうか？」

        「は？」

        　思わぬ質問に素っ頓狂に返してしまった。

        「わたくし、やはり記事になるのは辛いです。多くのファンを悲しませてしまいますし、きっと、傷ついてしまう子もいるでしょう」

        「まあ、そうだろうな」

        「ですから、こうしませんか？　わたくしと松羽先輩で、勝負をいたしましょう」

        「勝負？」

        　思わぬ提案だったが、発案者はニッコリとしたままだった。

        「はい、スクープ合戦です。ルールはシンプルにいきましょう。新聞の紙面を飾るようなネタをいち早く入手した方が勝ちです」

        「……舐めているのか？」

        　そんな勝負、私が有利に決まっている。それでも仕掛けてくるなんて、勝てると思い上がっているからだ。

        　ただ、彼女は首を左右に振った。

        「滅相もございません。ただ、今の状況はわたくしに不利。ならば、それ相応の提案しかできません」

        「その勝負なら私が乗ると思ったのか？」

        「先輩が勝てば、写真をお渡しします。そしてわたくしのことを記事にしていただいてかまいません。ただ、わたくしが勝ったら、写真をいただきますし、記事にするのはやめてください。いかがでしょうか？　悪い話ではないと思っているのですが」

        　確かに悪い話じゃない。圧倒的に私が有利な勝負だ。それに私が勝てば、彼女から写真を奪い取れて、報復の心配もせずにすむ。

        　万が一、彼女が勝っても、これはスクープ合戦だ。代わりのネタは手に入る。

        　私が迷っている間、彼女は細い足でステップを踏んでいた。体を動かさないと暇だったのかもしれないが、その動きは本物のバレリーナのように華麗で見惚れるものがあった。

        「いかがでしょうか？」

        　くるりと体を回転させて、スカートで円を描きながら彼女が確認してくる。

        「……いいだろう。後悔するなよ」

        　結果、私は彼女の勝負に乗ることにした。

        　勝算は十分にある、大丈夫だ。

        　それに覚悟できているといえ、あの写真が出回るのは、やっぱり避けたい。人の好奇がどれだけ恐ろしいかは知っている。

        　彼女はステップをやめると、こちらに近づいてきた。

        　すると、急にスピードを速めて、目の前に迫ってきていた。逃げ出す暇もなく、みっともなく「へ？」と戸惑うことしかできなかった。

        　ただ彼女は私が逃げられないように、自分の体とフェンスで私を挟んだ。

        「これは、親睦の証しです」

        　私の顎をくいと持ち上げると、また唇を重ねてきた。

        　あの柔らかくて、温かい感触が直に伝わってくる。熱い、そして……脳が溶けそうになる。昇天しそうなほど、彼女は上手だった。

        　ああ、やばい――。

        　目の前の彼女がすっと、顔をはなした。ただ、まだ体は引っ付いたままで彼女の豊満な胸部が息苦しいほど押しつけられている。

        「き、君っ」

        　また顔を真っ赤にしながら、唇を隠すと、彼女も照れたように笑った。

        「ごめんなさい。ただ、先輩の顔を見ていると、どうしてもキスをしたくなってしまって」

        　舌を出して、ウインクをする。

        「勝負、よろしくお願いいたしますわ」

        「絶対後悔させてやるからな！」

        　泣かせてやる。もう決めた。見出しは『美女の正体はキス魔！』だ。この女の危険性を知らしめてやる。

        「ところで先輩、ご相談があるのですけど」

        「……断る」

        「もう一度しません？」

        「とっとと離れろ！　この痴女！」

        　こうして私と彼女のスクープ合戦が始まった。

        　

        　５

        　

        　華月女子高等学校は、全寮制の女子校で、世間的には『お嬢様学校』と言われている。

        　実際、私だって出自はかなりのもので、副会長もあの痴女も金持ちだ。

        　ただ、昔はそういう家柄の子どもばかり集められていたが、時代のせいもあって、今や生徒の半分ほどが一般家庭出身者で占められている。

        　しかし依然として、ここが乙女の園であることに違いはない。学校名にちなんで『花園』なんて呼ぶ人もいるほどだ。

        　そんなところで過ごし、新聞部として活動してきた私だから知っている。

        　女の主食は噂話だ。

        　あることないこと、あらゆる噂が飛び交っている。それが事実であるかどうかは重要じゃない。むしろ、好き勝手な推測がしやすい分、事実かどうかわからない話の方が人気だったりする。

        　ただし、そういう噂話が事実だったと明らかになったときの食いつきは、噂の非じゃない。

        　そして私はそんな噂話を、たくさん知っている。

        　

        「しばらく単独で動くから、業務を任せる」

        　彼女との勝負が始まった翌日、私は副部長にそう命令した。

        「え」

        「そろそろ私も引退だし、良い経験だ。何かあったら責任はとるから、好きにやってみろ」

        　二年生の副部長にはいつも私のサポートをさせていた。だから私が日頃、部長としてどんなことをしているのかわかっていて、信頼して任せられる。

        　彼女は初めての命令に戸惑っていたが、最終的に力強く頷いた。

        　これで私は勝負に集中できる。

        　早速、私はターゲットを絞るところから始めた。

        「やっぱり、大物を狙うべきだろうな」

        　廊下を歩きながら、常に持ち歩いている手帳と睨めっこをする。

        　私が持っている手帳は、生徒の間では『閻魔帳』と呼ばれている。ここには学校中の噂が収められていて、中には多くの生徒が知らないことも書かれている。

        　勝負のルールは、まだ噂でしかない話について、それを裏付ける決定的な証拠写真を抑えた方が勝ち、というものだ。

        『もちろん、松羽先輩がまだ証拠を掴んでいない噂ですわ』

        　あの痴女が念押ししてきた条件を思い出す。確かに、そうじゃないとあまりに彼女が不利だろう。

        　しかし、そんなハンディ、なんてことない。一体どれだけの噂を事実にしてきたと思っている。

        「目に物見せてやる……」

        　そう決意して、私はターゲットをある噂話に絞った。

        　閻魔帳に書かれている一文。

        『不知火しらぬい先生、熱愛の噂』

        　

        　

        　教師を相手にした記事を書いたことは過去にもある。
　敵に回すと厄介ではあるものの、そこを聖域化してしまうと、どんな新聞を刊行しても馬鹿にされる。誰に対しても特別扱いは避けなければいけない。
　しかし、この噂の真偽を確かめるのは避けていた。
　理由は簡単で、特段に面白いものじゃないからだ。
　教師の熱愛。それが不倫だったり、相手が生徒だったりするなら盛り上がる。でも彼女は独身で、いつ誰と結婚しようが自由なわけで、これが記事になっても、多くの生徒は「あ、そう」という感想を抱くだろう。
　だから特に気にもしていなかったが、勝負にはもってこいのネタだろう。
　私はさっそく、その当人にアタックをしてみることにした。
　職員室に行き、先生を呼び出した。
「なにか用？」
　私は先生とそこまで面識がない。とはいえ、授業を受けたことがあるし、先生も私が新聞部の部長ということくらいは知っているだろう。
　だから遠慮せず、切り込んだ。
「交際しているというのは本当ですか？」
　そのとき、先生の眉がピクッと動いた。そしてすぐに返事はせずに、しばらく表情を変えずに私を見下ろしてきた。
「どうです？」
「……いいえ」
　返事が遅れたうえに、少し目を逸らした。間違いなく『クロ』だ。
「そうですか」
　深入りはしないように、それだけで要件を済ませた。
　先生はそのまま職員室の中へ引っ込んでいった。クールな人だ。
　しかし、認めてくれなくて助かった。
　秘密は暴くから、秘密なんだ。

　寮に戻り、私服に着替えて、学校側に外出許可届を提出して街へ出た。
　全寮制ではあるが、基本的に外出は自由。ただし平日は許可書がいる。手続きが面倒だが、これをしないとあとで副会長から怒られてしまう。
　電車を乗り継ぎ、私はある駅に着いた。キャップ帽を深くかぶって、駅構内の喫茶店に入ると窓側の席についた。
　そこからは改札がよく見えた。時間は六時。あと一時間ほどで先生が、自宅の最寄り駅であるこの駅に帰ってくるはずだ。
　それまでは暇だが、ここで待機するしかない。カウンター席の端で、買ったばかりのアイスティーのストローを咥えた。
　そこで耳に、フゥーと甘くて生暖かい息を吹きかけられた。
　思わず「ヒャッ！」という声をあげて、席から立ち上がってしまった。我に返って店内を見渡すと、店中の視線が私に突き刺さっていた。
　そしてそんな私の横では、クスクスと笑う彼女の姿があった。
「先輩、目立たれていますよ？」
　私は息を吹きかけられた耳を手で隠した。
「き、君ってやつは！」
「照れている先輩はやはり可愛いですわ。耳が弱いんですか？　そそられますわ」
　なぜ彼女がここにいるのかという驚きと、いきなりされたセクハラ的行為に対する苛立ちで、頭が沸騰しそうだった。
　ただ店内の視線がそんな私を正気でいさせてくれた。咳払いをしてから席に座り直し、彼女を睨み付ける。そして周りに声が聞こえないように、顔を近づけて小声で訊いた。
「どうしてここにいる？」
「そんなに近づいてくるなんて、先輩ったら欲しがりさんですか？」
　急いでバッと離れて距離をとろうとしたが、カウンター席の端っこだったので逃げ場はなかった。
「ご安心ください。冗談ですわ」
「……訴えてやろうか」
「おやめになってください。そうしたら、法廷であの写真を見せないといけませんから」
　くっそ。今まで散々やってきたことだけど、証拠を握られると本当に何もできない。

        　もう怒るのも無駄と諦めて、はあとため息をついた。
「どういうつもりだ？」
「スクープを掴む必要があるのは、わたくしもですから」
「それで私を尾行して、ネタを横取りしようって魂胆か？」
「はい」
　堂々と肯定してきやがった。
　最初からこうするつもりだったから、こんなに私に有利な勝負を提案してきたわけだ。
「あのな」
「先輩の目的もわかりましたし、わたくしは別の場所で待機いたしますわ。それでは」
　文句を言ってやろうとしたのに、彼女はぺこりと頭を下げてから席を立ち、そのまま店を出て行った。
　あの女のことだから、きっと学校から尾行していたはずだ。私が先生を狙っていることもわかっているだろう。
「ふん」
　身の程知らずな後輩。同じ相手を狙ったら、私の方がいい写真が撮れるに決まってる。
　だから私は余裕をもって、もう彼女のことなんて考えず、先生が帰って来るのを待つことにした。

        　それから一時間経つと先生が疲れた顔つきで、駅の改札から出てきた。

        　そして改札を抜けると、そのまままっすぐと飲食店街へと向かった。
　急いで店を出て、距離をとりながらその跡をつけはじめる。

        　帰宅ラッシュから少し過ぎた時間の飲食店街は、仕事の疲れを癒やすサラリーマンたちで繁盛していて、先生はその中を淀みなく歩いて行く。

        ちなみに先生の自宅は調査済み。こっち方向じゃない。つまり、どこかのお店に向かってる。
「ラッキーだな」
　初日からいい写真がおさえられそうだ。

        　先生はしばらく歩くと、小さなバーに入っていった。さすがに店に入ることはできないから、入店する姿を写真に撮った。

        　近くの物陰に隠れ、その入り口を監視していると、先生が入店してから十分ほど過ぎたところで一人の男が現れた。三十代前半くらいの、紺のスーツを着た男。やたら目立つ金色の腕時計をしていた。

        　どこかで見たことがあるような気がするが、誰か思い出せない。違和感を覚えたまま、写真を撮った。

        　慌てていた様子を見ると、あの彼が先生と待ち合わせていたのだろうか。そうなると、あとは先生と彼が二人で店から出てくるところが撮れれば完璧だ。

        　ということで、今度は先生たちが出てくるまで待機。忍耐あるのみ。

        　

        　一時間半ほど経ってから、動きがあった。

        　まず店から出てきたのは先生だった。表情を柔らかくして、上機嫌に駅の方へ向かっていった。おそらく、家に帰るんだろう。写真は撮ったが、一人ならあまり意味がない。

        　そして五分ほど遅れて、金色の腕時計の男が出てきた。彼はそこまで上機嫌なわけじゃなかった。先生とは逆方向に消えていった。

        　その姿を撮って、今日はこれで切り上げることにした。門限だ。全寮制は本当に不便で、嫌になる。

        　ただ、やはりあの男をどこかで見たことがある気がする。どこだっただろうか？

        　そんな疑問でモヤモヤとしていたら、近くの物陰で私と同様に身を潜めていた天都を見つけた。

        　しかし、彼女は私に気づいてなくて、目を大きく見開き、さっきの男が消えていった方を見つめていた。なぜか拳を握りしめながら。そこにいつもの笑顔はなかった。

        　でもそんな姿さえ、女優の娘は美しく、私もしばらく動けなくなってしまった。

        　

        　６

        　

        　翌日は早めに学校から帰り、自室の机に昨晩撮った写真を並べた。

        　念のため、今日は校内で先生の交友関係について聞き込みをしたが、有力な情報はなかった。教師にもパイプがあったけど、彼らからも『知らない』としか答えてもらえなかった。

        　とはいえ、あの調子なら二人でいるところの写真は近々撮れそうだ。それさえあれば勝てる。

        　ただどうしても、あの男が気になった。

        　どこかで見たことがあるし、なにより不自然だ。バーで会っていたのに、二人でバラバラに出てきた。絶対に意図的だ。

        　もしもこれが彼の意思で、何かを隠しているんだとすれば、そこも暴く必要がある。勝負は関係なく、新聞に載せる以上、そうしないといけない。

        　そうなると先生よりも、彼に探りを入れる必要がある。とはいえ、学校関係者じゃない社会人を調べるのは難しい。なにせ、どこの誰かもわかっていない。

        　写真と睨めっこをしながら「うーん」と唸っていたところで、コンコンとノックされた。

        「誰だ？」

        「私よ」

        　声で副会長だとわかったので「どうぞ」と返答した。

        　彼女はすぐに扉を開けて、中へ入ってきた。その腕に、厚い書類の束を抱えていた。

        「わざわざ副会長がこんなところに何の用だ？　今日は不機嫌にしていたつもりはないぞ」

        「これ、今週末の生徒会会議の資料よ。事前に目を通しておいて」

        「ああ、そういうことか。悪いな」

        　生徒会の会議用の資料となると、他の生徒にお使いを頼むわけにもいかなかったから、彼女がわざわざ持ってきたんだろう。

        「あと、また変なことをしているそうね。風紀を乱すなと言ったはずだけど」

        　たぶん、私が先生について調べているのを嗅ぎつけたんだろう。

        「さあ？　なんのことやら」

        　適当に誤魔化した。口論をする気はない。私はやりたいようにやるだけだ。彼女には色々と権限があるので、止められるものなら力尽くでやったらいい。

        「何度も言うけど」

        「品位は汚すな、だろ？　心得ているから、安心しろ」

        　言葉を横取りしてやると、副会長は何も言わずにため息をついた。

        　ただ、机の上に並べられた写真を見ると、急に眉間にしわを寄せた。

        「なに、これは」

        「気にするな」

        「あなた、こんな男が趣味なの？　人の趣味に口を挟みたくはないけど、学校の評判に関わるから、在校中は変なことをしないで」

        　その言葉に「え」と反応して、彼女を見つめてしまう。

        「何？」

        「副会長、この男を知ってるのか？」

        　すると彼女は呆れた顔つきになった。

        「あなた、知らないの？　顔くらい、見たことあるでしょう」

        　改めて写真の男を確認する。見たことがあるような気はずっとしているが、全然思い出せない。

        　そんな私を見かねた彼女が、あからさまに大きなため息をついた。

        「幹みき本もと興業の社長の息子」

        「――あの馬鹿息子かっ！」

        　そこまで言われて思い出した。副会長が呆れるのも無理はない、かなりの有名人だ。

        　幹本興業は大手芸能プロダクション。数多くのタレントを抱えていて、財界にも広い顔を持っている。

        　そしてそこの息子といえば、かなり悪い噂がある。

        「確か傷害で警察に」

        「そう、一度捕まりかけたわ。でも、もみ消したようね。あと酒癖と、女癖が悪いの。何回も問題になっているけど、全部親の力で無かったことにしてる」

        　さすが政治家の娘だ。その辺の裏事情に精通していた。

        「なんてこった……」

        　思わず天を仰ぎたくなった。これはかなり厄介なことだ。ただの熱愛報道じゃなくなる。

        　明らかに、裏がある。

        「これ、先生じゃ」

        「副会長、悪いがもう出てくれ。そしてこの写真のことは忘れた方が良い」

        　ふざけた調子ではなく、真剣にそう忠告した。

        「……ええ、そのようね」

        　彼女がどこまで察したかはわからないけど、触らぬ神に祟りなしとでも言うように、踵を返した。

        「そうだ。あなたの悩みの種が浮かない顔をしていたわよ」

        「あれが？」

        　想像ができない。いつだってニコニコと、こっちを馬鹿にした感じで笑っているのに。

        「気にかけてあげたら？」

        「なんで私がそんなことをしないといけない」

        「私は関わりたくないからよ。その写真と同じでね」

        　とても副会長の言葉とは思えない無責任な発言を残し、彼女は部屋から出て行った。

        　

        　７

        　

        　父親の人脈を頼ると、幹本興業の社長の息子・幹本貴秀の住所などはすぐにわかった。

        　セキュリティがやたらと厳重な大きなマンションだ。どう考えても当人が稼いだ金で暮らしているとは思えなかったが、それは寮暮らしの私も同じだった。

        　マンションの近くには公園があって、そこからはマンションの入り口がよく見えた

        　監視には持ってこいだ。

        　すでに頭の中では、見出しまで決まっている。

        『不知火先生の交際相手、浮気疑惑が発覚』

        　これでいこう。校内で問題になるかもしれないが、先生がひどい男に捕まるよりかは良いだろう。

        　幹本には悪い噂が多々ある。その中でも女性の噂は絶えない。有名芸能人から、幹本興業の社員まで、とにかく親の顔がきくところで好き放題やっている。

        　そんな男がなぜ先生を狙っているのか知らないが、浮気をしてないわけがない。

        　その証拠写真を抑えれば、勝負にも勝てるし、記事も盛り上がる。一石二鳥だ。

        「簡単にはいかないだろうが」

        　そう独りごちて、ベンチに座りながらカメラの手入れをした。

        　というのも、もう夜遅く、そろそろ寮に戻らないといけない。ただ、一向に幹本が帰ってくる気配がない。

        　彼が親のコネで関連会社に勤めているのは確認しているが、籍を置いているだけで、ほぼ出勤していないようだ。

        　昼間に彼がどこで何をしているかわからないから、張り込めるのはここだけだ。

        　腕時計を確認した。電車の時間もあるし、あと三分程度が限界だ。しかも、彼が運良く帰ってきたところで一人なら意味がない。

        　今日はここまでかな。そう思って、腰を上げたときだった。

        　その幹本が帰ってきた。思わず声をあげてカメラを構えたけど、彼は一人だった。

        　なんだと落胆した瞬間だった。

        「そこのケダモノ」

        　どこかで聞いたことがある声が、幹本を止めた。

        　彼が振り向くと、夜道から一人の少女が姿を現して、私は「あっ」と間抜けに口を開けて固まってしまった。

        　天都が鋭い目をしたまま、彼を睨んでいた。

        　その姿を見た幹本は最初は驚いていたが、すぐに嗜虐的な笑みを浮かべた。でも、それもすぐにやめて、穏やかな表情になった。一瞬でコロコロと表情が変わる男だ。

        「久しぶりじゃないか、乙女」

        「わたくしの名前は、あなたなんかに気安く呼ばれるためにあるわけじゃありません」

        　日頃のあのふざけた態度じゃない彼女には迫力があった。たぶん、校内では見せたことのない姿だ。思わずカメラを構える。

        　何か起こる。

        「おいおい、女の子がそんなひどいことを言うもんじゃないだろ」

        「黙りなさい。あなたと話す気なんてありませんわ」

        　そう牽制するくせに、彼女は幹本に一歩ずつ近づいていった。

        　そしてビシッと彼の顔を指さした。

        「不知火先生に近づくのをやめなさい」

        「……そうか」

        　そこで彼はニヤァと笑った。あまりに不快な笑顔に虫唾が走った。

        「そういえば、お前はあそこに通ってるんだったな」

        「わたくしのことなど関係ありません。いいですか、これは警告です。先生にはお世話になっています。もしも、あのときのようなことをしてみなさい。ただでは済ましませんよ」

        　自分よりずっと年上の男が相手だというのに、彼女は物怖じすることなく、そう啖呵をきった。

        　しかし幹本もそんな少女に怯えるはずがなかった。むしろ、まだあの気持ち悪い笑みのままだ。

        「あのときってのは、いつのことだっけ？」

        「っ」

        「高校生にはわからないだろうけどさ、歳をとるとこういうことがよくあるんだよ」

        　私だって彼女の言う『あのとき』が何かは知らない。ただ、彼の言葉が嘘なのはわかる。

        「だから、よかったら教えてくれないか？」

        「あなたという人はっ」

        「もう時間も遅いだろ？　知ってると思うけど、ここが俺の家なんだよ。せっかくだし、中でゆっくりと話でもしようぜ」

        　彼は自分の顔を指さしていた手を掴んで引っ張った。もちろん、彼女はそれを払いのけようとしたが、男に力勝負で勝てるはずもなかった。

        「放しなさいっ」

        「いいじゃないか、ちょっとだけだよ」

        　彼がさらに引っ張るのを、彼女が踏ん張って抗うがズズズッと引きずられてく。

        「遅くなったら、送ってやるから」

        「や、やめ」

        　さすがにまずいと思い、公園から飛び出して、わざとらしく大声をあげた。

        「天都、どーしたんだ？」

        　急に登場した私に驚いた二人は一気にこちらを向いた。

        　そして幹本はすぐに彼女の手を放して、彼女はやっと解放された手首を押さえながら、彼から距離をとった。

        「せ、先輩？」

        「いや急にいなくなったから驚いたぞ。おや、こちらの男性は？　知り合いか？」

        　なんて芝居がかった言葉なんだろうと寒気がする。

        　ただ、とりあえずこの場はこれで通すしかない。

        「私の後輩に何か用ですか？」

        　ニコッと笑いながら、いかにも『何も知りません』というアピールをした。

        　幹本は私の突然の乱入に驚いてはいたものの、すぐさま笑顔に戻った。

        「いや、昔からの知り合いでね。そこでたまたま会ったものだから、会話が弾んでいたんだ。なあ？」

        　天都は同意を求められても、悔しそうに視線を逸らすだけだった。

        「そうですか。――ほら、そろそろ門限だし、学校に戻ろう」

        「そうなのか。いや、引き留めて悪かったね。じゃあな、乙女。また今度」

        　幹本はへらへらと笑いながら、マンションの中へと消えていった。それを見送ってからホッと一息ついた。

        「何してるんだよ」

        「…………」

        　天都は目を逸らしたままだった。

        「危ないところだったぞ？　言っておくが、こんなところで問題を起こしてみろ。演劇部は活動できなくなるからな」

        　これは脅しじゃなくて、本当にそうだった。彼女がここで何かしてしまえば、部としての連帯責任は免れない。

        「……問題ありませんでした」

        「は？　いや、明らかに危なかっただろ」

        　できれば、幹本の前に出たくなかった。絶対に顔を覚えられたから、このあと活動しにくい。それでもさすがに無視できなかったから助けたのに、なんだこの態度は。

        　天都はこちらを向いたかと思うと、ふんっと鼻を鳴らした。

        「まだ奥の手もありましたし、あれでよかったんです。あの男がどういう行動をするかくらい、わかっていましたから」

        　そのあまりに不遜な態度に、私の中で何かがキレた。

        「おい、ふざけるなよ。あの状況じゃ、奥の手なんて出せなかっただろ」

        「出せたんです」

        「はんっ、強がりだな。あの男に手を引かれてたとき、怯えてたぞ。はっきり見たからな」

        「あら、芝居ですわ。ご存じありませんか？　わたくし、演劇部なんです」

        「ほう、そうかそうか。いや見事な演技だったな。あんなに怯えるなんて。ガキみたいで、よく演じられてたよ」

        　それからしばらく、嫌味のぶつけ合いが続いた。育ちのせいか、二人とも遠回りな悪口を言うことに長けていた。

        　そんな醜い言葉のキャッチボールに嫌気がさしてきたところで、彼女がやってられないと言わんばかりに、くるりと背を向けた。

        「帰らせていただきます。一人で」

        「勝手にしろ。私も帰る。一人で」

        　カツカツという足音をたてながら、彼女が遠ざかっていく。しかし不意に足を止めると、急にこちらを振り向いた。

        「ご忠告いたします。あの男を狙うのはやめた方がいいでしょう」

        「自分が狙ってるからか？」

        「いいえ。わたくしは今回の勝負のために、あの男に会いに来たわけではありません」

        　それは嘘じゃないと思う。私は今日、彼女の尾行がないか再三確認したが、彼女はいなかった。

        でも彼女はここに来た。彼の家がここだと知っていたんだろう。何らかの因縁があるのは間違いない。

        「あれは碌でなしです。関わると、よくありません」

        「噂は聞いてる。言っておくが、そんな男はどこにでもいる」

        　むしろ、碌でなしじゃない男の方が少ないとさえ思う。

        「それでもやめておくことをお勧めいたします。あれは、学生の部活動なんかが手を出していいものじゃありません」

        「……なんだと？」

        　到底、聞き流すことができない言葉だった。

        「学生の部活動なんかが、だと？　おい、いい加減にしろ」

        　自分でも驚くほど低い声が出た。それでも収まらない。

        「私は遊びでやってるつもりはないっ！　ふざけたことを言うなっ！」

        「……忠告はいたしましたから」

        　彼女は怒りに震える私を無視して、そのまま夜道に消えていった。

        「……目にもの見せてやるっ」

        　

        　８

        　

        　行動力で負けたら記者として失格だ。

        　知りたい情報があるなら、掴みたいネタがあるなら、それがある場所に足を運び、頭を回転させて、どんな手を使ってでも結果を出す。

        　どれだけ高度に文明化しても、これは変わらない。机に座ってるだけで、調べられることなんてたかがしれている。

        もしそれが情報の全てだと思えるのなら、浅い頭に生まれてきたことに感謝しながら馬鹿として生きればいい。

        　そんな馬鹿がいるから、記者は生きる価値があるんだ。

        　

        「体の調子がよくないから、今日は休む」

        　寮で同室の同級生にそう告げると、彼女は眉間にしわを寄せた。

        　前日、門限に遅れて帰ってきたくせに、今は私服に着替えながら堂々と仮病を使ったんだから当然だった。

        「……私は知らないからね」

        「安心しろよ。迷惑はかけないから」

        　ルームメイトは肩をすくめて、部屋から出て行った。

        　その後に私も外に出た。ちなみに、また外出許可を得る必要があったので「体の調子がよくないから、かかりつけ医に見てもらう」という嘘をついた。

        　昨日、天都に言われた言葉は、私にとってこれ以上ない侮辱だった。

        　確かに私は高校の新聞部として動いてる。だけど、志も行動も、プロのつもりでやっていた。私は記者だ。それに誇りを持っている。

        　あの発言は許せない。何が何でも、彼女にギャフンと言わせてやる。

        　天都は何か、幹本と個人的な因縁があるようだ。だからあの夜、先生と会っていた彼を見て、驚いていたんだろう。

        　きっとろくでもない過去だ。深入りしないでおこう。

        　幹本に顔を見られてしまったので、今日はめがねとマスクで変装をした。私服姿だし、ぱっと見ただけじゃわからないだろう。

        　まず、彼が籍を置いている会社に行った。

        　都会の一角にあるビルの三階がオフィスらしい。正面から訪ねるわけにもいかないから、しばらくビルの入り口付近で暇を潰した。

        　二時間近く待ったところで、ビルから一人の女性が出てきた。中年で少しだけふくよかな体型をしている。服装から見るに、営業ではなく、事務職だろう。

        　私はすぐに彼女のあとをつけて、人通りの少なくなったところで声をかけた。

        「あの、すいません」

        　肩を叩いてそう呼び止めると、彼女はかなり驚いた。

        「な、なに？」

        　彼女の手には大きめの封筒があって、そこには幹本が勤める会社の社名がしっかりと記されていた。

        　私はめがねとマスクを外して、頭を下げた。

        「私、記者をしてます。中山と言います」

        　堂々と嘘の自己紹介をした。

        「はあ」

        「会社に幹本さんっていらっしゃいますよね？　その人について、お話をうかがえないですか？」

        　そう切り出すと、彼女は顔を険しくして、その場を去ろうとした。咄嗟にその手を掴む。

        「お願いです」

        「ごめんなさい、仕事中なの」

        「報酬を出します」

        　彼女の耳がピクッと動いた。よし、いける。

        「あなたの名前は伏せますから」

        　彼女は少し悩んでいたが、最終的には頷いた。

        　

        　

        「悪い噂しかありませんからね、あんな男」

        　喫茶店に入り、席に座った途端に彼女はそう切り出した。

        「教育って大切だって思いますよ」

        　私がメニューを差し出していることも気づかず、彼女は続けた。

        「お金と七光りで育つと、ああなるんですよ。ほんと、どうしようもない」

        　笑みが零れそうになるのを必死でこらえた。これは大当たりだ。この女性は口が軽い。

        「そうですか。具体的なことを聞いてもいいですか？」

        　彼女はやっとメニューの存在に気づいて、それを手に取ると一番高いメニューを指さした。

        　私はウエイターを呼んで、自分の分のコーヒーと、そのメニューを注文した。

        「調べるくらいだから聞いてるでしょ？　とにかく女癖が悪いの。酔ったら暴れるし」

        「ええ、それは聞いてます。警察に捕まりそうになったとか」

        「そう！　捕まえるべきよ、あんなの。一度、痛い目をみないとわからないのよ」

        　何度も何度も頷く。

        「そのときのことはご存じですか？」

        「もちろん。あの馬鹿息子のせいで、色々大変でしたから」

        　話によると、彼女はあの会社に勤めて二十年近くになるベテランらしい。ずっと事務職なので、社内の事情はほとんど知っていると豪語した。

        　そして幹本のことは心底嫌いらしい。たぶん、仕事を増やされたことが一度や二度ではないんだろう。

        「警察に捕まりそうになったのは……三年前だったかしら？　相手の女性を殴ったって。しかも道ばたで。通行人に通報されて、連行されたのよ。そこで親の登場ね。すぐに色々と根回しして、厳重注意にとどめたの」

        「相手の女性っていうのは」

        　彼女は首を左右に振った。

        「そこまでは知らないわ。相手も身元を出されたくないみたいだったし……でもね」

        「はい」

        「噂じゃ、未成年だって。だからこそ、親が強権を使ったのね。ただの暴力沙汰じゃ済まないもの」

        「……そうですね」

        「まあ、問題はそれ以外もたくさんあるわよ。出社はろくにしないし、そのくせちょっと遠出しただけで、出張費だの、交際費だのってお金をせびりに来るの。領収書もなしによ？」

        　そこからは単なる愚痴の嵐だった。有益なものはなくて、幹本の日頃の態度に対する彼女の鬱憤をひたすらぶつけられた。

        　それを聞き流しながら、私は一つの仮説を頭で組み立てていた。確認する必要があるが、多分あっていると思う。

        「今、幹本さんは出社されてるんですか？」

        「ああ、今日は来てましたけどね。気持ち悪いくらいに上機嫌でした。なんかあったのかしら？」

        　嫌な予感がしてくる。それを顔に出さないために、苦いコーヒーを啜った。

        「今日はなんの用で？」

        「いつものことですよ。ホテルの領収書を持ってきて、経費で落とせって言うんです。交際費を出せって。交際費ってそういう意味じゃないのに」

        　思わず、ガタッと椅子を動かすほど反応してしまい、彼女を驚かせてしまった。

        「す、すいません。ただ、よろしければ、そのホテルの名前を教えていただけませんか？」

        「……報酬は？」

        「もちろん、増やします」

        　彼女はにっこりと笑って、彼がよく行くホテルの名前を教えてくれた。

        　そこからは三十分ほど、また愚痴に付き合わされた。

        「全部、お金でどうにかなると思ってるんでしょうね。お金持ちって」

        　喫茶店から出て行く際、彼女はそう吐き捨てた。

        　私が渡した報酬を大切そうに手にしているのに、何を言っているんだろうと呆れた。

        　彼女が出て行ったあとも、私は席に座ったまま、入手した情報を頭の中で整理していた。

        　時間を確認すると、まだ三時だった。伝票を手にして立ち上がって、これからの動き方を考える。一度、幹本から離れよう。

        　調べないといけないことができた。知りたくもないが、無視できない。

        　人脈を頼れば、調べ物は簡単に終わってしまうだろう。

        　それなのに、全く乗り気になれない。そんな調べ物は生まれて初めてだった。

        　

        　９

        　

        　翌日はちゃんと学校に行った。

        　ただ、登校するなり副会長に捕まった。

        「来なさい」

        　声こそ穏やかだったが、明らかに怒っていた。あ、これはまずい。そう思ったけど、時すでに遅しってやつだった。

        　連れてこられたのは生徒会の会議室。大仰に『０』の形をした大きなテーブルがあって、会議の時には二〇人を超える役員がここに腰掛けて、あれこれと話す。

        　その椅子の一つに副会長は座って、私は座ったら怒られそうな気がしたので立っていた。

        「どういうつもり？」

        「いや、どの件が？」

        「そう、思い当たることがいくつもあるのね」

        　副会長は、あからさまに大きなため息をつくと、不機嫌そうに頬杖をついた。

        「一昨日は門限を破って、昨日は仮病で欠席――役員として、どういう自覚をしているの？」

        　口の軽いルームメイトだと顔をしかめた。

        　とはいえ、ここでみっともなく言い訳を並べる趣味はない。

        「悪かった。ただ、事情があった」

        「そんなこと関係ないわ。品位を汚すなと言ったはずよ。違って？」

        　そう問いかける副会長の目は、いつも以上に鋭く尖っていた。違うはずがない。ここ数日、さんざん言われてきたんだから。

        　答えられない私をそんな目で睨み続けていた副会長だったが、また大きなため息をつくと、諦めたように「もういいわ」と言った。

        「処分はなしか？」

        「あなたの件は私がなんとかすると、会長に約束してるの」

        　つまり、ここで私を処罰すれば副会長自身が、会長にお小言をもらうはめになる。彼女と会長は決して良好な仲ではないから、彼女からすればそれは避けたいんだろう。　

        　本当に悪気はなかったので、申し訳ないばかりだ。

        「ただし、次はないわ。次に何かやってみなさい、二度とこの部屋に入れなくするからね」

        　それはつまり、私の部長職や役員職を剥奪するという意味だろう。彼女は風紀委員長で、生徒会のナンバー２だ。実行できるし、きっとするだろう。

        神妙に頷いて「わかった」と返事をした。

        「肝に銘じておいて。二人で何をしているか知らないけど」

        「……二人？」

        「あの演劇部の二年生と何かしているんでしょう？　昨日だって仲良く休んで……」

        「ま、待て。昨日は一人で活動していた。彼女のことは知らない」

        　首を左右に振りながらそう弁明すると、副会長は意外そうな表情をした。

        「あら、そうなの？　だって門限も一緒に破ったんでしょう？」

        「あ、あれは確かにそうだが……」

        　詳細を話せないのが口惜しい。本当だったら、私は門限を守れていた。彼女があんな行動をしたせいだ。

        　言いよどむ私を副会長は怪訝そうに見ていた。

        「天都さんにも厳重注意が風紀委員から入ってるはずよ。さすがに二日連続で門限を破られると、無視できないもの」

        「彼女、昨日も夜遅かったのか？」

        「そう報告を受けているわ。詳細は知らない。私はあなたのことで怒り心頭だったから」

        「……根に持つ女だな」

        「政治家の娘だもの」

        　副会長はそれ以上は何も言うことなく、会議室から出て行った。

        　これで今後、あんまり目立った行動はできない。今回は恩赦があったが、本当に二度目はないと思う。

        　しかし……。

        「どうしたものかね、本当に」

        　昨日集めた情報と、今聞いた話。きっと無関係じゃない。天都はまたあの件で動いている。

        　それは仕方ないことだと思う。彼女はどうしても、あの男が許せないんだろう。

        　しかし、勝負を忘れてもらっては困る。あれは彼女が仕掛けてきた話だ。

        　そのことを思い出してもらおう。

        　

        　天都を捕まえたのは昼休みだった。単身で彼女のクラスに乗り込んで「話がある」と、屋上まで引っ張ってきた。

        　彼女はそれに抵抗しなかった。

        　ただ屋上についても、彼女はそっぽを向いていて、こちらを見ようとしなかった。そんな態度が気にくわない。

        「風紀委員から怒られたらしいな。ざまあみろ」

        「先輩こそ、ちゃんと副会長から許してもらえましたか？」

        　ひどいジャブの打ち合いから始まった。

        「お互い、昨日は忙しかったみたいだな。どうだ、成果は？」

        「お答えする必要はないと思いますが？」

        「あるな。大いにある。忘れたか？　私たちは勝負の真っ最中だ。それを忘れて他の何かに熱中してもらっては困る」

        　彼女は鼻を鳴らすと、やっとこちらを向いた。そして馬鹿にしたような視線で挑発してくる。

        「その方が先輩としては助かるんじゃありませんか？」

        「勘違いするな、小娘。君が本気を出しても、私が勝つんだ。変な言い訳を作られたら癪だから、忠告してやってるんだ」

        　強がりでもなんでもない。これは事実だ。この勝負は私が勝つ。スクープ合戦で私が負けるはずはないし、そんなことは許されない。

        　ただ、さすがにカチンと来たのか、彼女も黙っていなかった。

        「忠告をしたのはわたくしです。あの男は狙うなと言いましたよ。先輩こそ、昨日は何をされていたんですか？　どうせ忠告を無視したんでしょう」

        「目に物見せると言ったぞ」

        　彼女はそれにかぶり振って、苦渋に満ちた表情をした。

        「……わたくしの言葉が過ぎたのなら、謝ります。ですから、関わるのはやめてください。あの男は本当に危ないんです」

        「三年前みたいになるのか？」

        　そう切り込むと彼女は信じられないという顔をした。

        「まさか……」

        　呆然とする彼女をよそに、私は胸ポケットからメモ帳を取り出し、あるページを開いた。

        　昨日仕入れた情報を整理したページだ。

        「三年前の七月十日。幹本は路上で未成年の少女に手をあげるという暴挙にでた。通りかかった会社員が彼を抑えて、そのまま警察に通報。幹本は署に連行された。幸い、保護された少女に大きな怪我はなかった……。本来なら逮捕されるはずが、幹本は何事もなかったように許された。親のコネだろうな。ただし、条件があった。二度とその少女に近づかないことだ」

        「…………っ」

        「少女は納得しなかったが、幹本の親は芸能事務所の社長。影響力は大きい。母親の仕事の関係で女優の知り合いが多く、自信も将来の夢が女優である彼女は、その影響力を考慮して、それ以上は何もできなかった……。彼女の両親は娘の身を案じ、高校は全寮制の女子校に入学させた」

        　読み上げていく内容が事実と相違がないかどうかを、彼女の表情からよみとる。苦虫を噛み潰したような顔をしているところを見ると、どうやら概ね事実らしい。

        「この少女というのが、君だな」

        「……だから、マスコミは嫌いなのです」

        　顔を伏せた彼女は、小さく肩を震わせていた。

        「これが、君があの男に執着する理由か」

        「あれはゲスです。わたくしだって、二度と会いたくなかった……」

        　あの日の夜、幹本の姿を見た彼女がひどく驚いていたのを思い出す。あのときまでは余裕だった彼女の態度は、あれ以降、こんな感じでずっと不安定だ。

        　彼女の中では、彼の存在はそれだけ嫌悪すべきものなんだろう。

        「幹本と君は芸能関係者のパーティで出会ったそうだな。そこで幹本が君を気に入って、しつこく言い寄ってきた。諦めが悪かったので、仕方なく一日だけ相手をしたら、そういう事件が起きてしまった」

        「……どこまで調べてるんですか」

        「必要なものは全て調べる。記者だからな」

        　そして、どこまで必要かなんて調べてみないとわからないから、結局、全部調べることになる。

        「そこまで調べているなら、あの男の危険性はわかってるはずです。関わらないでください」

        「いいや、私より君だ。すぐにあの男のことを忘れろ」

        　メモ帳をパタンと閉じて、間違いなく反感を買う忠告をしたら、案の定、彼女は眉をつり上げた。

        「いくら先輩でも、そんなことを言われる筋合いはございません」

        「馬鹿。幹本の制約は、君に近づかないことだ。君から近づいてどうする。あの男がそんなチャンスを逃すと思うのか」

        　そんな男じゃないはずだ。きっと、これを機にまた彼女を狙うはずだ。

        　彼女があの男のことを許さないと思い行動することは、どうしようもなく危険だ。

        「関わるな。あれは私がなんとかしてやる」

        　彼女があの男に関わるのは、不知火先生の存在だ。危険な男と、知り合いの先生が付き合ってるから、じっとしていられない。

        「約束してやる。あの男の危険性は、私が先生にちゃんと伝える。だから、もう動くのをやめろ」

        　どうしてそんなことを私がしないといけないのか、自分でもわからない。ただ、これ以上彼女が危険な目にあうのはダメだと思った。

        　単純にそれが嫌だった。

        「…………」

        「約束を破ったら、あの写真をばらまいてもいい。だから、あの男のことは忘れろ」

        　これ以上ない譲歩のつもりだった。

        　彼女は何も返事をしなかった。さっきと変わらず睨むような視線だけを向けてくるだけだ。

        　そして足音をたてながら屋上から立ち去った。
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        　自分らしくないと思う。

        　新聞は誰か一人のために作られるものじゃない。広く公に、事実を開示する必要があることを報じるんだ。そのために記者がいる。

        　ただ、今の私がしていることはどうだろうか？　

        　幹本のことは公のためにやっていることだろうか？

        　

        　風紀委員に目をつけられたので、私は少しの間だけ大人しくしていた。

        　しかし、土日に入った瞬間にそれをやめた。即座に寮から外泊許可をもらい、街へ繰り出した。

        　余計なことをしていられない。この二日間で決着をつける。

        　狙うは幹本の醜聞。それを掴み、まずは不知火先生に知らせる。そしてそのネタを、知り合いの週刊誌の記者に売り飛ばす。

        　これで先生は守れるし、幹本にも社会的な制裁がくだされる。天都の溜飲を下げるには、それくらい必要だろう。

        　私が張り込みの場所に選んだのは、あの女性から聞き出したホテルだった。

        　さすがにホテルの前で張り込むことはできない。ただ、近くにちょうどいいビルがあったので、そこを利用することにした。

        　ビルの側面にあった階段の踊り場からはホテルの入り口がよく見えた。

        　カメラを用意して、そこで待機する。

        「……長くなるな」

        　静かにそう覚悟をした。まだ午前中だ。とりあえず、お昼まではここで待機。彼が昨晩からホテルに入っていて、出てくることを祈るだけの時間。

        　祈るというのは柄じゃない。一応、うちの高校にも礼拝堂はあるが、利用したことはなかった。

        　ただ、どうやら女神様はいるみたいだった。

        「――きた」

        　張り込みをはじめて一時間ほどで、チャンスは訪れた。

        　なんと、狙い通りに幹本が現れた。しかも女性と一緒に。二人で、とても楽しそうに肩を組んでいる。その姿をしっかりと撮影した。

        「……よしっ！」

        　これで第一関門をクリア。あまりに順調で拍子抜けしてしまう。でも、ホッとしている暇はない。私はすぐに荷物を持って、ビルから脱出した。

        　その間に幹本たちは車に乗り込み、どこかへ消えていった。

        　ただ、それは大きな問題じゃない。彼の動きくらい、予想できている。

        　

        　次に私が移動したのは、彼のマンションだった。

        　一夜を女性と過ごしたのなら、その彼女を送り届けたら家に帰るだろう。そうなれば、こっちのものだ。監視しやすい。

        「やはり、来ましたか」

        　そしてこちらも予想していたことだが、マンションの近くには天都がいた。マスクにサングラスという、いかにもな変装をしていた。

        　その姿が面白くて、思わず笑ってしまう。

        「……なんですか」

        「似合わないし、変装になってない。やっぱり女優だな。オーラを隠せてない」

        　その指摘に彼女は不服そうに腕を組んだ。

        「そういう先輩はどうなんですか？　顔を見られているのに、何も隠されていませんけど」

        「私は君ほど顔見知りじゃないし、顔を見せるつもりもない」

        　そんな三流なことをするつもりは毛頭なかった。

        「それより……忘れろと言ったはずだが？」

        「返事をした記憶はございません」

        「ったく」

        　そう言うとはわかっていたから、それ以上の追求はやめた。どうせ言い合いになるだけだ。

        「隠れるぞ。二人でいると目立つから」

        　彼女が何か言う前に手を引いて、物陰に隠れた。

        　そこからでもマンションの入り口は十分に見えたので問題ない。

        「さっき、幹本が帰ってきたか？」

        「はい。一人でしたが」

        「そりゃそうだ。この人を送り届けた帰りだよ」

        　私がさっき撮ったばかりの写真を見せると、彼女は「え」と声を漏らして、その写真を私から奪い取った。

        　そしてまじまじと幹本と見知らぬ女性が二人で歩いてる写真を見ていた。

        「こ、これは」

        「あの男が行きつけのホテルがある。そこから出てきた瞬間だ。二股は確実だな」

        　彼女は写真から顔を上げると、瞳を震わせていた。

        「す、すごい……」

        　率直にそう褒められてしまい、思わず赤面してしまう。

        「ま、まあな」

        　憎まれ口の一つでもあると思っていたから、素直に感心されて動揺してしまった。

        「それくらいはできる。学生の部活動でもな」

        「はい。わたくしが間違っていたようですね」

        「……調子が狂うな」

        　一転した彼女の態度に、うまく反応できない。

        「いいよ、私もきつく言い過ぎたからな」

        「では、お互い様ということでよろしいのですか？」

        「ああ。だから……いつも通りでいてくれ。気持ち悪いから」

        　そんな私の困った姿が面白いのか、彼女はクスッと小さく笑ったあとに「かしこまりました」と答えた。

        「それで、この後はどうされるおつもりですか？」

        「私たちの目的は幹本の危険性を不知火先生に知らせることだ。正直、それはこの写真だけでもできる」

        「そうですね」

        「だが、君はそれで満足か？」

        　彼女は静かに首を左右に振った。

        「承知しかねます」

        　実に彼女らしい返事で、思わずニヤッと笑ってしまう。

        「ならあともう一枚、先生と幹本が付き合っている証拠をおさえる。それで幹本の悪事は暴かれる」

        「それだけですか？」

        「私の知り合いには週刊誌の記者や編集者がいる。撮れた写真は売りつける」

        　そのとき、彼女は「うわぁ」と、明らかにひいていた。

        「マスコミはやはり嫌いですわ」

        「君らみたいな人に嫌われるようになったら、一人前の記者だ」

        　いつか母親のように大女優になった彼女から、記者として嫌われたのなら、それは光栄なことだろう。

        「それで幹本は社会的に終わりだ。これで手打ちとしないか？」

        　あの男から実害を受けて、その事実を消された彼女からすれば、それでも足りないかもしれない。

        　天都は少し考えたあとにフッと小さく笑った。

        「いいでしょう」

        「よし決まりだ」

        　私たちは合図もしないのに、目の前のマンションを見上げた。

        「さっさと終わらせて、勝負に戻ろうか」

        「そういたしましょう」
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        　動きがあったのは、夕方を過ぎてからだった。

        「出てきました」

        　天都の報告に囓っていたパンを喉に詰まらせそうになった。

        　急いでミルクを飲んで、口元を隠しながらマンションの入り口を確認する。ちょうど幹本が出てきて、どこかへと歩き出したところだった。

        「ふぉし、いふぉう」

        「先輩、ちゃんと飲み込んでください」

        　うるさいやつめと思いながら、ごくんとミルクでパンを流しこんだ。

        「よし、行こう」

        　天都が神妙な顔で頷いて、幹本と距離をとりながら二人でその背中を追う。

        「どこに向かうつもりでしょうか？」

        「女のところだろうな」

        　ざっくりとした回答で悪いが、外れてもないと思う。彼はブランド物の高価な服を着ていた。買い物に行くとは思えない。

        　車を使ってないということは、お酒を飲む予定なんだろう。

        「先生でしょうか？」

        「今朝の女でなければ、先生じゃなくてもいいけどな。私たちが欲しいのはスキャンダルだ」

        　九分九厘、今朝の女ではないとは思う。まさか朝に分かれて、夜に再会なんてことはしないだろう。

        　偉そうに歩く後ろ姿を見ながら、私はあの夜のことを思い出していた。天都に対して、嗜虐的な笑みを浮かべていた。あれは、どういう笑みだったんだろう。

        　もしかしたら、諦めるしかなくなった女が、無防備に現れたことに対する喜びだったのかもしれない……。

        「先輩、どうかされましたか」

        　天都が私の顔をのぞき込みながら尋ねてきたので、すぐに「なんでもない」と返事をした。

        　彼女が不思議そうな顔をしていた。その顔を見ていると、あの男が欲しくなったのも無理はないなと思ってしまった。今朝の女もそれなりに綺麗だったが、彼女には遠く及ばない。

        「君、綺麗だよな」

        「――は？」

        　私が呟くと、彼女はぽかんとした後、ゆっくりと顔を赤くした。

        「な、何を急に」

        「いやそう思っただけだ。顔が間近にあったから」

        「キスの時だってあったでしょう！」

        「そ、それをここで言うな！」

        　忘れかけていたことを思い出し、私も顔が一気に紅潮した。

        　あの日、化粧室で迫ってきた彼女の顔と、唇の柔らかさやぬくもりを想起してしまう。

        「い、いいから、調査に集中しろっ」

        「最初にボーッとされていたのは先輩です」

        　なんだか変な雰囲気のまま尾行を続けることになった。

        　どうして急にあんなことを口走ってしまったのか、自分でもわからない。ただ、気づけば言ってしまっていた。というか、不意打ちになってしまったとはいえ、どうせ彼女は言われ慣れているんだから、あんな反応することないじゃないか。

        　無言のまま追跡していると、幹本がたどり着いたのは、見覚えのある店だった。

        「あの店だな」

        「そのようですね」

        　彼が行き着いたのは、不知火先生と会っていた店だった。

        　小さなバーに入っていたのを確認すると、また物陰に二人で隠れる。どうやら今夜の相手は先生らしい。

        　ほんと、運が良いな。

        「また待機ですか？」

        「それしかない。店に入るわけにはいかないだろ」

        　未成年だけで入れる雰囲気の店じゃない。

        「退屈ですね」

        「なら、話でもしてくれ」

        「先輩がしてくださればいいのに」

        「退屈と言ったのはそっちだろ。私はこういうのに慣れっこだよ」

        　こんな待機を苦にしているようでは記者なんかやってられない。プロなんてこういうことを何日も続けるんだから。

        　天都は壁に背を預けると、どこか遠くを見つめて、ぽつりぽつりと語り出した。

        「わたくしは、あの男に犯されかけました」

        「…………」

        「知っていましたか？」

        「……取材は、途中でやめたんだ」

        　実はそれにたどり着きそうだったから、取材を途中でやめた。

        　私が頼った人たちは明らかに話をぼかしていた。何か裏があることはわかって、それは予想できた。

        　記者失格だが、知りたくないと思ってしまった。

        「部屋に連れ込まれて、本当にあと一歩のところでした。忘れもしません、獣のようなあの男の顔は……。怖くて、なんとか逃げ出しても、路上で捕まって……。はっきり申し上げて、そこからの記憶は曖昧です」

        　彼女は悲観しているわけでも、同情して欲しそうにしているわけでもなかった。

        　遠くを見つめながら、懐古してるようだった。

        「あれ以来、わたくしは父以外の男性と接するのが苦手になりました。母も父も、華月に入学して傷を癒やして欲しいと言いましたが……方法がまるでわかりませんでした」

        　恐怖を、トラウマを忘れる方法があるなら、きっとそれはもうみんなが実践しているだろう。そんな魔法みたいなものがあれば。

        「思い出すと、ただ怖くなりました」

        　天都が小さく震えていることに、そこでやっと気づいた。彼女は自分を抱きしめるように腕を組み、その細い腕に爪を食い込ませていた。

        「忘れたくて……色々しました」

        「それが、あの写真か？」

        　私が撮った数々の彼女のキスシーン。彼女が多くの女子生徒を虜にしている証拠。

        「はい」

        　まるでオデットとオディールだ。

        　バレエの『白鳥と湖』に登場する人物で、顔や姿は全く同じなのに、オデットは純真な少女で、オディールはひどい悪魔。

        　傷ついたオデット姫が、気が狂ってオディールに墜ちてしまったんだ。

        「天都、こういうときに優しい言葉をかけてやれなくて悪いが、やってることはあの男と一緒だ」

        　別に断罪をしたいわけじゃない。私は記者で、正義の味方じゃない。一人の女として、そう思っただけだった。

        「わかっておりますわ……ただ、ああしていると、忘れられました」

        　汚れた欲望の記憶を、似たような行為で上書きし続ける。それは苦行でしかないと思う。そんなことで本当に癒やされるはずがない。

        　ただ、それだけが唯一、一時的に記憶を消せる方法なら、どうだろうか？

        　彼女はきっと、自分に夢中になる少女たちと、過去の自分を重ねていたんだ。

        　多くの少女に手を出している彼女だが、少なくとも少女たちは幸せそうだった。たぶんそれは彼女が気をつけているからだろう。過去の自分と同じような傷だけはつけないようにと。

        「……ま、面白い話だ。記事に書き足しておこう」

        　気の利いた言葉をかけてやれなかった。だからといって、今みたいなことを言うのもどうかと思うが。

        「先輩が勝負に勝てば、そうしていただいて構いませんわ」

        「勝つから覚悟しておけ。どうせ記事が出れば、君の虜になってた生徒たちも目を覚ますだろう。君はもう、彼女たちを使ってトラウマを忘れることはできない」

        　天都が寂しそうに笑って「そうですね」と言った。もしかしたら、彼女自身、それに罪悪感を覚えているのかもしれない。

        「代わりと言ってはなんだが……そのトラウマは今日、退治してやる」

        　それが本当に『代わり』になるのかわからない。ただ、私は正義の味方ではないが、敵でもない。

        　迷える後輩に何かしてやれることがあるなら、やってやってもいいとは思う。

        　そして今の私にできることは、それだけだ。

        「お願いいたしますわ」

        「ああ」

        　それで彼女の話は終わった。

        　それからはまたお互いに無言で、監視を再開した。息を潜めながら、じっと店から彼が出てくるのを待つ。

        　そういうことを二時間ほど続けた。

        「――おかしくありませんか？」

        　その疑問を最初に口にしたのは天都だった。ただし、私も内心ずっとそう感じていた。

        「……遅いな」

        「ええ、遅すぎます。あの男が店に入ってから、もう三時間ほどたっています」

        　前回は二時間もしないうちに店から出てきたから、確かに今日は遅い。

        「それに、わたくしたちが見張りをはじめてから、誰も入店していません」

        　そう、それも気になっていた。

        　何か嫌な予感がした。

        「天都、ここで待機しておけ」

        「……行くんですか？」

        「それが手っ取り早い。怪しまれそうになったら、すぐに店を出る」

        「私も行きます」

        　やめろと言っても聞きそうにないので諦めた。彼女は再びマスクをして、顔を隠した。

        　二人で店の入り口に近づいていく。こんな経験は初めてじゃないのに、さっきからやけに鼓動が早い。本能が何かを知らせようとしている。

        　店の入り口まであと一歩というところだった。

        　急に扉が開いた。

        「――っ！」

        　そしてそこには、幹本が嫌らしい笑みを浮かべて立っていた。待っていましたと表情が語っている。

        　頭の中で警報器が、最大の音量で鳴り響いている。

        　咄嗟に天都の手を取ろうとしたが、もう何もかもが遅かった。私の後ろに誰かがいて、羽交い締めにされ、口元を抑えられる。

        　そんな私を天都が助けようと手を伸ばすが、彼女は幹本に捕まった。
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        「ここに来てくれるのは久々だな、乙女」

        　耳障りな声で目が覚めた。

        ざらざらとした声で、傷にならない、嫌な感触だけを残していく。これ以上ないほど不快な目覚ましに殺意すら覚えた。

        　まだ意識が遠い。景色がぼやけているが、自分がどこかに寝かされているのはわかった。背中が冷たくて堅い。床だろうか？

        　ぼやけている景色の中で見えるのは、大きな照明だった。円形で白とオレンジが混じったような色を発している。

        「会いたかったよ」

        「……このゲスめ。どの口が言うのですか」

        　声のする方に首を向ける。そういえば、体全体が痺れている。たったこれだけの動作さえ、ゆっくりとしかできなかった。

        　私は広い部屋の隅で寝かされていて、部屋の中央には二人の男女がいた。男は立っているが、女は座り込んで男を見上げていた。

        　天都と幹本だった。

        　天都は手を背中で拘束された状態で座らされていた。そしてそんな彼女を見下ろしながら、幹本が笑みを浮かべている。

        　彼女の顎をつまむようにして、目を合わせる。

        「おいおい、お前だって会いたがってたじゃないか。だから、ずっと外で待ってたんだろ？」

        「――――っ」

        「ばれないと思ったのか？　お前は馬鹿だな」

        　幹本が声をあげて笑うのを、天都は恥辱にまみれた顔で見ていた。

        　気づかれていた。私たちはどうやら、完全に嵌められたらしい。幹本からすれば、尾行していた私たちは、飛んで火に入る夏の虫だったんだ。

        　悔しい。私も気持ちは天都と同じだった。

        「お前から会いに来てくれるなんてな。お前に近づくなって言われてたから嬉しいよ」

        「ならっ、すぐに私たちを解放しなさいっ！」

        「おいおい、俺から近づいたんじゃないだろ。お前らが来たんだよ。俺は招き入れただけだ。どうだ、相変わらず良い部屋だろ？」

        　幹本が両手を広げて、自身の部屋を自慢する。

        　広々とした部屋には、高そうなソファーや、ガラスのテーブルがあった。そして壁にはインテリアなのか、多くのＣＤが収められたラックや、一メートルはあるだろう熱帯魚が泳いでいる大きな水槽まであった。

        　熱帯魚と目があったような気がした。気持ち悪い……。

        「ここに来たかったんだろ？」

        「馬鹿を言わないで。わたくしの目的は前に伝えたとおりです。先生に近づくのをやめなさい！」

        「あいつが誰と付き合おうが、あいつの自由だろ。ほっとけよ」

        「あなたのような男でなければそうしますよ、ゲス」

        　明らかに不利な状況だというのに、天都は強気な態度だった。

        　ただ、彼女を見下ろしていた幹本にはわからないだろうが、背中で拘束された手が小さく震えていた。

        　助けてやりたいのに、まだ意識が覚醒しきれないし、体が痺れている。口を開くこともできない。

        　生意気な態度の天都を、幹本はフッと鼻で笑った。

        「じゃあ、お前の言うとおりにしてやろうか？」

        「え」

        　思わぬ提案に彼女が不意をつかれた。

        「不知火とはたまたま知り合っただけで、本気じゃないんだよ。キープってやつだ」

        　最低なことを当然のように言う幹本。そこには罪の意識なんて、微塵も感じられなかった。

        「お前がどうしてもって言うなら、別れてやるよ」

        　彼の口角がつり上がった。

        「条件はあるけどな」

        　口にしなくても、彼が望んでいることはわかる。それは到底、受け入れられないものだ。

        　幹本は天都と目線を合わすために、しゃがみこんだ。

        「お前、前よりいい女になったな」

        「…………」

        「あのときは悪かったよ。だから、やり直そうぜ。それが条件だ」

        　やり直すって言葉を辞書でひいて来い。そう怒鳴りたくて、口を開ける。ゆっくりとだが、やっと開いた。

        　ただ、喉が鳴らない。言葉が出てこない。

        　くそっ！

        「今度はあんなことはしないよ。俺も大人になったし、お前も色々、わかるようになっただろ？」

        　そんな軽薄極まりない言葉で笑いかける。

        　天都は彼を黙って見つめていた。いつもの彼女なら、丁寧ながらもキツい言葉で拒否するはずなのに、唇をピクピクと動かして、どう答えるべきか迷っているように見えた。

        　そしてそんな彼女が、視線だけをこちらに向けた。きっと、間抜けに寝転がっている私が目に入ったはずだ。

        「……いいでしょう」

        　さんざん迷った天都が出した答えに、私は雷に打たれたような衝撃を受けた。

        　ありえない！　なんで、どうして！

        　幹本は上機嫌にヒューッと口笛を鳴らした。

        「ただし、わたくしからも条件があります」

        　そして彼女は私の方を見つめ、そして幹本と向き直った。

        「先輩を解放しなさい。それが条件です」

        　そこだけは譲れないと言わんばかりに、彼女は強い視線で幹本を睨んでいた。

        「いいぜ。お安いご用だ」

        　幹本はそんな条件はなんてことないというように頷いた。

        　天都っ、馬鹿なことを言うな！　早く、そいつから逃げろっ。そう叫びたい。

        　ただ、わかっている。どうして彼女がそんな条件を飲んだのか。ここに何もできない私がいるからだ。幹本の提案を拒めば、先生だけじゃなく、私だってどうなるかわからない。

        　天都は私のために、トラウマを刻んだ男に、身を差し出すことを選んだ。

        「……ぁ」

        　きっと二人には聞こえないほどの小さな声が、やっと出てきた。ただ言葉にならない。

        「すぐに解放しなさい」

        「せっかちだな。わかったよ。元々、タイプじゃない。お前と一緒にいたから、連れてきただけだ」

        　幹本が立ち上がって、私の方に向かってくる。

        　その彼の姿に隠れて、一瞬だけ天都が見えなくなった。

        「――やぁっ！」

        　私に近づいてきていた幹本が、背中から体当たりをされてそのまま倒れた。

        　バタンッという派手な音をたてながら倒れた彼は、顔を床に打ち付けて、鼻血を流して苦しんでいた。

        　そしてそんな体当たりを敢行した天都は、両手を拘束されているせいで芋虫みたいに床に這いつくばっていたが、幹本が動きを止めた隙を見逃さなかった。

        「誰かっ！　誰かぁっ！」

        　日頃の彼女からは想像できないほどの大声で助けを呼び始めた。

        「――このっ！」

        　ただ、防音設備が優秀なのか、誰も来なかった。それどころか、起き上がった幹本は彼女の反撃に激高していて、さっきまでとは別人のような形相を浮かべていた。

        「調子に乗りやがって！」

        「きゃっ」

        　床に転がっていた天都の口を塞ぐが、彼女もドタバタと暴れ、何度も彼を蹴っていた。

        　そんな彼女の抵抗に、彼はついに我慢の限界を迎えた。

        「こっちが下手に出てやったら、女はすぐにこれだよ！」

        　口を塞ぐのを諦めると、天都の頭を掴んで、ドンッと床に打ち付けた。

        「いっ！」

        「女が男に勝てると思ってんのか！　ばぁか！」

        　今度は痛がっている彼女の髪の毛を掴み、無理矢理立ち上がらせて、そのまま引っ張っていった。

        「……ああ」

        　小さく声が出た。あと少しで動ける。指先がピクピクとしていた。

        「二度としないって誓わせてやる！」

        　幹本は天都を部屋の端に連れて行くと、そこにあった大きな水槽の蓋を乱暴に外した。

        　おい、やめろっ。

        「おらっ」

        　力任せに天都の顔を水槽に突っ込んだ。

        　彼女は暴れるが、拘束されている上に、押さえ込まれていて苦しそうにもがくだけだった。

        「謝れ、謝れよ！」

        　やめろ、やめろっ！

        　天都が苦しそうに暴れている。ただ、最初こそ激しく抵抗していたのが、徐々に大人しくなっていった。

        　ダメだ――。

        　首が少しだけ動いた。

        　それを利用して、精一杯の力を出して、自分の頭を床にぶつけた。

        　激痛が走ると同時に、まるで呪いが解けたように、思考がクリアになって、わずかに痺れが残るものの、体も動くようになった。

        「天都っ！」

        　そう叫びながら、近くにあったトロフィーを手に取ると、助走をつけて幹本の頭を殴打した。

        　痛みに負けて幹本が天都を放した。

        　その隙を逃さずに、今度は私が彼に体当たりをすると、彼は吹っ飛び、ＣＤが大量に収納されたラックに背中をぶつけた。

        　すると、ラックの上に置いてあった段ボールが落下してきて、彼の脳天を直撃した。

        「がっ」

        　そんな声を残して、彼はそのまま倒れた。

        「はぁはぁ……」

        　荒い呼吸をしながら、倒れた彼を見下ろす。演技じゃない。白目をむいて、完全に気絶していた。

        「ざまあみろ、ゲス」

        　いや、彼なんてどうでもいい。

        「天都っ」

        　幹本から解放された天都だったが、顔と唇を真っ青にして、床に倒れていた。

        「おいっ」

        　そう呼びかけて体を揺らすが、返事はない。

        「……やめてくれ。冗談だろ」

        　自分の声が絶望に染まっていた。

        「天都、あまつっ！」

        　何度も呼びかけると、苦しそうに呻き声を出した。まだ大丈夫だ。

        「天都っ」

        　保健体育で習った心臓マッサージをやってみると、彼女はゴホッと水を吐き出した。

        「ええと」

        　そう、わかってる。この後の処置くらい、ちゃんと知っている。

        「――――っ！」

        　こんなときに変なことを思い出してしまい、一人で悶えた。ただ、馬鹿をやってる場合じゃない。

        　目をぎゅっと瞑ると覚悟を決めて、唇を彼女と重ねた。

        　すると、なぜか背中に手を回された。　

        「っ」

        　目を開けると、弱々しくも微笑んだ天都の顔が飛び込んできた。

        　やられた！

        　彼女はまたあのときみたいに、私の唇を堪能してからキスをやめた。

        「き、君ってやつはっ」

        「ああ、相変わらず先輩は可愛いですわ」

        　こんな状況なのに、彼女はさっきまで真っ青だった顔を少し紅潮させ、とろんとした笑顔をしていた。

        「でも……本当に助かりましたわ」

        「……こっちこそ。悪かったな。ギリギリになって」

        　二人で立ち上がって、諸悪の元凶を見下ろす。幹本は未だに気絶したままだった。

        　その間抜けな姿を、近くに置かれていた私のカメラで撮影した。

        「とにかく、今日はもう撤収しよう」

        「……そうですね」

        　この後はどういう展開になるか、まるでわからない。今晩のことで幹本がさらに怒って、今度は何をしてくるか……。

        　それでも今は、ここから立ち去ろう。そう思って天都の手をとったときだった。

        玄関の扉がすごい勢いで開けられた音がした。それに驚いて二人して手を引っ込めた。

        　ドタバタという何人もの人間が走る音が近づいてきて、正体を見せた。

        「どうかしましたか！」　

        　数人の警察官が姿を現した。そして私たちと、気絶した幹本、無茶苦茶になった部屋の有様を見て、顔を見合わせた。
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        　天都の叫び声は隣室の住人にちゃんと届いていて、隣人は警察に通報した。

        　警察がマンションの管理人から鍵を借りるのに手間取ったようで、助けに入ったのがあの時だったという。

        　結果、暴行された私たちの証言により、幹本はその場で警官に起こされ、連行されていった。

        　今度も親のコネでなんとかするつもりかと思ったが、そうはならなかった。

        　それには私の出自が関係していた。大手新聞社の社長の娘である私に気を遣い、幹本の親は抵抗できなかったようだ。

        　もしかしたら、どら息子にお灸を添えるちょうどいい機会と思ったのかもしれない。

        　私は幹本の女性関係の情報や、例のホテルで撮影した写真などを知り合いの週刊誌の記者に渡した。記事が発表されれば、彼は出所しても女遊びなんてできないだろう。

        　これで幹本の件は収束した。

        　もっとも、私たちも無傷というわけにはいかなかった。

        　私たちの行動はもちろん問題になった。両親からは散々怒られ、先生方からもかなりのお説教をされた。

        　ただあくまで被害者だったので一ヶ月間の外出と部活の禁止という処分で許された。

        「部活の禁止は私の提案なの」

        　私たちの処分を学校側から一任された風紀委員長は、勝ち誇っていた。

        「事情を知った会長は外出禁止だけでいいんじゃないかって意見だったのよ。でも、あなたにはこれの方がきくでしょう？」

        「……嫌なやつ」

        　非は全面的にこちらにあるので、受け入れるしかなかった。

        　

        「会長はなんて？」

        「以後は気をつけるようにと。お優しい方ですわね」

        「チッ、差別だな。私はかなり怒られたぞ。しかも副会長と一緒になって」

        「あら、日頃の行いですわね」

        　また、いつものように放課後の屋上。騒動が落ち着き、やっとこうして天都と二人で話す時間が作れた。

        　私たちはそれぞれ会長に詫びを入れに行ったが、どうやら対応に違いがあったらしい。

        　それを不服に思っていると、天都は小癪にも「おほほ」と笑った。

        「ま、文句を言える立場ではないか……。全く、君のせいで散々な目にあった」

        　変なクスリを飲まされて監禁された挙げ句、謹慎処分だ。

        「それは、お互い様ですわ」

        　天都が苦笑しながら反論してくる。ただ、それにろくに言い返せなかった。

        「幹本は、しばらく外に出られないらしいな」

        「はい。被害者は大勢いましたから。今になって、被害にあったと名乗り出た方がたくさんいます」

        「父親も役職を追われた。これで庇うやつはいない。ざまあみろ」

        　心の底からあざ笑ってやる。年下の女の子にあんな手荒なことをする下郎は、一生檻に入っていれば良い。

        　ただ、一番の被害者である天都は意外にも落ち着いていた。静かに「そうですわね」と同意したものの、とても宿敵を討った後とは思えない。

        「どうした？　何か気がかりなのか？」

        「……先輩」

        　天都は真顔になって、私の前に迫ってきた。

        「この度は、本当にありがとうございました」

        　とても真面目な声音で、深々と礼をされた。

        「あの男はわたくしのトラウマでした。ずっと消えない傷でした。でも、先輩が約束を果たしてくださいました」

        　彼女が頭を上げると、校内で一番だと言われている美貌が、慎ましやかに笑っていた。

        「先輩は、わたくしの恩人です」

        　自分の体温があがっていくのがよくわかった。

        口を小さく開けたが、適切な言葉が思い浮かばない。

        　素直に感謝を受け取るべきか、気にするなと先輩らしく振る舞うべきか、良かったと一緒になって喜ぶべきか。

        　ただ、そのどれもが照れくさかった。

        　こんな素直な彼女と真正面から話すのは、だって、なんというか、あれだろう。

        　まるで逃げるように彼女から目を逸らした。

        「と、ところで！」

        　声が完全に裏返った。こほんと咳払いをして誤魔化す。

        「勝負は延期だな。お互い、一ヶ月も外に出られないんじゃ仕方ない」

        　彼女はいきなり会話が飛んだことにキョトンとしていたが、すぐにクスッと笑った。

        「いいえ、その必要はありません」

        「なに？」

        　すると彼女は、ポケットから一枚の写真を取り出して渡してきた。

        　不思議に思いながら受け取って、その中を確認した瞬間に「あ！」と驚きの声が出てしまった。

        　写真に写っていたのは二人の少女。熱いキスの真っ最中だった。一人は知らない生徒だが、もう一人には見覚えがあった。

        　同じ生徒会役員の演劇部部長だ。

        「こ、これ」

        　写真を持つ手が震えていた。

        「部長ったら、わたくしが狙っていた娘を奪ってしまうんですもの。妬けましたわ」

        　おっとりとした口調で、頬に手を当てながらそんなとんでもないことを言う天都を、私は呆然と見つめていた。

        　これは完全にスキャンダルだ。役員の熱愛なんて、生徒が一番食いつくネタだ。

        「勝負は、わたくしの勝ちですわね」

        「ひ、卑怯だぞ！　君、このネタを最初から握っていたな！　だから、あんな勝負をふっかけたんだろう！」

        　今になって考えれば、あんな私に有利な勝負を彼女の方から提案するのがおかしかったんだ。あのときすでに彼女は、この事実を掴んでいたに違いない。

        　彼女は私の抗議に「さて？」なんて首をかしげてとぼけた。

        「そんな証拠はありませんわ」

        「っ！」

        「先輩は大変聡明で、自身の活動に誇りをお持ちの方です。言い訳なんて、しませんわよね？」

        　にっこりと笑って、こちらに一切の反論を許さないって圧力をかけてくる。

        　悔しさで写真を握る手に力が入るが、彼女の言い分に太刀打ちができなかった。私はスキャンダルの手持ちがなく、彼女にはあって、それが不正でも証明できない。

        「くそっ！」

        　そう地団駄を踏んで、ポケットから彼女のキスシーンを収めた写真を取り出すと、彼女の胸に押しつけた。

        「持って行け！」

        「はい、ありがとうございます」

        　彼女はそれを受け取ると、今度はまた別の写真を渡してきた。

        「――っ！」

        　それは私の写真。私と彼女がキスをしてるシーンと、私の赤面を収めた二枚。

        「どうぞ」

        「……どういうことだ？　約束と違うぞ」

        　彼女がこの二枚を返すのは、私が勝ったときだけだ。

        「さっき言いましたわ。先輩はわたくしの恩人です。これは、気持ちです」

        「……不正をしておいて、よく言うな」

        「先輩、わたくしはこんな写真を抜きにして、もっと先輩とお近づきになりたい。本当にそう思っていますわ」

        　その言葉の意味することを、私はちゃんと理解していた。彼女がどうして写真を返してくるのかも。

        　お互いクリーンな状態で、勝負も弱味もなく、これからの関係を築いていこう。そう言われている。

        　じっとこちらを見てくる彼女から逃げるように俯き、写真を受け取った。

        　返事もせずに私は彼女の横をすり抜けて、走って屋上から逃げ出した。

        　顔が熱い。

        　

        　14

        　

        　翌日の新聞は非常に盛り上がった。

        『演劇部、大スキャンダル！　部長＆副部長に熱愛発覚！』

        　大きく打ち出された見出しと、数々のキスの写真は学校中を騒然とさせた。

        　もちろん、演劇部の二人は数多くの生徒から追いかけ回された。部長はまだいい。付き合っていたのは一人だから、認めてしまえば熱も冷める。

        　ただ、天都はそうはいかない。私が掲載した記事には、彼女が何人もの女子生徒とキスをしている写真を使ってやった。

        　当事者たちはもちろん、ほかの生徒も彼女に事情を聞かねばと躍起になり、彼女は学校中から追われることになった。

        　昨日、私が彼女に渡した写真は焼きまわし。本物は私の手元にあった。

        　もちろん私がしたことは約束違反だが、知ったことか！　先に不正をしたのは彼女だ。あんな勝負、もう無効になっている！

        　ざまあみろ。さんざん先輩を馬鹿にした罰だ。

        　こうして私の復讐は成功し、その日、彼女はずっと多くの生徒からの追求を受けて、私に文句を言いに来ることもできなかった。

        　私の完全勝利である。

        　

        　そんな非常に良い気分で寮に帰った。

        　口笛を吹きながら部屋に戻ると、ルームメイトはまだ帰っていなかった。

        　照明のついていない薄暗い部屋で、靴を脱いだところだった。

        「ごきげんよう」

        　背中から冷たい声が聞こえた。振り向く間もなく、部屋の中に押し込められ、外からは開けられないように鍵をかけられた。

        　振り向くと、今一番、会いたくない少女がそこにいた。

        「あ、天都っ」

        「先輩、お会いしたかったですわ」

        　思わず部屋の奥まで逃げるが、狭い寮の部屋ではすぐに追い詰められた。

        　背中に汗が流れる。彼女はいつもの笑顔で、私を見つめていた。

        「なんだ？　文句か？　言っておくが、先に不正をしたのは君だからな！」

        　そう言い張っても彼女は返事をしない。ただ、笑顔のまま近づいてくる。

        「お、おい」

        　彼女は私の目の前まで迫ってくると、逃げられない私を見下ろしてクスッと笑った。

        「先輩は本当に可愛いですわ」

        「な！」

        「そんなにわたくしが他の娘と仲良くするのが嫌でしたか？」

        「な、な、なにを」

        「先輩が約束を破ったのは、私とあの娘たちの関係を終わらせるためでしょう？　わたくしを独り占めしたいなんて、ほんとに可愛らしいですわ」

        　――――っ！

        「あ、図星みたいですわね。あんな乱暴な真似をされなくても、先輩のために彼女たちとの関係は終わらせるつもりでしたのに。だって、先輩がトラウマを消してくれたんですもの」

        「ち、ちが」

        「でも」

        　彼女の声のトーンが下がったと思ったら、両手で頬を包まれて、そのまままたキスをされた。

        　今までのキスよりずっと熱くて、濃厚で、長いものだった。抵抗しようとしたのに、彼女の慣れた手つきで完全に動きを封じられた。

        「先輩」

        　唇を少しだけはなすと、彼女は小悪魔的に微笑んだ。

        「約束違反は約束違反ですので――罰を受けていただきます」

        　すぐにまたキスをされる。呼吸の仕方さえ忘れそうなほど、吸い付かれた。口の中に、彼女の舌が入ってきて、昇天しそうになる。

        　すると、そこでまた彼女がキスをやめた。

        「…………？」

        「あら、物欲しそうな目をされてますわ。ほら、どうされたいのか、自分で言ってごらんになってください」

        　こんな卑怯な手に負けてたまるかと思い、ぎゅっと口を閉ざすと、彼女は妖艶に微笑んだ。

        「先輩がそのつもりなら、今宵はとことんお付き合いしましょう。今後のためにも、先輩には素直になっていただきたいですし、もう悪いことをしないと約束していただきますから――覚悟なさってくださいね」

        　彼女は強引に私の手を引っ張ると、そのままベッドに寝かせて、戸惑ってる私の上にのってきた。

        　彼女が本当に嬉しそうに、ニコッと笑った。

        　

        　

        「……女優なんて、大嫌いだ」

        　散々、無茶苦茶にされた後、私は涙目になりながらそう愚痴った。

        　それなのに私の隣で寝ている天都が、その言葉に「でも」と付け足してきた。

        「わたくしは先輩が大好きですわ」

        　布団の中で彼女がぎゅっと手を握ってくる。

        　迷ったあと、指を絡ませて握り返した。

        　たまには――。

        　自分がスキャンダルになるのも悪くないかもしれない。隣で微笑む彼女を見ていたら、そんなことを思ってしまった。

        　

        【完】
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        『あなたの気持ちには応えられない』

        　人の気も知らないで、彼女は冷たく言い放った。

        　

        　１

        　

        唇を重ねたとき、相手がどう反応するかが、あたしの楽しみだ。

        喜んだら、それから先のことは焦らしてやろう。少しでも嫌がったら、昇天させるまで攻めてやろう。素直に受け入れたら、そこでおしまい。

        　だから、あたしはいつも、弥江咲良と唇を重ねるときに困ってしまう。嫌がっても、もちろん喜んでもいない。無表情で、抵抗をしない。ただ、あたしを受け入れてもいない。

        距離はゼロなのに、見えない壁があたしたちの間にはあった。

        　それを意識した瞬間、一気に自分の中で熱が冷めて、興奮も萎んでいき、空虚な気持ちが心を一瞬で灰色にした。

        「やめです」

        　そう告げると、彼女は「そう」と体温のない返事をした。

        「なら、どいて」

        「ほんと、淡泊な人ですね」

        　あたしは彼女を壁に追いやっていた。彼女に逃げ場はなかったけど、そういうシチュエーションに萌えるという感性は持ち合わせてないみたいで、いつも通りだった。

        　あたしが体をどけると、彼女は背中を壁からはなし、制服についた汚れを手で払った。

        「どうかしたの？」

        「弥江さんがいつも通りすぎて、萎えちゃいました」

        「……そう」

        　辺りを見渡す。寮の庭に設置されたウサギ小屋の近くで、あたしたちは密会をしていた。皆が寮の中で眠っている深夜だけど、見回りがいるので気が抜けない。

        「心配する必要はないわ。見回りが来る時間と場所は把握してるから」

        　警戒するあたしに弥江さんがそう教えてくれた。

        「さすが、風紀委員長ですね」

        「あなたと会っているのがバレたら、面倒だから」

        　あくまで自分のためだと主張してくるのは、あたしのことなんでどうでもいいと強調しておきたいからだろうな。

        「別にあたしは構いませんけど」

        「あなたも嫌でしょう。他の女がうるさいんじゃない？」

        　余計なお世話と言いたいところだけど、図星だった。多分彼女との関係がバレたら、複数いる校内の愛人たちに、面倒な言い訳をたくさんしないといけない。

        　彼女たちを失うことは別に怖くないけど。

        「お互い、バレない方がいいわ」

        「あたしより、あなたですって。風紀委員長が不純同性校友って、新聞部が知ったら大スクープにされますよ」

        　うちの学校の新聞部は生徒のこういう事情について、常にアンテナを張っている。こんなネタを掴んだら、意気揚々と記事にするはずだ。

        「今の地位だって失いますね。風紀委員長はもちろん、生徒会の副会長でしょう？」

        　この学校でその地位は、かなり特別だ。なろうと思って、なれるものじゃない。事実、そんな特別な人だから、彼女が校内を歩けば自然と道ができる。

        　脅しのつもりでそう笑いかけたのに、彼女は腕を組んで冷たい表情をしていた。

        「よく喋る口ね」

        「それしか取り柄がないですから」

        「でも残念ね、新聞部は今、ろくな活動ができないわ。最近部長が失敗してね。ついでに身動きを封じたの」

        　そこで彼女は今日初めて、少しだけ笑った。そのことがよほど嬉しいらしい。

        「まさか、職権乱用ですか？　やべぇっすね」

        　風紀員の立場を利用して新聞部を封殺したのかと思ったけど、彼女は首を左右に振った。

        「勘違いしないで。もっと重い処分にしようと思えばできたのを、周りがうるさかったから、それで許してあげたのよ」

        「恐ろしい人っすね。周りって会長ですか？」

        　この人の決定を覆せる人といえば、校内では生徒会長しかいなかった。

        「あの人は甘いのよ。まったく、何を考えているんだか……」

        　ため息をついて、ぶつくさと会長に対する愚痴を漏らし始めたので、聞かないようにした。彼女の会長への愚痴に本気で付き合っていたら朝になってしまう。

        「――でもだから、今がチャンスなのよ」

        「そうでしょうね」

        　この温度のない、プラスマイナスゼロ度のあたしたちの関係はあることで繋がり、続いていた。それこそが彼女が易々と自分の唇を差し出す理由で、あたしが彼女につけ込めるチャンスでもあった。

        　弥江さんは、まるで獲物を狙う鷹のような鋭い目つきになっていた。

        「なんとしてでも、あの女――槇まき白しら莉り愛あについて、調べないと」

        　

        　２

        　

        　彼女とのつまらないキスの味を埋め合わせるように、あたしは次の日、あの人――莉愛さんを体育館の裏に呼び出した。

        「枝垂しだれさんっ」

        　彼女は体育館に背を預けていたあたしの姿を見つけると、とことこと駆け寄ってきて、そのまま胸に飛びついてきた。

        　びっくりしたものの、高校三年とは思えないほど小柄な彼女だったから、簡単に受け止めることができた。

        「おっと、元気ですね」

        「はいっ、だって枝垂さんに会えるんですから！」

        　抱きついたまま、上目遣いでそんな甘ったるい言葉を当たり前のようにぶつけてくる。

        　本当に先輩かと思うけど、それが莉愛さんの魅力なんだ。

        「あたしも、莉愛さんと会えて嬉しいですよ」

        　心にもないってほどじゃない、だけど心からは思ってない台詞とともに、彼女の頭を撫でた。

        　すると、まるでペットの猫が飼い主に甘えているときのように、目を細めて幸せそうな顔をした。

        「でも、お忙しくなかったですか？」

        「枝垂さんに会えるのであれば、時間くらいあけますよ」

        「それはそれは、光栄だ」

        「枝垂さんこそ、よろしいのですか？　弓道部のエースなのに」

        　あまりその呼ばれ方は好きじゃないけど、この響きだけは良いフレーズのおかけで、こうして数々の女子生徒を手玉にできている。

        「うちの部活は放任主義なんで、大丈夫ですよ」

        　部長自身がサボることが多いような部活だ。真面目に活動する生徒は言われなくてもそうするし、あたしみたいな風来坊も少なくない。

        「ですから、どうですか？　これから、デートでもしません？」

        　その誘いに彼女は目を輝かせて、大きく頷いた。

        「はい、喜んでっ！」

        　屈託のない笑みでそう答えてくれた。

        　その笑顔を見つめながら、あたしはやっぱり疑問に思う。

        　本当に彼女が、援助交際なんてしているのかな、と。

        　

        　デート、と言っても大したことはできない。全寮制のこの高校では、街へ出るために外出しようとすると、許可書を出す必要があり、非常に面倒だ。

        　でも、山の中にある学校なので、散歩には困らない。補正された山道を、莉愛さんの手を引きながら歩いていく。

        「良い天気ですね」

        　莉愛さんは木漏れ日を、目を細めながら見上げていた。

        「暑さも落ち着いて、だいぶ過ごしやすくなりましたからね」

        「でも、虫はまだいますわ」

        　彼女が顔をしかめて、その存在の忌ま忌ましさを表した。

        「山の中ですからねー」

        　虫たちからすれば、あたしたち人間の方が『お邪魔虫』だろうな。

        「枝垂さんは平気なのですか？」

        「虫ですか？　まあ、ある程度は。バッタとかなら素手で触れます。さすがにゴキブ――」

        「そ、その名前を口にしないでください！」

        　莉愛さんが手を伸ばして口を塞いでくる。完全に慌てていて、どうしてもその虫の名前を聞きたくないってことがよくわかった。

        　必死な反応が面白くて、笑ってしまう。

        「悪い魔法使いみたいな扱いですね」

        「私からすれば、あの虫はそんなものです」

        　莉愛さんと同じ気持ちの生徒は多数いて、以前に寮の一室でその虫が出現したときは、寮がひっくり返るんじゃないかと思うほどの騒ぎになった。

        　あのときはあたしが丸めたプリントの束で、そいつを退治して、かなり感謝された。

        　莉愛さんの手首を握って、彼女に笑いかけると、あたしの急な行動にあっけなく赤面した。

        「な、なんです？」

        「いえ、莉愛さんが虫嫌いで良かったなって思いまして」

        　あたしのよくわからない言動に、彼女は「ほえ？」と可愛らしい声をあげた。

        「だって、悪い虫がつきにくいじゃないですか」

        　言い慣れたキザな台詞と共に、莉愛さんの手の甲に口づけをすると、彼女はさらに顔を真っ赤にした。そして、それを隠すように俯いてしまう。

        　片側の唇を吊り上げて笑う。ほんと、簡単だな。

        　彼女が顔を上げたので、すぐに表情を戻した。

        「私は、一人の方しか見ておりません」

        　照れながら必死に言葉を紡ぐ姿は、心を揺さぶられた。懸命な彼女の告白は、あたしの心に少しだけ染みた。

        　あたしもこうしていれば、上手くいったんだろうか？

        「光栄です、ありがとうございます」

        　後悔を表情に出すことなく、改めて手の甲にキスをした。

        　悪い虫は、ここにいますよ。

        　今も、蜜を吸ってますよ。

        　

        　その後も山道を散策し、莉愛さんが「疲れました」と音をあげたところで、寮に帰った。

        「莉愛さん、今度の休日、またデートしませんか？」

        　別れ際にそう誘ってみたけど、彼女は手を合わせて謝ってきた。

        「ごめんなさい、休日はもう用事が」

        　さっき、あたしのためなら『いつでも時間をあけます』と宣言していたのに、その舌の根も乾かぬうちにこんな返答をされてしまった。

        「いつも、休日はお忙しいんですね」

        「すいません、家の用事が……」

        「いや、あたしが無理を言ってるんで。政治家のお父様を持つと、なにかと大変なんでしょう」

        　莉愛さんの父親は県議会議員の重鎮として知られていた。ただ、彼女は父親のことを話題にされると、目を伏せた。

        「あの人と、私は関係ありませんから」

        　彼女には似合わない低い声だった。

        「そうでしたね。じゃあ、また今度、お願いします」

        「そうですね、必ず」

        　そんな曖昧な約束をした後、寮の玄関口で莉愛さんと別れた。彼女は自分の部屋に真っ直ぐと戻っていき、あたしはその背中が見えなくなったところで踵を返した。

        　小走りでトイレに入り、洗面台で口をゆすいだ。さっき、莉愛さんの手の甲にキスをしたことを、必死にもみ消すように、何度も何度も、水を口に含んで吐き出す。

        　違う――。あたしが欲しいのは、あれじゃない。

        　

        　３

        　

        「あなたが月つき蔭かげ枝垂しだれさん？」

        　話しかけてきたのは、弥江さんからだった。そのとき、あたしは一服……はっきり言えば喫煙していた。

        　うちの学校には校舎から少し離れたところに礼拝堂がある。中にはステンドグラスや教壇など立派なものが揃えられているけど、あたしは興味がなかった。

        　ただ、ここにはあまり教師も生徒も来ないから、喫煙をするときに活用させてもらっていた。もっとも、礼拝堂の中には入らず、建物の裏に身を潜めていたんだけど。

        　そしてその決定的瞬間を、赤い『風紀員』という腕章をつけた彼女に見つかった。普通なら、焦ったり、言い訳したりするんだろうけど、そんなのは全くできなかった。

        　腰まで伸ばした黒い髪、キリッとした目つきに、真っ黒な双眸。

        　その姿に目を奪われてしまった。

        　だって、あの人に似ていたから。

        「聞いている？」

        　腰に手をあてて、ぼうっとしたままのあたしに一歩近づいてきた。

        「……あ、ええ、そうっすね」

        　そんな鈍った反応しかできなかった。

        　指に挟んでいたタバコが地面に落ちてしまったけど、今更惜しくもなかった。

        「えぇと、すいません、誰ですか？」

        「弥江咲良。三年で、風紀委員をしているわ」

        　極めて明瞭な答えが返ってきたけど、それでもあたしは「へえ」としか言えなかった。

        「どうしてあたしの名前を？」

        「ここで吸うのは初めてじゃないでしょう。素性くらい調べてるわ」

        　そういうものか、なんて納得してしまいそうになったけど、いやいやと我に返る。

        「あたしって、見張られてたんですか？」

        「少し前に礼拝堂の裏でタバコの吸い殻を、たまたま見つけてね。見張っていたら、あなたが何度も来たから」

        　思わず「あちゃー」と目を覆った。ここには週に何度か足を運ぶ。今週だけで三度目だ。気配には気をつけていたつもりだったけど、完全にやられた。

        　でもやっぱりおかしい。

        「どうして、何度も見逃してくれたんです？」

        「だから、素性を調べていたのよ」

        「その場で引っ捕らえればよくないですか？」

        　そこで彼女はニヤッと笑った。

        「あなたのことは噂で聞いていたから。モテるのね」

        　それが何を意味しているのかはすぐにわかった。そこでやっと、ぼうっとしていた意識がはっきりとしてきた。

        「ええ、少し」

        　あたしは校内で多数の女子生徒と関係を持っていた。なるべくバレないようにしていたけど、さすがに風紀員ともなると噂を掴んでいたんだろう。

        「余罪を調べていたってわけですか。性格、悪いなぁ」

        　相手が上級生で、風紀員ということも気にせず悪態をついた。

        　ただ、彼女はそれには何も言わず、さっき私が落としたタバコを踏みつけた。

        「あなたをどうかするなんて、造作もないわ」

        「……怖い先輩だ」

        「喫煙の現行犯だけで、退学までいけるわよ。それくらいの権限なら持ってるから」

        「あれ？　そういう重大な決定は生徒会長しかできないでしょう」

        　この学校は生徒の自主性を重んじるという名目で、校則に背いた生徒の処分についても生徒でするようになっている。それを主だってしているのが風紀委員会だけど、退学や停学といった重大な処罰については、生徒会長の許可がいるはずだ。

        　彼女はそこでフッと笑った。

        「あなた、どうやら校内のことをあまり知らないみたいね。私は風紀委員会の委員長で、生徒会の副会長でもあるのよ」

        　その自己紹介に仰天してしまったけど、数秒後には「なるほど」と納得した。

        　この人は校内でかなりの権力者だ。だから、彼女の思うがままに、あたしは処分できる。

        「でもね月蔭さん、それはどうでもいいの」

        「……どういう意味です？」

        「あなた、私の駒にならない？　それなら、見逃してあげるわ」

        　

        　４

        　

        　いつ思い出しても、笑えない出会い方だ。とはいえ、お似合いだと思ってる。

        　そんな歪な関係があたしたちにはちょうど良い。

        　いつも通り、深夜になったところで、あたしは眠っているルームメイトに気づかれないように、部屋から抜け出して庭に向かった。

        　昼間より一層過ごしやすくなった気温は心地よかった。そこら中で虫が飛んでいるけど、莉愛さんでもあるまいし、気にならなかった。

        　空を見上げると半月が輝いていて、その月光が庭に降り注いでいた。

        　そして、ウサギ小屋に背を預ける弥江さんを照らしていた。

        「お待たせしましたか？」

        「別に」

        　制服姿で腕を組んで、こんなときまで『風紀員』の赤い腕章をつけている姿は凜々しいものだった。真っ黒な長い髪が、夜に溶け込んでいた。

        　そして同じく真っ黒な瞳をこちらに向ける。

        　彼女は夜が似合う人だ。

        「今日の収穫はあった？」

        「その前に、していいですか？」

        　彼女に近づいていき、返答も待たずに唇を奪った。

        　いわゆる、壁ドンという姿勢で彼女とキスをする。あたしばかりが求め続ける、一方的な口づけを、今日の汚れを落とすためにする。

        　ただ、相変わらず何も感じない。弥江さんはされるがままで、まるで無反応。プラスマイナスゼロ度のキスは、むしろ傷を抉ってくる。

        　それでも前とは違って、途中でやめたりはしなかった。

        　やっと、自分で満足できたところで、彼女から離れた。ただ、胸の高鳴りすらない。疲労感しか残っていなかった。

        　ハァハァと荒い呼吸するあたしと、そんなあたしを冷めた目つきで見る弥江さん。

        「……何も感じないんですか？　結構、本気なんですけど」

        「本気ねぇ。そうは思えないけど」

        　人のテクニックを小馬鹿にするように、彼女はため息をついた。

        「それより」

        「あ、結果報告ですか。本当に淡泊な人だ」

        「違うわ」

        　急に弥江さんがあたしの顎をクイッと持ち上げてきたので、思わず息が止まりそうになった。

        「え」

        「唇が切れているわよ」

        　変な期待をしてしまったから、その言葉に急速に熱が冷めていった。

        「ちょっと、ありまして」

        　あの後、ずっと口をゆすいでいたら、やりすぎて切ってしまった。

        　彼女はその答えに首を傾げたあと、すぐにポケットからある物を取り出し、それをあたしに握らせた。

        　掌を広げてみると、リップクリームがあった。

        「へ？」

        「あげるから、それでケアしなさい。せっかくの綺麗な唇が台無しよ」

        　褒め言葉に、カァァッと顔が赤くなった。そんなこと、まさか弥江さんから言われるとは思ってなくて、つい黙ってしまう。

        　ただ、それだとなんだか負けたみたいだから、すぐにいつもみたいに薄ら笑いを浮かべた。

        「間接キスですよ？　いいんですか？」

        「協力の条件がキスじゃなかったの？　今更ね」

        　そう返されると、ウッと言葉に詰まってしまう。咄嗟の強がりは、あっさりと崩れた。

        「いつもと違ったから、気になったのよ。早く治して」

        「キスをやめて、じゃないんですね」

        「それも今更。お互いに条件を飲んだから、こうしているんじゃないの？」

        　あたしが弥江さんに弱味を握られて、莉愛さんの素性調査を手伝うことになって、早一ヶ月。今もあたしは彼女の管理下にある。

        　ただ、あたしも条件を出していた。

        『キスさせてください』

        　あの人に似ている彼女なら、あたしの枯渇をなんとかしてくれそうな気がしたから、お願いしてみた。

        　彼女は最初こそ驚いていたけど、それを受け入れた。明らかに彼女が優位な立場だったのに、条件をのんでくれたことに、今度はあたしが驚かされた。

        『それで取り引きがスムーズに進むならいいわよ』

        　彼女が条件を受け入れた理由を聞いたとき、この人の性格がだいたいわかった。

        「収穫はあったの？」

        　本題に入ったので、あたしも気持ちを切り替える。

        「ありませんでしたね。相変わらず、休日はお忙しいようでしたけど」

        「やっぱり、会えないって？」

        「はい。あれは何かを隠していると見て間違いないでしょうね。嘘が下手で、呆れちゃいますよ」

        　明らかにデートをしていたときと、別れ際では態度が違った。かたくなに休日に会ってくれないのには、秘密があるからだろう。

        　その報告に弥江さんは顎に手をあてて、眉を八の字にした。

        「やっぱりね……」

        　弥江さんが風紀委員長として、あたしを駒に使って莉愛さんの素性を調べているのには、ある噂が関係している。

        　それは『莉愛さんが援助交際をしている』という、とんでもない噂。

        　どうも、うちの生徒でそういういかがわしい行為をしている生徒がいるらしく、彼女はその容疑者の一人だった。というのも、彼女は三年生になってから、休日に必ず、街に出かけているから。

        　それだけならまだいいけど、出かけるときは絶対に一人で、かなり気合いの入ったメイクをしていくらしい。

        　その情報を掴んだ弥江さんが、莉愛さんに疑いの目を向けて、あたしを使って調べている。

        　あたしの役目は簡単。莉愛さんに近づき、親しい間柄になって、その休日の秘密を暴くこと。

        「怪しいわね。何を隠しているっていうのかしら」

        「隠し事の一つや二つ、あるものでしょう。あたしにも、弥江さんにも、こういう秘密があるじゃないですか」

        　茶化すようにそう意見してみたけど、睨まれてしまった。

        「どうしようかしら」

        「弥江さん、少し真面目に意見してもいいですか？」

        「できるなら、いつも真面目に意見して」

        「できませんよ。今回は特別です」

        　ふざけた調子を打ち消すように、咳払いをしてから、自信を持って断言した。

        「莉愛さんは無実ですよ」

        　弥江さんはその言葉に「なぜ？」と落ち着いた様子で聞き返してきた。

        「純粋過ぎます。男を手玉にとれるほど、器用じゃありません」

        「あなたの前で芝居してる可能性だってあるわ」

        「それを疑って、探りをいれてました。でも、言い切ります。あれは天然です。生粋のお嬢様ですよ」

        　今日、それを確信した。彼女と親しくなって、デートを何度かしたけど、手の甲に口づけをしたのは初めて。

        　あのリアクションは、作り物じゃない。本物だ。

        「お言葉ですが、弥江さんより女性経験は豊富なので、そういうのは見抜けます」

        　莉愛さん以外にも、数人、あたしには相手がいる。別れた人数を含めれば、それなりの数だ。全員、ある程度のところまで関係を進めた。

        　そういう経験から断言できる。

        「確かに何か隠し事はしてます。でも、援助交際なんて、あり得ません」

        　情が移ったわけじゃない。自分なりに冷静に見定めて、導き出した結論だった。

        「捜査、やめません？」

        　弥江さんはあたしの顔を見つめたまま、首を左右に振った。

        「月蔭さん、あれは政治家の娘よ。私もそうだけど、外面の作り方は、教え込まれるわ」

        　莉愛さんが県議会議員の娘なら、この弥江さんはなんと現役閣僚の娘。二人は『政治家の子ども』という共通点を持つ。

        　そういうところで弥江さんは警戒しているらしいけど、馬鹿馬鹿しい。

        「政治家の外面くらい、市民にはバレバレですからね」

        　彼女がムスッとしたけど、気にしてやらない。

        「というか、気になるなら、やっぱりあなたが直接、莉愛さんを問い詰めるべきだと思うんですけど。知り合いなんでしょう？」

        「何度も言わせないで。だからこそ、私じゃダメなのよ。親の関係で、お互いに気を遣うの」

        　弥江さんが盛大にため息をついた。政治家の娘なんて、色々と優遇されてそうだけど、面倒ごとも多いみたいだ。

        　莉愛さんも、父親のことはあんまりよく思ってないみたいだし。

        「あくまで容疑者の一人ってだけだから、私も決め込んでいないわ。ただ、証拠がない以上、風紀委員としては見過ごせないのよ」

        「仕事熱心な風紀委員は嫌われますよ」

        「あなたも？」

        「え？」

        　スマッシュのような質問に、また言葉に詰まってしまうと、彼女は勝ち誇った顔をしていた。

        　嫌な女。

        「……さあ、どうでしょうね」

        　今日はちょっと、彼女に乗せられている感じがする。

        「捜査は続けるわ。これは絶対よ。あなたにも、まだ手伝ってもらうわ」

        「あたしとしては、弥江さんとキスできるんで、なんでもいいですよ」

        　飄々と返事をすると、弥江さんは「そう」と興味なさそうに応えた。

        　そして、これ以上は話すことなんかないと言わんばかりに、別れの挨拶もせずに歩き出した。

        　その背中を見つめていたら、急に振り返ってきた。

        「唇、早く治して。気になるから」

        　それだけ告げて、月光に照らされながら黒い髪を揺らして、綺麗な姿勢で立ち去っていった。

        　彼女がいなくなった後、掌にのせたリップクリームを見つめた。しばらく、そうしていたけど、ごくりと唾を飲み込んでから、それの蓋を開けた。

        　そして、ゆっくりと唇に塗っていく。

        　――温かかった。

        　

        　５

        　

        　昨日の別れ際、莉愛さんの機嫌を少し損ねてしまったので、今日はあえて会うのを避けた。毎日調査しろって指示もないし、今日は自由にさせてもらうことにした。

        「あっ」

        　目の前で後輩が艶っぽい悲鳴をあげたので、あたしはニンマリと笑う。床に倒れた彼女に被さりながら、耳元で囁く。

        「声、控えて。誰か来ちゃうよ」

        　そう脅すと、彼女は目をギュッと閉じて耐えた。そんな仕草が愛らしく、つい意地悪したくなる。

        　彼女の制服の中に手を入れて、撫でるように脇腹に触れる。彼女はここが特に弱い。

        　案の定、体をビクッとさせた。ただ、まだ声はあげていない。さっき閉じた目を少しだけ開けて、物欲しそうにこちらを見てくる。

        　そういう目をされると、焦らしたくなる。だから、あえて何もせずに、顔を近づけた。

        「どうして欲しいの？」

        「せ、先輩……」

        「言ってごらんよ」

        　彼女は恥ずかしがって、唇を小さく開けたり閉じたりする。

        　意を決して、何かお願いしようとしたタイミングで、空気を読まずに教室の扉が開いた。

        　入ってきたのは金髪の生徒。腰まで伸びた長い金髪は、いつ見てもラプンツェルみたい。そして床で後輩を襲っているあたしを、青い瞳で捕らえた。

        「ちっ」

        　舌打ちをして後輩からどくと、彼女は慌てながら乱れた制服を整えた。そしてあたしと、乱入者である金髪の生徒を交互に見る。

        「心配しなくていいよ。この人は言いふらしたりしないから。でも、今日はもう終わりにしよう」

        　彼女はその言葉に安堵すると、あたしと金髪の生徒に頭を下げてから、真っ赤な顔のまま教室から出て行った。

        　二人になった教室で、あたしは盛大にため息をついた。

        「ノックくらいしてくれないと困りますよ。タイミングが少しずれてたら、二人とも裸でしたからね」

        「そう。どうでもいいわ」

        　冷たい、何事にも興味がないといった声音で、弓道部の部長――竃かま山やま祥しよう撫ぶ先輩は言った。

        「お前こそ、こんなところで盛るのね」

        「萌えるんで」

        　あたしも乱れた制服を整えてから、近くに置いてあった上着を羽織った。

        「部活に来いって催促ですか？」

        「そんなこと、すると思うの？」

        　馬鹿馬鹿しい質問だと思いながらしてみたけど、案の定、そうじゃなかったようだ。

        　この人はあたしが所属する弓道部の部長だけど、全く部活に熱心じゃない。それでも実力がかなりあるので、部長というポストについている。

        　部員が何をしようと興味がないことで有名だ。だからこそ、あたしは自由に色々できる。

        　祥撫先輩がご自慢の長い金髪を、手の甲でファサッとかきあげた。ハーフの彼女がすると、本当に絵になる仕草だ。

        「なんだか最近、弥江と何かしているそうね」

        　ああ、そのことかと気分が冷めた。

        「ええ、少し仲良くさせてもらっています。部長、弥江さんと友達でしたっけ？」

        「昔からの知り合いだし、同じ生徒会だから」

        「ああ、そうか」

        　うちの学校の生徒会は、委員会と部活の長によって構成されていた。

        「何か弥江さんに言われたんですか？」

        「さっき会議だったの。終わったときに、声をかえられたわ。少しの間、お前を借りるって」

        「そうですか。断ってくれました？」

        「なぜ、そんなことをしなければいけないの？」

        「ですよねー」

        　期待して確認したわけじゃない。言ってみただけだ。祥撫先輩は『意味がわからない』って顔をしている。本当に部員に興味がない人だ。

        「それであたしが弥江さんと仲良くしてるのが気になるんですか？　嫉妬とか？」

        「お前にも、弥江にも、興味なんてないわ」

        「というか、部長が興味のある生徒なんかいないでしょう」

        「それもそうね」

        　あっさりと肯定されてしまい、苦笑いしかできない。ただ、本当にそういう人だ。だから、さっきの場面を目撃しても何も言わないでいてくれる。

        　祥撫先輩はあたしに近づいてくると、胸を指さした。

        「忠告よ。これに背いたら、退部させるわ」

        「えぇっ、急ですね」

        「何をしているか知らないけど、あたしに迷惑をかけるのはやめなさい」

        　どうやら、あたしたちが何かよからぬことをしているのは察したらしい。

        「面倒ごとはごめんなの」

        「部のためじゃなく、部長のためですか」

        「そうよ」

        　どこまでも本音でしか喋らない人で、こういう性格は好きだった。

        　あたしはホールドアップの姿勢をとって頷いた。

        「御意」

        　そんなふざけた返事をして。

        　彼女はあたしがどれだけ本気で答えたかには興味がないようで、とりあえず頷かせたことに満足して、手を下ろした。

        「そういえば、弥江さんってどんな人ですか？」

        「政治家の娘よ」

        「それは知ってますよ。部長から見て、どうですかって話です。あたしより、よくご存じでしょう？」

        　彼女はしばらく、なんと言うべきかを迷ったあと、珍しく小さく笑った。

        「お前と似ているわ」

        「……どこがです？」

        　自分で言うのもなんだけど、あたしと弥江さんはちっとも似ていないと思う。あたしはあんなに仕事熱心にはなれないし、あんなに冷徹じゃない。

        　祥撫先輩は青い瞳で真っ直ぐとこちらを見つめながら、乱暴にその言葉を突き刺してきた。

        「捨てられたことを忘れられない、哀れなところが」

        「――――っ！」

        　一瞬で、頭に血が上った。

        　相手が先輩で、部長だということも忘れて、力任せに胸ぐらを掴んでいた。ただ、彼女は顔色一つ変えず続けてくる。

        「あんな慰めをいくらやっても無駄よ」

        「……知ったようなことを言うな」

        「先代のあいつは、お前を捨てた。いい加減、現実を見なさい」

        「うっさいなぁっ！」

        　そう怒鳴っても、彼女はやめなかった。

        「みっともないわね」

        　あの人のことを、ここまで遠慮無く切り込まれたのは初めてで、あと少し自制心が働いてなければ、本当に殴っていたと思う。

        　ただ、それをやってしまえば、その事実を認めるみたいだから、胸の内で暴れる怒りをなんとか抑える。

        　でもこれ以上は耐えられる気がしなかったので、胸ぐらを放した。

        「……部にも部長にも、迷惑はかけませんよ。だから――放っておいてください」

        　そんな捨て台詞を吐いて、別れの挨拶もせずに、教室から出て行った。

        　精一杯の力で扉を閉めると、激しい音が空しく響いた。

        　

        　逃げるように礼拝堂の裏に来て、ぶつくさと祥撫先輩への悪口を言いながら、タバコを吸った。

        『みっともないわね』

        　さっきの彼女の言葉が頭の中でリピート再生される。タバコをこれでもかって力で噛んだまま、礼拝堂の壁を殴りつけた。

        　当たり前だけど壁に傷はつかず、あたしの手の甲が傷ついただけ。ただの自傷行為。

        　でも、それを何度も、何度も繰り返した。その間、ずっとさっきの言葉と、弥江さんの顔が頭の中に浮かんできて、叫びたい気持ちになった。

        　血が出てきたところで、殴りつけるのをやめた。

        　手の甲から流れる血を見つめながら、思わず呟いた。

        「……全部、あの人のせいだ」

        　

        　６

        　

        　入学当時、あたしはこの『お嬢様学校』の雰囲気に慣れていなかった。

        　多くの生徒は良家出身者で、身だしなみや言動に気品を感じ、近寄りがたかった。もちろん、あたしと同じで一般家庭出身の生徒も多くいたけど、彼女たちもやはり、今まで関わってきた同性よりはずっと女の子っぽい雰囲気で、苦手だった。

        　子どものころから、男の子っぽいと言われることが多くて、あたしもそういう風に振る舞っていた。

        　ただ、それを良く思っていなかった母親が、この高校に入学させた。

        　伝統ある『お嬢様学校』に入学させれば、女の子らしくなると考えたようだ。

        　入学から一週間が過ぎても、あたしは周囲に馴染めなかった。寮のルームメイトとは適当に話しても、教室では一人でいることがほとんどだった。

        　しかも、その頃には多くの同級生が部活や委員会に所属していった。この学校では帰宅部は許されず、必ずどこかに所属することが義務づけられていたから静観できなかった。

        　でも、やりたいことなんてなかった。中学のときは帰宅部で、学校が終われば仲の良い友達と遊びに行くというのが決まっていたから、部活とは無縁だった。

        　どうしようかなと一人で頭を抱え、校内をうろついていたときだった。

        「あなた、止まりなさい」

        　凜とした声を背中からかけられた。声が大人っぽかったから先生かなって思って振り向いたら、そこにいたのは予想に反して生徒だった。

        　光沢のある黒い髪をポニーテールにして、長い矢筒を背負った細身の生徒だった。

        「あたしですか？」

        　見覚えのない人だけど、たぶん先輩だろうなって思って敬語を使った。

        「そう。あなた、そのままにしてて」

        　彼女はこちらに近づいてきて、あたしの目の前で止まると、急に制服のリボンに手を伸ばしてきた。

        「え」

        「結び方がなってないわ」

        　彼女はあたしの制服のリボンをほどくと、すごく慣れた手つきで、結び直してくれた。

        　その間、彼女に目を奪われていた。整った顔立ちに、大人びた雰囲気、細い指先があたしの胸元で動く様子。それら全てが美しく、輝いて見えた。

        　リボンを結び終えると、彼女は「これでいいわ」と、あたしの胸を優しく、ぽんと叩いた。

        「あ、ありがとう、ございます」

        　緊張のせいでたどたどしいお礼になってしまった。

        「あなた、一年生？」

        「あ、はい」

        「目立つから身だしなみには気をつけなさい。素敵な顔立ちをしているのに、もったいないわよ」

        　思いがけない褒め言葉に、カァァッと顔が赤くなる。

        　そんなあたしを彼女はじぃっと見つめていたけど、急に腰に手を回してきた。

        「ひゃっ」

        「じっとして」

        　いきなりセクハラまがいの行為をされたのに、その凜とした声に押さえ込まれてしまう。

        　彼女はそのまま背骨に沿うように、あたしの背中をゆっくりと撫でた。くすぐったくて、体を硬直させてしまう。

        「背も高いし、姿勢も良い……いいわね」

        　固まってしまっている下級生を無視して、彼女はなぜかほくそ笑んでいた。

        「あなた、名前は？」

        「えぇと、月蔭です。月蔭、枝垂」

        「枝垂さん。いい名前ね。梅の花で、花言葉は『高潔』と『上品』だったかしら」

        　あんなマイナーな花をよく知っているなと感心してしまった。

        　あたしの名前は、梅の品種の一つ『月影枝垂』に由来していて、これまた母が女の子らしい名前がいいと理由で、名字の『月蔭』と合わせて『枝垂』と名付けた。

        　過去に名前を聞いただけで、梅の花だと当てた人はいない。

        　でも今は、その名前が一気に恥ずかしく感じる。こんな人の前で自分が『高潔』と『上品』だなんて、悪い冗談でしかない。

        「枝垂さん、部活はもう決まってるの？」

        「い、いえ。まだ」

        「そう。なら、うちに――弓道部に来なさい」

        　彼女はあたしの両肩をがっしりと掴むと、気品のある笑みを浮かべた。

        「私は附つく柴し紅こう。弓道部の部長をしているわ。あなたにはきっと、センスがある」

        　

        　附柴先輩に誘われて、あたしは弓道部に所属することになった。

        　特に入りたい部活もなかったし、何より、あたしは彼女に惹かれていた。あの大人っぽい雰囲気に、生まれて初めて憧れを抱いた。

        　母がやたらとあたしに『女の子らしくいろ』と言っていたのは、将来的にああなって欲しいからなのかもしれないと、やっと母の気持ちが少しわかったけど、それは無理だ。

        　あんな大人っぽい雰囲気、あたしには出せない。

        　彼女は部長ということもあって、やはり多くの生徒に慕われていて、そして規範であるようにしっかりとしていた。

        　

        「枝垂さん、もう一度」

        「はい」

        　一ヶ月してようやく着ることになれた袴。その姿で遠方にある的に狙いを定める。矢先がぶれないよう、しっかりと姿勢を保つ。

        　そしてタイミングを見計らい、弓を引いた。

        　放たれた矢が、的の中心近くにバンッと音を立てて刺さった。

        　なんとかうまくいったことに、ホッと息をついたところで、後ろから腰に手を回された。

        「ひゃっ」

        「さすがね。一ヶ月でここまで上達するなんてすごいわよ」

        　そう褒めてくれた後、頭を撫でてくれた。彼女は本当にあたしの上達を喜んでくれて、それがあたしの原動力だった。

        「祥撫さん、ウカウカしていると抜かされるかもよ」

        　彼女は隣で弓を引いていた金髪の生徒に、からかうように声をかけた。

        　当時まだ二年生だった祥撫先輩で、彼女はその言葉に返事をせずに、とても整った姿勢で、的のど真ん中に矢を当てた。

        「別に」

        　この弓道部で一番の実力者であった彼女だけど、さほど弓道に興味がないらしく、後輩のあたしのことなんか気にもとめていなかった。

        　ただ、密かに祥撫さんはあたしの目標だった。別に弓道が上手くなりたかったわけじゃない。部で実力者になれば、もっと附柴先輩が構ってくれると思った。

        　実際、あたしにはセンスがあったのか、周囲の生徒を驚かすほどの上達のスピードで、ぐんぐんと実力をつけていった。

        　そして、その成長を先輩が一番喜んでくれた。

        　あたしにとっては、それが全てだった。

        「枝垂さん」

        　彼女にそう呼ばれるだけで、全身の血が沸き立った。あたしが上達すると、自分のことのように喜んでくれて、頭を撫でてくれて、抱きついてきた。そのたび、心臓が跳ねた。

        　それが欲しくて、がむしゃらに練習していたら、彼女はそれにすら付き合ってくれた。

        「姿勢は……そう、これがいいわ。腕をしっかり保って」

        「は、はい」

        　ちょっと苦手だったのは、弓を構えるときの姿勢の指導。弓を構えたまま、先輩に体中を触られる。もちろん、先輩に他意はないけど、あたしは気が気じゃなく、緊張していた。

        「集中してる？」

        　耳元で先輩がそう問いかけてきて、気持ちを悟られないように必死で頷いた。

        「枝垂さんを誘って正解だったわ。まさかこんなに上手くなるなんて」

        「おかげさまで」

        「私の指導のおかげね」

        「あたしのセンスですよ」

        　おどけた調子でそう答えると、彼女は小さく頬を膨らませた。

        「最近、生意気になったわね。――おしおきっ」

        　すると、彼女は急にあたしの脇の下に手を入れて、くすぐってきた。

        「あっ、ちょっとっ」

        　いきなりのことに驚いて、弓を手放してしまう。ただ彼女はそれでもやめてくれなくて、あたしは笑い声をあげながら、その場に崩れ落ちた。

        「ちょ、せ、せんぱいっ、だ、だめっ」

        「調子に乗ってる後輩に指導をしてあげてるのよ。ほら、こちょこちょこちょ」

        　あたしが笑い転げていても、先輩はくすぐり続けてきた。笑いすぎて、苦しくて、息ができない。

        　というか、先輩に体を触られまくっているという現実に、脳がオーバーヒートしそうだった。

        「す、すいませんっ！　あははっ、わかりました、先輩のおかげですからっ！」

        　笑い声を交えながら、そう降伏したところで、やっと先輩は手をとめてくれた。

        「よしっ」

        　先輩はあたしに馬乗りになっていたので、くすぐるのをやめてもあたしの上にいたままだった。

        　仕返しに彼女の脇腹を突いてやると、彼女は可愛らしい悲鳴をあげて、バランスを崩した。

        「あ」

        「あ」

        　二人で声を揃えてしまう。倒れてきた彼女が、あたしの上に覆い被さってきたからだ。自然と目が合う。というか、近すぎて呼吸さえ感じられるし、彼女の香りがする。

        　右胸が、ドクンッと跳ねた。

        「あはは」

        　先輩が照れながら、それを誤魔化すように笑う。

        　その笑顔を見ながら、あたしはそこでやっと、彼女に恋をしていることを自覚した。

        　してしまった。

        　

        　それからも、あたしは先輩に指導してもらった。

        　そんなのは口実で、実は先輩と一緒にいたかっただけ。あたしの露骨な恋心に気づいた部員は多くいて、みんな、生暖かい目であたしを見ていた。

        　唯一、その例外だったのが祥撫先輩だ。時々、あたしと先輩を冷めた目で見てきた。別にそこに悪意や敵意は感じなかったから気にしなかったけど、彼女だけは明らかに、他の部員とは違う感情を抱いているようだった。

        　あたしはそんな彼女を目標にして練習に励んだ。頑張れば頑張るだけ、先輩が近づいてきてくれたから、いくらでも努力できた。

        　そして、秋になった。

        　あたしは一年生としては異例なことに、大会のレギュラーメンバーに選ばれた。

        　

        「先輩、大会であたしが祥撫先輩を超えたら、聞いて欲しい話があります」

        　二人になったタイミングで、先輩にそう切り出した。

        　先輩はあたしの目をじっと見つめたまま、神妙に一度頷いた。

        「わかったわ」

        　お互いにそれ以上は何も言わなかった。先輩もあたしが何を伝えたいかくらい、予想ができていたはずだけど、踏み込んでこなかった。

        　そこからは、今まで以上にがむしゃらに練習した。そこに先輩の手助けはなかったけど、祥撫先輩より良い成績を出して、先輩に告白すると決めていたから必死になった。

        　そして大会で、見事にあたしは祥撫先輩より上位に食い込んだ。

        　あたしが名実ともに『弓道部のエース』になった瞬間だった。

        　

        　部室に二人だけ、というシーンにはもう慣れたはずなのに、この日はやっぱり緊張した。

        　先輩は窓枠に手をのせて、外を眺めていた。ポニーテールが、風で揺れていた。いい加減に見慣れた背中にも、胸が高鳴った。

        「先輩」

        　そう話しかけても、彼女は振り向くこともしなかった。

        「気づいてると思いますけど……あたしは、先輩のことが、好きです」

        　そこまで言っても、彼女は反応しなかった。じれったくなって、声を大きくした。

        「好きですっ！」

        　顔が真っ赤になった。緊張に耐えるために、スカートをぎゅっと握る。その手も、みっともなく、ぷるぷると震えていた。

        　そんな極限の状態で、先輩の返答を待った。

        「……さい」

        　何かを小さな声で呟いたあと、彼女ははっきりと告げた。

        「あなたの気持ちには応えられない」

        　今までに聞いたこともないほど、冷たい声だった。

        　正直に言うなら、あたしはそれを予想していなかった。告白は受け入れられるものだと勝手に決めつけていたから。だから、その返事が信じられなくて、数秒間、放心したまま、固まってしまった。

        「……ど、どうして」

        　情けなく、涙声でそう確認した。心にピキッと細い音をたてて、ヒビが入っていく。

        　先輩はやっぱり振り向かない。

        「諦めて」

        　理由さえ説明せず、彼女はあたしを突き放した。

        　言う必要なんかない。背中がそう語っていた。あれだけ一緒にいたのに、好意を拒まれる理由さえ教えて貰えず、あたしの恋は終わった。

        　バリンッと派手な音をたてて、あたしの心が割れた。

        　同時に涙が溢れてきて、頬をつたっていく。何か言おうとしたけど、声にならなくて、惨めな泣き声だけが漏れそうだったから、咄嗟に右手で口を塞いだ。

        　あたしがそんなボロボロな状態だっていうのに、やっぱり先輩は振り向いてくれなかった。

        　色々言いたいことはあったけど、あたしは部室から飛び出した。

        　そしてしばらく廊下を走ったあと、いよいよ耐えられなくなって、膝から崩れ落ちた。

        　涙が廊下に雫となって落ちていく。泣き声を漏らさないように、必死に奥歯を噛む。あまりにも強く噛みすぎて、口の中に血の味が広がった。

        　先輩と過ごした日々が、走馬灯となって頭の中を駆け抜けていく。出会った日のこと、初めて指導してもらった日のこと。褒めてくれたこと、抱き合って喜んだ日のこと。ちょっと叱られた日のこと。

        「――――っ！」　

        　声にならない声が、喉から出てきた。

        　そんな状態だったから、気づかなかった。少し離れたところから、あたしのことを見ている祥撫先輩がいたことに。

        　彼女は相変わらず、世界の全てがどうでもいいという目をしていたけど、珍しく気を遣って、姿を消してくれた。

        　

        　これがあたしの、初恋の思い出。

        　

        　７

        　

        　結局、先輩とはそれから一切、話すことはなかった。あたしは彼女を避けるように部活に行くことをやめて、部長である彼女がそれを咎めることもなかった。

        　先輩が卒業して、部長が祥撫先輩に引き継がれても、やっぱり部活に行く気にはなれなかった。ただ、祥撫先輩が『後輩の指導をしろ』と、自分の面倒ごとを押しつけてきたから、二年生になってからはたまに顔を出すようになった。

        　それ以外の空いた時間を、癒えない傷を忘れるために使うようになった。

        　自分で言うのも馬鹿馬鹿しいけど、顔は中性的で元々モテた。今になってみれば惨めな称号でしかない『弓道部のエース』というレッテルをフル稼働させて、気になった生徒は一人残らず手を出した。

        　ただ、どれだけの生徒と関係を持っても、傷は癒えなかった。

        　タバコに手を出したのは、それに気づいた頃だった。害悪な成分を体に取り入れれば、少しはあの傷を忘れられるんじゃないかと期待していたが、それもうまくいかなかった。

        　結局、そういった行為が、先輩に似た弥江さんと出会うきっかけになってしまうんだから、皮肉なものだと思う。

        　

        「令れい月げつ」

        「は？」

        　弥江さんが急に意味不明なことを口にしたから、相手が先輩ということも忘れて、そんな聞き返し方をしてしまった。

        　ただ、彼女はそれに苛立つこともなく「知らないの？」なんて、馬鹿にしてきた。

        　夜空に浮かぶ月を見上げる彼女は、やはり夜が似合っていた。

        「学力は高くないんですよ。この高校だって、ギリギリで受かったんで。お嬢様育ちの弥江さんと一緒にしないでください」

        「教養は荷物にならないから、つけておきなさい。令月は『何をするにもよい月』という意味よ。この場合は『月』は、暦の上での月だけどね」

        「よくわかんないですけど、あれですか、吉日の月バージョン」

        「……あなたと話していると、時々頭痛がするわ」

        　あたしの頭の悪い解釈に、弥江さんは目を覆った。

        「万葉集に出てくるわ。読んでみたら？」

        「あれ、日本の古典らしいですけど、今の日本人が読める日本語で書かれてないでしょ」

        　古典は特に苦手だった。あの意味不明な日本語らしきものを読むくらいなら、英単語を覚えた方がまだマシだ。

        「今日みたいに綺麗な月のことは『麗れい月げつ』と言うの。発音が一緒だから、思わず言ってみたくなっただけよ」

        「難しい単語を使いたがるのは政治家の悪い癖ですからね。なるべく平民にわかりやすい言葉で演説してください」

        「偏差値を上げて」

        　せっかく将来の役に立つアドバイスをしたのに、冷たくあしらわれてしまった。

        「月を見ていたら、思い出したのよ。あなたもいたし」

        　そんな難しい単語を、あたしで思い出すのはやめて欲しい。ただそこで、あたしは妙案を思いついた。

        「ややこしいですから、まとめちゃいません？」

        「は？」

        「もう『令月』を『何をするにもいい綺麗な月の日』って意味にしちゃえばいいんですよ」

        　あたしの提案に弥江さんは目をパチクリとさせて固まったあと、何か怖がるように「どうして？」と訊いてきた。

        「だって、二つも同じ発音の単語があるよりまとめた方がいいじゃないですか。あと『麗』って漢字は難しいし」

        　彼女は何かを言おうとしたけど、それを飲み込んで、また目を覆った。

        「好きにして……」

        　話しにならないとでも言いたげな態度に、ちょっとムスッとしてしまう。そっちから振ってきた話題なのに、あんまりだ。

        「言っておきますけど、名前とはほど遠い存在ですからね、あたしは」

        　先輩と初めて会ったときに言われた花言葉を思い出し、自嘲気味に笑った。梅の花である『月影枝垂』の花言葉『上品』と『高潔』。

        　今、あたしはそれと縁遠い存在に墜ちていた。

        「あの花には『独立』って花言葉もあるわよ。そこは似合っていると思うけど。あなた、一匹狼っぽいし」

        　意味は通じないものだと思っていたのに、彼女に自分も知らないような知識でツッコミを入れられてしまい驚いた。

        「知ってるんですか？　あの梅の花」

        「もちろん。見たことだってあるわ。茨城の偕楽園にたくさん植えられていてね、二月頃に一斉に咲くの」

        　彼女はそこで目を閉じた。初めて見る穏やかな顔つきにドキッとしてしまう。

        　きっとその光景を思い出しながら、彼女は小さく笑った。

        「綺麗なのよ」

        　彼女は花の感想を述べているだけなのに、自然と顔が赤くなった。

        「……そ、そうですか」

        　うまく反応できず、そんな拙い返事しかできなかった。

        「あなたも一度、見た方がいいと思うわ。せっかくの名前なのだから」

        「考えておきます」

        　花を愛でるなんて乙女っぽい趣味は、絶対に持てない。あたしは断然、花より団子派だ。

        「それで、今日はその令月になりそうですか」

        　あたしも月を見上げる。少し前に見た半月より満月に近づいた月は、丸みを帯びた形をしていて、ラグビーボールみたいだった。

        「それはあなたの結果報告次第よ」

        「じゃあ、残念でしたね。変わりありません」

        　莉愛さんの調査については、進展を見せていなかった。あたしは定期的に彼女と会い、距離を縮めていたけど、やはり彼女が援助交際なんてものに手を出しているとは思えなかった。

        　あそこまで純潔な人も珍しいとさえ思う。

        「でも、相変わらず休日は謎のままなんでしょう？」

        「ぶっちゃけ、それだけで疑うって難癖だと思うんですけど」

        　プライベートの時間を秘密にしたいって気持ちは、むしろ普通だ。

        　ただ弥江さんはやっぱり納得してくれなくて、腕を組んだまま首を左右に振った。

        「今年に入ってから、ずっとよ。莉愛が休日に街に出るの。しかも、誰にも行き先を言わない。一度、風紀員に尾行させたけど、途中でまかれたの」

        「それは聞きましたよ」

        「前にも言ったけど、私だって莉愛を疑いたくないわ。無実だってわかれば、それでいいのよ。それだけ」

        「でも、怪しげな動きをしてる生徒は莉愛さんだけじゃないでしょう？」

        　弥江さんはうんざりだというように、深いため息をついた。

        「ええ、そうよ。莉愛以外は、他の風紀員が調査してるわ。彼女だけは、私が極秘に調査してるの」

        「父親の関係で？」

        「そう。もし本当に莉愛がそういう行為をしていたなら、すぐにやめさせて――もみ消す必要があるから」

        　莉愛さんは嫌っているようだけど、彼女の父親は県議会議員。もし娘が援助交際なんてしていたと知られたら、その立場は守れなくなる。弥江さんはそれを心配しているようだった。

        「莉愛の父親と、私の父親は協力関係にあるの。下手を打たれたら困るのよ」

        　校内では有名なことだけど、弥江さんは将来、父親の後を継いで政治家になることが決まっている。

        　だから彼女は今から、将来の自分が困らないように立ち回っているようだ。つくづく、政治家って嫌な職業だなって思う。

        　そんな心配性な彼女に、あたしは意地悪く微笑んだ。

        「そんな極秘ミッションに、あたしが関わっていいんですか？」

        「……私一人じゃ限界があったからね。それに、弱味は握っているし」

        「口止め料、期待していいですか？」

        　莉愛さんが援助交際なんてしているはずもないから、絶対にそんなことにならないけど、そういう脅しをしてみたくて言ってみた。

        　彼女は何も答えない。腕を組んで、こちらを見つめているだけ。

        　そんな彼女に迫っていき、顔をグッと近づけた。

        「例えば――この関係を、ずっと続けるとか」

        　再び、彼女の唇を奪う。

        　熱量のない、プラスマイナスゼロ度のキス。もう何度目になるかわからない、空しい求愛。あたしが激しく吸い付けても、彼女は何もしない。されるがまま。

        　ダッチワイフだって、もうちょっとマシな反応をしそうだ。

        　あたしが彼女をこうするのは、あの人に似てるから。あの人にしたかったことを、できなかったことを、この人で解消している。それがどれだけ、惨めでも。

        　だって、どの生徒も、タバコも、あたしを癒やしてくれなかった。もう、この人しかいない。あの人の面影を持つ、この人じゃないと――。

        　キスを終えて、唇を離すと彼女が珍しく笑った。

        「……どうしました？」

        「唇、治ったのね」

        　切れてしまった唇は、彼女のリップクリームのおかげで完治していた。

        「良かったわ」

        「……そんなに気になるものですか？」

        「雑味があると気になるわよ」

        　雑味って、ひどい言い草だな。ただ微笑む彼女を見ていると、そんな苦情も口に出せなかった。なぜか、こっちが照れてしまう。

        　そこで、あることを思い出した。自分の中で、この人を傷つけてみたいという、嗜虐的な欲望が湧いてきた。

        「ねえ、弥江さん――失恋、したことありますよね？」

        　確信を持って、突き刺さるように、わざとらしい笑みを浮かべながら質問した。

        　彼女は目を見開き、明らかに動揺した。瞳が大きく左右に揺れている。

        「これだけキスして感じてくれないって、それが関係してるんですかぁ？」

        　初めて見る彼女の狼狽が嬉しくて、問い詰めていく。あたしの中で、復讐の花が芽吹いていた。

        『捨てられたことを忘れられない、哀れなところが』

        　祥撫先輩がそう言っていた。あたしの初恋の末路を知っている彼女がああ言うんだから、弥江さんも似たような恋をしたことがあるんだ。

        　それが、嬉しくて仕方ない。

        「不感症ってわけじゃないでしょう？　あたしじゃダメなんですよね？」

        　ずっと、こうしてやりたかったのかもしれない。

        　あの人の代わりといっても、あたしを満たしてくれるんじゃなくて、あのときの復讐をしたかっただけかもしれない。

        「あたしが――誰だったら、嬉しかったんですか？」

        　ドンッと両手で胸を突かれた。

        　衝撃でその場に倒れてしまい、腰を打ってしまった。イテテッと、打ち付けたところをさすった。

        　弥江さんは絶対零度の視線で、あたしを睨み付けていた。

        「誰から何を聞いたか知らないけど、あなたと一緒にしないで」

        　その口ぶりから、やっぱり彼女も似たような恋路を辿ったことがあるんだとわかった。

        「どうしてですか？　せっかく、仲間ができたと思ったのに」

        「私はもう切り替えてるわ。子どもみたいに、過去にしがみついてるあなたとは違う」

        　喧嘩を売ったのは自分なのに、彼女のその買い言葉に、思わずカッとなる。

        「あたしだって、切り替えてますよっ」

        「……あなた、いつもどんな顔でキスをせがんでいるか、教えてあげましょうか？」

        　彼女はそこで、この世で一番馬鹿なやつを見るような目で断言した。

        「泣きそうな顔をしているわ」

        　…………。

        「そんな人にキスされても、何か感じるはずないでしょう。何かを感じろというなら」

        「……黙れ」

        「哀れみよ」

        　

        　８

        　

        　莉愛さんが嬉しそうに笑いながら、パシャッと水を蹴飛ばした。

        　透明な水は、キラキラと太陽の光を反射させながら、あたしのほうにやってきた。

        「わっ」

        　突然に水をかけられて、うまくよけることができず、数滴の水がかかってしまった。大した量じゃないから、制服に被害はなかった。

        　そんな間抜けなあたしの様子を、犯人である莉愛さんは「うふふっ」と控えめに、悪戯を成功させた子どものように笑っていた。

        「ぼうっとしているから悪いんですよ」

        　川の真ん中で彼女は上機嫌にしていた。靴と靴下を脱ぎ、スカートをたくし上げた姿は身長が小さいせいで、先輩というか、高校生にも見えない。

        「ひどいですね」

        　そう軽く笑いながら、髪にかかった水を払う。

        　今日も莉愛さんと山道デート。途中、少し暑かったので、川に寄ることになった。あたしは川のほとりで座っていて、莉愛さんは「涼みたいです」と、川の中へ入っていった。

        　もちろん、川といっても大きくも深くもないので、彼女は膝下まで浸かっているだけだ。

        　緑豊かな山にある、小さくて水の澄んだ川の真ん中で、少女のような莉愛さんが笑っている。

        　それは西洋の画家が描いた絵画のような光景で、ちょっと現実離れしていた。

        「莉愛さんに見とれていたんですよ」

        　いつものように軽薄な嘘をつく。

        「相変わらず、お上手ですね」

        「ひどいですね、本当なのに」

        　本当じゃない。確かに莉愛さんは素敵だけど、あたしがそんな彼女の存在を前にしても、呆けていたのは、数日前のことを未だに引きずっているからだ。

        『哀れみよ』

        　弥江さんのあの言葉が、胸に突き刺さったナイフみたいに中々抜けてくれない。

        　いや、ナイフが胸に刺さったことなんかないけど。

        　でも、それくらいの衝撃で、それほどの攻撃力だった。あの後、あたしは言い返すことができず、弥江さんは『馬鹿じゃないの』という顔つきのまま帰って行った。

        　悔しかったというよりも、純粋に驚いた。あたしはキスをしているときの自分なんて知らないけど、あの人がああいうなら、その通りなんだろう。

        　あたしはずっと、先輩に似ていた弥江さんを好きなようにしていたけど、どうやらそれは自傷行為だったようだ。

        「枝垂さん」

        「え」

        　顔を上げると目と鼻の先に莉愛さんの、どアップな顔があって、思わず「わ」と驚いてしまう。

        　そんな失礼な反応に莉愛さんはプゥと、頬を膨らませた。

        「ひどいです」

        「い、いや、すいません。だって急に莉愛さんが」

        「あ、また私のせいにするんですか」

        「せいっていうか、なんというか」

        　いつの間にかあたしの目の前に立っていた莉愛さんが、腰に手をあてて怒っていたけど、これほど迫力がない怒りも珍しい。

        　そんな彼女はあたしの手を取ると、ぐいっと引っ張ってきた。

        「え、ちょ」

        「ほら、枝垂さんもこちらに。楽しいですよ」

        　眩しいくらいの笑顔でそう誘ってくる。そうなると拒否なんて無粋なことはできなくて、あたしも靴と靴下を脱いで川の中へ入っていった。

        　ひんやりとした水が、くすぐるように足の間を流れていく。ただそれは少し暑い今日にはちょうど良い清涼感を与えてくれた。

        　莉愛さんはスカートを濡らさないように気をつけながら、また足で水をパシャパシャと跳ねさせた。

        　あたしは制服が濡れることなんてどうでもいいと思い、特に対策をしなかったから、一歩進むたびに跳ねた水がスカートの裾にかかった。

        「気持ちいいですね」

        「ええ、とっても！」

        　莉愛さんのはじけるような笑顔で、陰のかかっていた心に少し日差しが差し込んだ。

        　この人は本当に、素敵な人だと改めて思う。

        「……莉愛さんは、綺麗な人ですね」

        　いつもの軽口ではなく、本当に心からそう思ったから、自然と口に出していた。

        　やはり言葉の雰囲気がいつもと違うのを彼女も感じ取ったみたいで、一瞬だけ固まったあと、顔をゆっくりと真っ赤にしていった。

        　そしてそれを隠すように、背中を向けてしまう。

        「も、もう、急にどうしたんですか」

        「いえ、思ったことを口にしたまでですよ。照れる姿もまた、お美しい」

        「せ、先輩をからかうのはどうかと思いますよ！」

        　照れ隠しでバシャバシャと、さっきよりも激しく水を蹴飛ばす彼女は、本当に尊い存在だった。

        　今の言葉は嘘じゃない。あたしみたいに軽薄でもなく、弥江さんみたいに計算高くもなく、祥撫先輩みたいに薄情でもない。素直に感情をさらけ出して、それで他人を癒やせる。

        　本当に存在が綺麗な人だ。

        「可愛いですね」

        「もうっ！」

        　とどめをさすような褒め言葉に、彼女は赤い顔で振り向いて、また水をかけてきた。

        　ただ彼女の脚力では大した量の水は飛んでこなかった。

        「あはははは」

        　そんな姿も可愛らしくて、お腹を抱えながら笑ってしまう。すると、怒っていた莉愛さんが急に聖母のような穏やかな顔になった。

        「良かった、笑ってくれましたね」

        「……へ？」

        「今日ずっと、暗い顔をされていたので、心配していたんですよ」

        　莉愛さんは相変わらずスカートが濡れないように気をつけながら、あたしに近づいてくると、そっと手を握ってくれた。

        　小さいけど、その手からは確かな体温を感じられた。

        「何か嫌なことがありましたか？」

        「……すごいですね、莉愛さんは」

        「あら？　私って先輩ですよ。後輩のことくらい、なんでもお見通しです」

        「小っちゃいのにすごいです」

        「コラッ」

        　先輩らしさは微塵もないけど、すごいと思うのは本当だ。うまく誤魔化していたつもりだったけど、あたしの心が重傷だってことに気づいてくれていた。

        　ただ、素直に事情を話せるわけもない。だってそれは『あなたが援助交際をしているって、お知り合いの風紀委員長が疑っているので調べてます』と自供することなんだから。

        「ちょっと、色々ありまして……」

        　思わせぶりな答えをしてしまったけど、変に嘘をつくと何かのきっかけでバレてしまうかもしれない。そのリスクを回避した。

        「でも、莉愛さんのおかげで元気が出てきました」

        　手を握り返すと、彼女は「うふふ」と嬉しそうにした。

        　その表情を見ていると、胸の内が熱くなった。もしかしたら、あたしが欲しいのはこれかもしれない。

        　誰でもいいと思って、多くの生徒に手を出して癒やしを求めてきた。弥江さんをあの人に見立てて、自慰行為とも自傷行為ともいえるキスを繰り返した。

        　でも、結局あたしは、まだあの人を忘れられない。

        　もしかして、あたしを満たしてくれるのは、そういった誤魔化しじゃなくて、全く新しい出会いなのかもしれない。

        　莉愛さんはあの人とは、性格も体格も、纏う雰囲気も全然違うけど、こういう人こそあたしが求めている人なんじゃないか？

        　弥江さんに仕組まれたこととはいえ、これは運命の出会いなのかもしれない。

        「枝垂さん？」

        　あたしが急に黙ってしまったので、莉愛さんが怪訝そうにした。

        　そんな彼女の手を、ぐいっと引き寄せて腰に手を回す。それに莉愛さんが「え」とか「へ」とか、戸惑いの声をあげていた。

        　ただ、今のあたしに彼女に紳士的に振る舞う余裕はなく、顔を近づけていく。

        　今までの打算的な行動じゃない。

        　純粋に莉愛さんが欲しかった。

        「だ、ダメですっ」

        　あと少しというところで、莉愛さんが両手であたしの口を塞いだ。

        　顔を真っ赤にしながらも、彼女は最後の砦には踏み込ませてくれなくて、それに予想以上に傷ついてしまった。

        　自然と腰に回していた手を緩めてしまい、それを見逃さなかった彼女が逃げ出した。

        　そしてスカートが濡れることをいとわず、バシャバシャッと水を蹴飛ばしながら、あたしと距離をとった。

        「あ、えぇと」

        　放心しているあたしを、気まずそうに見つめたあと、慣れてない愛想笑いを浮かべた。

        「も、もう、ダメですよ。そんな、急に」

        　てっきり、それくらいは踏み込んでいけるものだと思っていたから、しっかりと拒否されたことと、そしてそれを気遣われたことがショックだった。

        　莉愛さんは明らかに、どう言葉をかけるべきかを迷っていた。ただ結局、川のほとりに置いてあった靴と靴下を手に取ると、頭を下げてから逃げていった。

        「……なんだよ」

        　そう愚痴ってから「やってられない」と、莉愛さんよりずっと強く水を蹴飛ばした。

        　ただ、蹴飛ばされた水は空しく川に波紋をたてて戻っていくだけ。

        　ため息をついて、もう何もかもがどうでもよくなって、川の真ん中で仰向けに寝転がった。

        　川が浅いから、浮くこともできない。顔だけが水面からでているような状態で、あたしは穏やかな川の流れに揺られていた。

        「――オフィーリアみたいね」

        　今、この世界で一番聞きたくない声がして、ほとりの方に目をやると、やっぱりこの世界で一番会いたくない人がいた。

        「なんですか、それ」

        　聞いたことのない意味不明なカタカナ語に、水の中で首を傾げると、彼女は呆れたように大きくため息をついた。

        「知らないの？　『ハムレット』に出てくる女性よ。恋人にひどい扱いを受けて、川に落ちて死んでしまうの」

        「教養はないんですよ」

        　なんでそんなマイナーな知識を常識のように言われないといけないんだか。

        　でも、説明されれば、確かに今のあたしはオフィーリアだ。あたしは死んでいないし、莉愛さんは恋人ではないけど、どちらも限りなくそれに近い。

        　ぷかぷかと水に揺られながら、オフィーリアの気分を味わったあと、ぶっきらぼうに言った。

        「……会いたくないんですけど」

        　率直な嫌悪だったのに、弥江さんは全く相手にしてくれなかった。

        「言っておくけど、あれはあなたが売ってきた喧嘩だからね」

        「……わかってますよ」

        「私はもう気にしてない」

        　あたしは気にするんですよと訴えたところで、この人が消えてくれるとは思わないから、もう諦めた。

        「それで人の入浴中に何の用です？」

        「入浴って……本当に、そのままで聞くつもり？」

        「ええ。気持ちいいですよ。隣、どうですか？」

        「濡れるのはいや」

        「おお、卑猥な言葉ですね」

        　下世話な冗談は気にくわなかったようで、キツい視線で睨まれた。

        「冗談ですよ。怖い顔をしないでください」

        「……まあいいわ」

        　馬の耳に念仏と思ったのか、弥江さんはそれ以上は注意してこなかった。

        「用件を伝えるわ。莉愛は無実と判明したの」

        　あっさりと告げられた事実に、反応が遅れてしまったけど、意味を理解した瞬間に思ったことは『そりゃそうだろ』というものだった。

        「別の風紀員が見張っていた生徒が、尻尾を出してね。問い詰めたら、白状したわ」

        「だから言ったじゃないですか」

        　援助交際に手を出していた馬鹿な生徒のことなんかどうでもよくて、やっぱり莉愛さんが無実だったということで、弥江さんにマウントをとってみた。

        「あの人がそんなことするわけありませんよ。そんな器用じゃありません。ましてや度胸は絶対にない。ちょっと考えればわかることでしょ」

        　弥江さんは舌打ちをしたものの、あたしが以前から主張していたことが、他ならぬ自分の風紀委員会によって証明されたので、反論はしてこなかった。

        「とにかくっ」

        　ただ後輩にこれ以上好き勝手言われることは、プライドが許さなかったようで、遮るように声を張った。

        「これで調査は終了よ。――ご苦労様」

        「……ああ」　

        　間抜けにもあたしはそこでやっと、その報告が意味することを理解した。

        　これで莉愛さんの調査は終わった。つまり、あたしと弥江さんの協力関係も解消される。夜の密会だって必要ない。

        　もう、キスをすることは許されない。

        「あっけない、終わりですね」

        「……そうね」

        　その『終わり』が何の終わりなのか、自分で言っておきながら、あたしはよくわからなかった。

        　だから、たっぷりと間をおいてから弥江さんが同意した意味も、わからなかった。

        「約束だから、今までのあなたの喫煙も、ついでに不純同性交友も、見逃してあげるわ」

        「そういえば、そんな約束でしたね」

        　あのときも、そして今も、そんなことはどうでもよかった。弥江さんと契約したのは、弱味を握られたからじゃない。彼女があの人と似ていたからだ。

        　奇しくも弥江さんの言っていたとおりで、あの人に今もしがみついているからだ。

        「気のない返事ね」

        「……今までの、ですか」

        「え」

        「今までの不純同性交友は見逃してくれるんでしょ」

        「……ええ」

        「これからのは、どうなんですか？」

        　その質問がどれだけ空しく、恐ろしく情けないものでも、聞かずにはいられなかった。

        　弥江さんは未だに水に浮かぶ後輩を、遠目で眺めながら、返答に躊躇していた。風紀員がここで迷うとか、ありえない。

        　どうせ期待するような返事はこないとわかっていたので、あたしは話題を切り替えた。

        「最後の記念に教えてくださいよ。誰に捨てられたか」

        「……まだやるの？」

        「喧嘩じゃないですよ。純粋に知ってみたいんです。弥江さんはお嬢様だし、風紀委員長で、副会長だから、そんなスーパーガールを捨てる贅沢なやつのこと」

        　長ったらしい、それっぽい理由をつけてみたけど、ようはただの野次馬精神。あの人に似た、この彼女を捨てたやつを単純に知ってみたかった。

        　弥江さんはまた黙ると、あたしから視線を逸らして空を見上げた。

        「姉よ」

        　端的に告げられた言葉の意味を理解するのに数秒を要した。

        「……ああ、同室の」

        　全寮制の女子校である華月には、ある文化が存在している。それは寮で同室になった先輩を『姉』と呼んで慕うことだ。

        　全員がそうしてるわけじゃなくて、あくまで双方にかなりの信頼関係が生まれたときだけ、そういうことが起こる。

        「もう卒業して、海外に留学してしまったけど。……姉様は、私を選ばなかった」

        　目を細めて、思い出したくもないであろう思い出を独白してくれていた。

        「私、風紀委員なんてやっているけど、別に風紀なんて興味ないの」

        「……なんとなく、知ってましたよ」

        「ただ、実績を残しやすかった。他人の失敗で点数を稼げる委員会は、これだけだったの」

        　他の生徒が聞けば、間違いなく顔をしかめる理由だけど、あたしは面白くて「ははっ」と笑ってしまった。

        「姉様に、私はできる妹だと思われたくて、必死だったわ」

        　その気持ちは痛いほどわかってしまい、一瞬で笑うのをやめた。

        　あたしもそうだった。あの人に認められたくて、褒められたくて、構ってもらいたくて必死だった。本当は弓道のことなんか、どうでもよかった。

        「知ってる？　この学校、生徒会長は指名制なの。前任の生徒会長が、卒業前に後継を指名するの」

        「ああ、聞いたことはあります」

        「私はね、それに選ばれたかった。姉様に、認めて欲しかった」

        　そこで鈍間なあたしの記憶力は、やっと思い出した。去年の生徒会長のことを。そしてその彼女をいつもサポートしていた生徒の存在を。

        　ああ……。

        「でも姉様は、私を選ばなかった」

        　たぶんだけど、弥江さんがその姉に抱いていた感情と、あたしがあの人に抱いていた感情は違う。そこに『憧れ』があるのは同じだけど、その比重が全然違う。

        　でも、負った傷にそれほどの違いはないと思う。

        「よく……平気ですね」

        「当たり前――と言いたいけど、違うわ。平気じゃない」

        　彼女は自嘲気味に笑った。

        「やせ我慢よ。ただ、それだけ」

        「…………」

        　あの人に似てて、だけどあたしと似たような経験をしていた弥江さんは、あたしなんか比較にならないくらい強い人だった。

        　あたしが現実から逃げ出すため、部活に行かなくなり、代わりを探し続けてるのに、この人は今も評価されるためにやり始めたことをやり通してる。

        　絶対にその途中、泣きたくなることだってあるはずなのに。

        「……聞かなきゃ、よかったです」

        「なによ、勝手すぎでしょ」

        　自分がどれだけザコか、思い知ってしまった。この人のみっともない話を聞くはずが、また返り討ちにされた。

        「あなたの過去も聞かせてよ。これで、おあいこでしょ」

        「……大して変わりません。憧れてた先輩に告白したら、フラれたってだけです」

        　口にしてしまえば、ありふれていて、きっと他人からしてみれば、どうでもいいと思うであろう過去だ。

        「弥江さんと違って、引きずってるんですよ」

        　自分からそう白状したのは、指摘されてしまうのが怖かったから。

        「……お互い、難儀な性格をしているわね」

        「そうですね……」

        　片方は捨てられたことを忘れられず、今も彷徨っている。

        　もう片方は、それに耐えられてしまっている。

        「どっちが楽なんでしょうね……」

        　いっそ記憶が消せたら、想いを殺せたら、好きをなくせたら、この苦しみから解放されるのに。

        　哀れなオフィーリアが二人、それをできないまま、傷ついた心を抱えて漂っている。

        「……それじゃあね」

        　弥江さんはそう別れを告げて、校舎へ戻っていった。その後ろ姿は凜々しくも見えたし、なぜか、悲しそうにも見えた。

        　ゆっくりと起き上がってみたら、大量の水を吸い込んだ制服が、想像以上に重くなっていた。
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        「槇白莉愛に関わるのをやめなさい」

        　強い口調で祥撫先輩はそう命令してきた。

        「……は？」

        　祥撫先輩がわざわざあたしの教室に現れたことに驚いていると、いきなりそんな命令をされた。

        　周囲のクラスメイトたちが、祥撫先輩から出ているピリピリとした空気を察して、サッと離れていく。

        「あれに関わるのをやめなさい。わかったわね」

        　彼女は極めて高圧的で、有無を言わさない態度だった。それはいつものことのようで少し違った。何か焦っているようにも見えたからだ。

        「いや、なんでですか」

        　弥江さんとの契約が終わっても、あたしは莉愛さんとの関わりをやめなかった。

        　あのときのキスは拒否されてしまったけど、あたしにとって莉愛さんは必要な人になっていた。一緒にいると心が穏やかになって、癒やされたからだ。

        　だから、急に無関係なこの人にこんなことを言われる筋合いはなくて、普通にムカついてしまう。

        「部長には関係ないですよ」

        「お前の意見なんて聞いてない。これは命令よ」

        「なんですかそれ。納得できるように言ってくださいよ」

        　祥撫先輩が言葉足らずなのには慣れているけど、この命令には「はいそうですか」と返事をするわけにはいかない。

        　祥撫先輩は反抗的な後輩の態度に、目を吊り上げた。

        「黙りなさい」

        　あたしの意見なんて一切聞かずに彼女は命令だけを繰り返した。

        「今すぐ、あれとの縁を切りなさい」

        「だから、どうしてかを説明してくださいよ」

        　不思議だった。今まで、どれだけあたしが勝手をしようと無視していた彼女が、急にこんなことを迫ってくるなんて。

        「お前は知らなくて良いことよ」

        「いや、それは横暴すぎますって」

        「うるさい。いいから言うとおりにしなさい」

        「うるさいのはそっちですって！」

        　いい加減イライラしてきて、バンッと机を叩いた。

        「部長に迷惑はかけませんよ。だから放っておいてくれって言ったじゃないですかっ」

        　今まで散々無関心でいて、心の傷を抉ったりしてきたのに、ここに来て急に口を出してくるなんて、本当になんなんだ

        　ただ、彼女はあたしの怒気に怯んだりしなかった。

        「弥江の命令？」

        　あっさりと言い当てられたことで、言葉に勢いを無くしてしまった。

        「……いや、別にそういうわけじゃ」

        「やっぱりそうなのね」

        　彼女は大きくため息をつくと、苛立った顔で「あのマヌケッ」と、副会長である弥江さんをはっきりと罵った。この人じゃないとできないことだと思う。

        「もういいわ。弥江と話をつけるから」

        　祥撫先輩は勝手に会話を切り上げて踵を返した。

        「ちょ、ちょっと！　もう弥江さんは――」

        　立ち上がって、弥江さんは関係ないと主張しようとしたのに、思わず言葉を止めてしまった。

        　祥撫先輩が今までに見たこともないほど強い視線で振り返ったからだ。

        「黙れ」

        　絶対零度のその声に、初めてこの人を怖いと感じた。

        「命令に従いなさい――また、泣きたくはないでしょう」

        　そんな意味深な台詞を残して、彼女は教室から去って行った。

        　

        　ただごとじゃない感じはした。

        　でも、祥撫先輩は何一つ教えてくれなかった。今まで散々放置してきた後輩に構ってくるなんて、本当にあの人らしくない。

        　だからといって、ちょっと脅されたくらいで従うような真似はしたくなかった。

        　祥撫先輩に刃向かうため、あんなことがあった日の昼休みに、あえて莉愛さんを昼食に誘った。

        「今日も浮かない顔をされてますよ」

        　莉愛さんはあたしの顔をのぞき込みながら、そう心配してくれた。

        「いや、すいません。ちょっと色々ありまして」

        「嫌なことですか？」

        「そうですね。とっても嫌なことです」

        　隠すより、素直に答えたときの莉愛さんの反応が面白そうだと思った。

        　案の定、彼女はその返答に暗い顔をしてくれた。他人の不幸は蜜の味なんて言う輩が多い中、この人は本当にいい人だ。

        　ただ、それで遊ぶのは良くないから、急いで首を左右に振った。

        「いや、冗談ですよ。本気にしないでください」

        　ポーカーフェイスの笑顔を振りまくと、莉愛さんはホッと胸をなで下ろした。

        　今は空き教室で床に座りながらお弁当を食べていた。莉愛さんは正座で、小さなお弁当箱を膝の上にのせていて、あたしは食堂で買ってきたサンドウィッチを食べていた。

        「ちょっと部活のことで揉めたってだけです」

        「そうですか。解決しました？」

        「ええ、丸く」

        　真っ赤な嘘を平気でついた。

        「なら、ご褒美をあげます」

        　そんな軽薄なあたしに、彼女はお弁当箱から小さなミートボールを箸でつまんで、差し出してくれた。

        「ほら、あーんしてください」

        　ニッコリと笑い、首を小さく傾けながらそう促してくる。その可愛らしい動作に、ドキッと胸が高鳴った。

        　照れくさかったけど、餌を与えられる雛鳥みたいに、パクリとミートボールを食べた。

        　甘くて、柔らかい。

        「どうですか？」

        「……とっても、おいしいです」

        「ふふ、力作なんですよ」

        　何という女子力。きっと、あたしには生まれ変わっても持つことができない能力だ。

        「これで元気を出してください」

        「ええ、すっかり元気になりました」

        　本当に最近の莉愛さんはあたしの心にスッと入り込んでくる。

        　最初、弥江さんの命令で彼女と関わりを持ったときは、特別な感情は抱いていなかった。はっきり言って、弥江さんと関わるための口実でしかなくて、どうでもいい存在だった。

        　だからこそ、手の甲にキスをしたときだって、あれだけ嫌悪した。　

        　でもあの日、キスを拒否されたとき、本気でへこんだ。本当に勝手なことだけど、あたしの中で莉愛さんの存在が大きく変わっていた。

        　今もそう。あたしの身近にはないこの優しさが、心に染みる。

        「料理はお得意なんですよね？」

        「得意だなんて。たしなむ程度ですよ」

        「ぜひ、もっと食べたいです」

        　お世辞じゃなかった。

        「じゃあ、今度お弁当を作ってあげましょう」

        「それは最高ですね。ああ、そうだ。明日は休みじゃないですか。どうですか？　お弁当を持って、どこかに出かけてみるっていうのは？」

        　途端に彼女から笑顔が消えて、目を逸らされた。

        「えぇ、と。明日はちょっと、用事で……。それはまた、今度にしましょう」

        　――まただ。

        「そうですね。急な提案をしちゃってすいません」

        　感情を悟られないように、すぐに諦めて別の話題を振った。

        　莉愛さんもそれにのってきて、それからは楽しく会話をした。

        　ただ、それで誤魔化されるほど、馬鹿じゃない。

        　やっぱり休日が謎だ。弥江さんは援助交際なんじゃないかって疑っていたけど、それは違っていた。でも、莉愛さんに何か秘密があることには変わり無い。

        　少なくとも校内の誰にも知られたくない秘密を持っている。

        　その後、昼食を終えて、莉愛さんとは別れた。

        　彼女の秘密はなんだろうかと考えていたら、急に目の前にある人物が現れたので、思わず「わっ」と声をあげて驚いてしまった。

        　現れたのはいつになく真剣な顔をした弥江さんだった。

        「莉愛と会っていたの？」

        　挨拶もすっ飛ばして、そんな確認をしてくる。

        「……ええ」

        「調査は終わりと言ったじゃない」

        「あたしが今、莉愛さんと関わってるのは、あたしがそうしたいからですよ。弥江さんは関係ないです」

        　嘘じゃない。これが本心だ。今のあたしは、莉愛さんが欲しい。たとえ隠し事をされていても、この想いは揺るがない。

        　弥江さんが両手を伸ばしてきて、あたしの両肩をがっしりと掴んだ。

        「な、なんですかっ」

        「すぐに会うのをやめて。これは、お願いよ」

        　いつもの彼女ならあり得ないほど下手に出た態度に、面食らってしまう。この人が『お願い』なんてしてくるとは思わなかった。

        「祥撫先輩に何か言われたんですか？」

        「……ええ」

        　そこを誤魔化すことはできないと思ったのか、素直に頷いてくれた。

        「あの人にも同じことを言われました。でも、どうしてかを教えてくれなかったんですよ。ワケを知らないと、そのお願いは聞けません」

        「……とにかく、今すぐやめて」

        　結局、弥江さんも祥撫先輩と同じだった。

        「ワケを、教えてください。一体、莉愛さんが何だって言うんですか」

        「…………」

        「もう援助交際の犯人じゃないから興味なんか無いはずでしょう。どうして、今になって」

        　弥江さんはそこで首を左右に振った。

        「莉愛は……」

        　苦しそうに何かを言おうとしていたけど、やっぱり最後までは続けてくれなかった。

        「……とにかく、やめて。また、してあげるから」

        　その説得に急激に怒りがわき上がってきた。何一つ語ることもなく、易々と唇だけ差し出すと言い、そしてそれであたしが満足すると思ってる。

        　その全てが侮辱だった。

        「馬鹿にしないでくださいよっ！」

        　肩を掴まれていた両手を、乱暴に払いのけた。

        　そこで弥江さんは自分の失言に気づいたのか「ち、違うわ」と急いで取り繕うとしていた。

        　ああ、失言で失脚する政治家って、こんな感じなんだろうな。相手の気持ちを考えず、自分の都合のいいように喋っちゃうんだ。

        　そんな馬鹿馬鹿しい光景で、怒りは呆れに変わった。

        「お願いよ。話を聞いて」

        「あたしが聞きたいのは、話じゃなくて、ワケですよ」

        「だから、それは……」

        　そこで口籠もるなら、こんなのは時間の無駄でしかない。

        「もういいです」

        　何もかもがどうでもよくなって、横を通り過ぎようとしたとき、しつこく手首を掴まれた。

        　彼女が必死な表情で、あたしを見つめていた。

        「……あなたのためなの」

        　わけがわからない。

        　そんな勝手な言い分で、はいそうですかって従うと思っているのなら、本当にどうかしている。

        　あたしは雑に彼女の手を払った。

        「弥江さんとの関係は終わったはずですよ」

        　そう突き放した瞬間、彼女の表情が凍った。
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        　罪悪感が重たくて嫌になる。

        　弥江さんを突き放した瞬間に見せた彼女のあの表情が、昨日からずっと頭から離れない。あの打ちひしがれた顔が、まるで呪いみたいに消えない。

        　あたしは悪くないのに、全部あの人の自業自得なのに、誰かから責められている気分になる。

        「――ああもうっ！」

        　悪態をついた後、すぐ側にあった駅の案内表示で喫煙スペースを確認すると、足早にそこに向かった。

        　今日は休日だから、学校から少し離れた駅に足を運んでいた。うちの生徒がよく遊びに来る場所で、休日はここで遊ぶっていうのをルーティンにしてる生徒も少なくない。

        　そんな駅の喫煙スペースに駆け込むと、堂々とタバコを吸った。

        　別においしくない煙は罪悪感を消してくれることはなかった。

        「……最悪」

        　元々、気持ちの切り替えが得意じゃない。だから、先輩のことだって引きずっている。それなのに、あんな顔をされたら、この気持ちといつお別れできるか、全くわからない。

        　もう一度、ストレスを体の奥に押し込めるように、深く煙を吸い込んだら、ゴホッゴホッとむせてしまった。

        「あー……もう」

        　何もかもがうまくいかない。

        「莉愛さんも見失っちゃうし……どうしようかな」

        　あたしは今日、別に遊びや気分転換でここに来たわけじゃない。

        　今日は莉愛さんの秘密を暴くため、彼女を尾行し、辿り着いたのがここだった。

        　莉愛さんには秘密がある。それは確か。弥江さんが的外れな邪推を外したとはいえ、何かを必死に隠していることは事実だ。

        　普通ならそんなことに踏み込まない。でも、昨日になって祥撫先輩や弥江さんまで、彼女と関わるなと命令してきた。

        　一体、祥撫先輩と弥江さんとの間でどんな話があったかはわからない。でも、それは弥江さんが血相を変えるほどの内容で、あたしが知ったらまずいこと。

        　莉愛さんの秘密に関わっていると考えていいと思う。

        　二人の命令に従う気は無い。あんな上から目線の、人を馬鹿にしたお願いは絶対に聞いてやらない。

        　でも、無視できない。一体、弥江さんは何をあんなに焦っていたのか。あの人がああまで取り乱すなんて、絶対にただ事じゃない。

        　だから、莉愛さんの秘密をこの手で暴こうと、今日は朝から出かけた彼女を尾行していたんだけど、見失ってしまった。

        　小柄だから、人並みに紛れると本当にわからない。

        　灰皿でタバコをぐりぐりと潰しながら、動き方を考える。それなりに大きな駅だし、当てずっぽうで探して見つかるわけない。

        　見失うまでは莉愛さんの背中しか見ていなかったけど、やっぱりおしゃれをしていた。一人で買い物に来たって格好じゃない。明らかに誰かに会おうとしている。

        　どこで？

        　そして、誰と？

        「……戻ろう」

        　煙たい喫煙スペースから出て、さっきの案内表示板のところに戻った。駅構内を説明する地図と、駅の周辺の地図が隣り合わせで設置されている。

        　その駅周辺の地図を見ながら、どこを探そうかと考える。

        「とりあえず、ここかな」

        　自分で確認するように、喫茶店などが集中するエリアを指さした。若い子がいきそうなところだ。

        　そう決めて、そこに向かって歩き出す。休日ということもあって人通りは激しく、あたしと同年代の少女たちも多くいる。私服だから、同じ学校かどうかまでわからない。

        　そんな風景を横目で見ていたら、喫茶店などが建ち並ぶところについた。さっきまでは老若男女、色んな人が行き来していたけど、ここに来ると一気に若い女性の割合が高くなる。

        　店を一軒ずつ、窓から中を確認していく。あるところはあたしと同い年くらいの娘たちがとても騒がしそうにしていて、別のところでは大人の女性たちが優雅にお茶を楽しんでいた。

        　莉愛さんがいそうな店を確認していくけど、やっぱり見当たらない。

        「ま、そうなるよな」

        　期待していなかっただけに、ショックじゃなかった。

        　ついに最後の一軒になった頃には、あたしはもう全く期待していなくて、やる気もなかった。だから、窓際の席に莉愛さんが座っているのを見つけたときは、心臓が止まりそうになった。

        　彼女は何か深刻な顔で誰かと話していた。相手を確認しようとしたけど、そこだけ壁になっていて、外からは顔が見えなかった。

        　店は紅茶の専門店で、高級そうな店構えだった。まず自分からは入ろうとしないところで、少し緊張しながら入店した。

        　店に入ると小綺麗な衣装に身を包んだ店員さんが、丁寧に頭を下げて「いらっしゃいませ」と挨拶してきた。

        　あたしはそれに曖昧に微笑んだあと、店の奥にある飲食スペースへと向かった。

        　窓際の席に莉愛さんが腰掛けていて、相変わらず深刻そうな顔をしている。そしてあたしは、やっとその相手を確認することができた。

        「――ぇ」

        　先輩だった。

        　莉愛さんと向き合っていたのは、間違いなく、あたしを捨てた人だった。その衝撃で頭が真っ白になって、その場に立ちすくんでしまう。

        「ですから、こんなことはもう続けられませんっ」

        　二人はあたしの存在に気づかず会話を続けていた。

        「あれでは枝垂さんが可哀想ですっ。気にしているのであれば、あなたが会いに行くべきです。恋人として、それくらいは許しますから」

        　いつになく強い口調で莉愛さんが先輩にそう迫っていた。ただ、そんなことよりも今の言葉のせいでさらに衝撃を受けた。

        　恋人……？

        「あなたの頼みで、枝垂さんと一緒に過ごしていますけど……騙しているような気がしてなりません。あんな傷ついた女の子、見ていられません」

        「……知ってるでしょ、私はあの子を捨てたの。もう会わせる顔なんて、ないわ」

        「だからといって、私にあなたの代わりをし続けろというのですかっ」

        　莉愛さんがバンッとテーブルを叩くと、その上にあったカップがカチカチと音をたてて揺れた。

        　その追求に先輩は首を小さく左右に振って、弱い声で「違うわ」と否定した。

        「私はね、月蔭さんがずっと私のことを引きずってるって聞いて、なんとかしないといけないと思ってたの。だから、あの子が莉愛に近づいて来たって教えてもらったとき、チャンスだって考えたの。莉愛ならきっと、あの子の傷を癒やしてあげられるから」

        「あなたに枝垂さんの側にいてあげて欲しいと頼まれたときは、本気で別れようかと思いましたからね。理由が理由なだけに、承諾しましたけど」

        「ありがとう。あなたのおかげで、月蔭さんも少しは私のことを忘れられたと思う」

        　先輩は自虐的に「ふっ」と笑った。

        「でも、莉愛にこれ以上付き合ってもらうのも、限界みたいね……。私だって、あなたを駒のように扱うのは本意じゃないのよ。恋人にこんなことをさせているって負い目もちゃんと感じてる」

        「……どうされるつもりですか？　枝垂さんと会うんですか？」

        「それは無理よ。何度も言わせないで。待って、考えるから。あなたと月蔭さんがどちらも傷つかずに、また元の関係に戻るにはどうしたらいいか、今、考えるから」

        「そういう問題では――」

        「ふざけんな」

        　耳を塞ぎたくなるような会話を断ち切ったあたしの声は、この世のものとは思えないほど冷え切っていて、静かな店内に刺さるように響いた。

        　二人がやっとあたしの存在に気づき、同時にこちらを向く。

        「し、枝垂さん、どうして」

        「……月蔭さん」

        　二人とも完全に動揺していて、次の言葉を見失っていた。ただ、そんなのいらない。

        　馬鹿なあたしでも今の話を聞いていれば、全容くらいわかる。

        「人を馬鹿にすんのも大概にしてくれませんか」

        　二人に近づきながら、グチャグチャになった感情を少しずつ吐き出していく。

        「人をおもちゃにして、楽しいですか」

        「ち、違うんです。枝垂さん、聞いて」

        「何が違うって言うんですかっ！」

        　莉愛さんがこの期に及んで何か言い訳しようとするのを、怒鳴ってやめさせた。

        「今までずっと、あたしはあんたたちに踊らされてたってことでしょうがっ！」

        　先輩と莉愛さんは付き合っていた。

        　そして馬鹿なあたしは、そんなことを知らずに、弥江さんに言われて莉愛さんに近づいていった。

        　それを聞いた先輩が、ある作戦をたてたんだ。

        「自分が捨てた女の慰めに、恋人を使うとか正気ですかっ」

        　そう、莉愛さんがあたしにずっと優しく接してくれていたのは、この人の指示があったから。それであたしが先輩のことを忘れると考えたんだろう。

        　理解してしまうと、これ以上の屈辱はなかった。

        「ほんと……サイテーだ、あんた」

        　先輩を真っ直ぐと見つめながら、あのとき以来の言葉をかけた。それがこんなものになるなんて、想像もしていなかったけど。

        　先輩は呆然としていたけど、ようやく状況を受け入れると、困ったような顔をした。

        「……久しぶり、ね」

        「――――っ！」

        　落ち着いた態度に腹が立って、彼女に掴みかかろうとしたら、莉愛さんが間に入って止めてきた。

        「こんなところで、ダメです。冷静に」

        「あんただってあたしを騙してたくせに」

        　ついさっきまで求めていた人に、あたしは容赦なくそう切り込んだ。彼女は強い糾弾に息をのんだ。

        「ええ……それは認めます。ですが、話を聞いてください」

        「聞きたくないって言ってんですよっ！」

        　彼女を横方向へ突き飛ばすと、小柄な彼女は小さな悲鳴をあげながら隣のテーブルにぶつかって倒れた。派手な音が響き、いよいよ店の中が騒然とし始める。

        「莉愛ッ」

        　倒れた莉愛さんに先輩が駆け寄ろうとするけど、その肩を力強く掴んだ。

        「いっ」

        「人のこと弄んで、楽しかったですか？」

        　もう莉愛さんのことや、この人のこと、もちろん周りのことなんてどうでもよかった。

        　あたしは、ずっと無理矢理沈めていた感情を、暴発させてやろうと決めていた。

        「……楽しくなんかないわ」

        　先輩は痛みに顔を歪ませながらも、首を左右に振った。

        「ひどい気分で……嫌だったの」

        「それを続けていたんですか。自分の恋人まで利用してっ」

        「あなたの噂は聞いてたから……ずっと、祥撫さんに『お前の責任だ』って言われていたから」

        　祥撫先輩の名前が出てきて、また点が繋がった。彼女は先輩と莉愛さんの関係を知っていたんだ。だから、去年からずっと、どこか哀れむようにあたしを見ていた。

        　そしてあたしと莉愛さんが関わっていると知って、事実が明るみに出るのを避けようと、あんな命令をしてきたんだ。

        「私があなたの気持ちに気づきながら、優しくしすぎたから……。フッてしまえば終わると思っていたの。でも、あなたはそうじゃなかった」

        「……ええ、生憎と」

        　先輩はあたしが未だに力を込めていた手を、そっと撫でてきた。

        　懐かしい体温が、グチャグチャな感情をさらにかき乱してくる。

        「私にできることは、なかったから……莉愛に手伝ってもらったの。でも、あの子は悪くないわ。ずっと嫌がっていたのよ」

        「っ」

        　その言葉を自然と、何の悪気もなく言ってくるあたりが、マジでどうかしている。

        「嫌なのにやってたんですかっ！　そんな気分で一緒にいたんですかっ！」

        「ち、違います。私は騙すようなことをしているのが嫌だっただけで」

        　莉愛さんが起き上がりながら、先輩の言葉を必死に補足するけど、そんなのどうでもよかった。

        「でも本意じゃなかったんでしょうっ！　嫌ならやめればよかったじゃないですかっ！」

        　莉愛さんは何かを言いかけたけど、顔を伏せた。

        「莉愛はあなたのためを思ってやっていたのよ。それ以上、責めないであげて」

        「何があたしのためだよ」

        「あの子は私がフッたあなたのことを知ってたのよ。考えてもみて。ずっとフラフラとしているあなたは、みっともなかったの」

        「な――」

        「莉愛はそれに責任を感じたから」

        　先輩が言葉を続けられなかったのは、あたしが肩を掴んでいた手に、さらに力を込めたから。爪が皮膚を破って彼女の肩に食い込んでいく。

        　先輩が苦悶の表情を浮かべると、莉愛さんが血相を変えた。

        「枝垂さん！　やめてください！」

        　莉愛さんがそう叫びながら、あたしと先輩に近づいてくるけど、また突き飛ばした。彼女の言葉は、もうあたしには届かなかった。

        　ついこの間、祥撫先輩に蔑まれながら言われたあの台詞。

        『みっともないわ』

        　あたしがずっと癒やしだと感じていた莉愛さんが、祥撫先輩と同じ感情を持っていたなんて……。

        　痛みに耐えかねて、先輩があたしの手を振りほどこうとする。

        「や、やめなさい……まず、落ち着いて」

        「ずっと、ずっと……そんな馬鹿なあたしを見下してたんですか」

        「見下してなんかいない！　ただ、私なりに責任をとりたかったの」

        「責任ってなんですか！　ほっとけばよかったでしょうがっ！」

        「じゃないと！」

        　あたしの手首を掴んだ先輩が、泣きそうな顔をした。

        「あなたが、あまりに可哀想だったのよ……」

        　あたしの心に、大きな音をたてて、ヒビが入った。

        　もう話を聞いていられなくなって、力任せに先輩を壁に打ち付けると、彼女は椅子ごとひっくり返った。

        　そんな彼女に莉愛さんが名前を呼びながら駆け寄っていく。

        　感情の収まらないあたしはテーブルの上にあったカップを手に取ると、それを先輩に向かって投げつけた。

        　先輩は手で顔を庇ったけど、衝撃で割れたカップの欠片が額をかすって血が流れた。

        「枝垂さんっ！」

        　今日一番の大声で莉愛さんが怒鳴った。さっきまでの制止の叫びじゃなく、それは紛れもなく恋人を傷つけられたことによる怒りだった。

        「……うっさい」

        　本当に黙れ。

        　傷口を押さえながらあたしを見つめる先輩に、その先輩に寄り添う莉愛さん。二人があたしに抱いていた感情の正体に気づいてしまい、もうあたしは限界だった。

        　さっきから、前に弥江さんからかけられた言葉が頭の中でリピートしている。

        『――哀れみよ』

        　ブチッと音をたてて、堪忍袋の緒が切れた。

        「どいつもこいつも……馬鹿にしやがってっ！」

        　近くにあった重厚感のある椅子を掴むと、それを両手で持ち上げた。

        　そして怯える二人に向かって、力いっぱい投げつけてやった。
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        　夜空に嫌味なほど綺麗な満月が浮かんでいた。

        　いっそ世界が闇に包まれて欲しい夜なのに、それを邪魔するように黄金の月光を放ちながら、存在感を醸し出していた。

        　その満月に向かって、右手を伸ばした。引きずり下ろしてやりたい。広げた掌を満月に重ねて、力を込めて握った。

        　当然、掴めるはずなんてなくて、あたしは空っぽの拳を水面に叩きつけた。

        　あの店で大暴れをしてから逃げて、辿り着いたのは例の小川だった。

        　あの日と同じように、川に身を預けていた。もうずいぶんとこうしている。体も完全に冷え切っているし、服も水を含みすぎてかなり重い。

        　でも、どうでもよかった。

        　目を閉じると、水の流れる音と、風で草木が揺れる音だけが聞こえる。周囲はこれだけ穏やかなのに、あたしの心の中はまだ数時間前の出来事のせいで、乱れたままだった。

        　あたしが莉愛さんを探っていたつもりだったけど、彼女も先輩の指示であたしと関係を持っていただけだった。

        　全ては先輩の余計なお世話。

        　あたしが触れた優しさは偽り。もしくは、哀れみ。

        「――もう、やだ」

        　いっそ、このまま溺れて死んでしまった方が楽なんじゃないかと思うほど、心が痛かった。

        　古傷を抉られた。その近くに、似たような傷をつけられた。正気でいられるはずがない。

        　ふと、誰かの足音が聞こえてきたので、そちらを向いた。

        　夜の闇から現れたのは、いつものように夜が似合う弥江さんだった。休日だっていうのに制服姿で、あたしを見つけると目を吊り上げて怒ろうとした。でも、すぐにやめた。

        　そして目を伏せて「……風邪、ひくわよ」と、なんだそれって言いたくなるような注意をしてきた。

        「もしかして、お手間をとらせました？」

        　休日だというのに制服ってことは、彼女が風紀委員長として動く必要があったからだろう。

        「……安心しなさい。お店も、莉愛も附柴先輩も、警察沙汰にはしないって言ってくれたから」

        「どーでもいいですよ」

        　いっそ通報してくれても良かった。今後の自分に何の興味もない今のあたしには、そんな報告は空しいだけだ。

        「どうせ、学校にはいられないでしょ。あなたが動かなきゃいけないくらい、暴れたんですから」

        　莉愛さんへ暴力を振るい、先輩にも血が出るほどのケガを負わせて、お店にもかなり迷惑をかけた。今日のことは大人しい生徒が多い『お嬢様学校』では、かなりの不祥事なはず。

        　あたしはきっと、退学になる。

        「……まだ決まってないわ。今、会長や先生方が話し合ってるところ」

        「あれ？　弥江さんは」

        　どうしてそんな重要な会議に風紀委員長が参加していないんだろう？

        「……隠しきれるものではなかったから、全て白状したわ。私があなたを使って、莉愛を調べていたこと」

        「あらら」

        「案の定、決定権は剥奪されたわ。むしろ、私もただでは済まないの」

        　弥江さんにとってはかなり屈辱的なことのはずなのに、彼女は淡々と説明していて、それがかえって怖かった。

        「怒ってます？」

        　率直にそう訊くと、彼女はしばらく黙ったあと、小さく笑った。

        「自分にね」

        「……え」

        「莉愛のことを事前にちゃんと調べていれば、避けられた事態よ。祥撫にもさんざん馬鹿にされたわ」

        　確かに弥江さんが莉愛さんの秘密を知っていれば、あたしを使うことはなかっただろう。でも、秘密を知らなかったから、探ることになったわけで、支離滅裂な話だ。

        「あなたには、怒ってない」

        　とても穏やかな顔で、そんな寛容な許しをされてしまうと、減らず口もたたけなかった。だから、逃げるように目を逸らした。

        「あの二人って……」

        「二年前から付き合っていたそうよ。附柴先輩が在学中も隠していたし、卒業後もそうし続けた。理由は――」

        「莉愛さんのお父さんが政治家だから、ですか」

        　そういう事情があったから、先輩はあたしを捨てたとき、理由を説明できなかったんだ。

        「ええ。世間体を気にして、二人でずっと隠してたみたい。祥撫だけは、たまたま知る機会があったようだけど」

        「……教えてくれって話ですよ」

        「同意見よ。でも『どうしてそんなことをしなきゃいけないの』って言われてしまったわ」

        　本当にあの人らしい台詞で、思わず吹き出してしまう。少なからず持っていた彼女に対する怒りも吹き飛んだ。

        　それからまた沈黙がおりた。弥江さんはなんて言うべきかを迷っているようだ。たぶん、この前の失言を気にしてるんだと思う。

        　でも、今はあのときと違うから、何を言ってもいいのに。

        「笑ってくれていいですよ」

        　そう勧めると、彼女はビクッとして顔を上げた。

        「弥江さんや祥撫先輩の忠告を無視して、このざまです。笑われて当然ですから」

        　強がって笑ってみせたけど、それがどれだけ弱々しいものかは、見なくてもわかる。

        「……できない」

        「いっそ、そうしてくれた方が楽なんですけどね」

        「……好きな人に裏切られる気持ちは、痛いほど知ってるわよ」

        　そういえば、そうだった。

        　この人も傷の持ち主だ。

        「耐えるのが、正解だったみたいですね」

        　歯を食いしばって耐えた弥江さんと、みっともなく彷徨ったあたし。そして結末がこれだ。似たような傷を持っていても、こうも違った。

        「……私のせいよ。あなたこそ、私に怒ってないの？」

        「弥江さんには怒ってませんよ。利用したのは、お互い様ですから」

        　嘘じゃない。あの店で弥江さんの言葉が頭の中でリピートしていたときは腹が立っていたけど、でもそれは彼女が悪いんじゃない。

        　でも、ちょうど良いかもしれない。

        「あの、悪いと思ってるなら、お願いがあるんですけど」

        「お願い？」

        「ええ」

        　目を閉じて、あの日を思い出しながら、あたしはあの言葉を口にした。

        「あなたの気持ちには応えられない」

        　あの日、先輩に突きつけられた言葉を自分の口で言ってみると、喉の奥が熱くなった。

        「こう言ってください。できるだけ、冷たく」

        「……どうして？」

        「あたしにとっては、それが滅びの言葉です。バルス、みたいなもので」

        　子どもの頃に観たアニメ映画に出てくる呪文。映画ではそれで空に浮かぶ島が崩れていったのを、やけに鮮明に覚えてる。

        　あたしは今そうなってしまいたい。

        　未だにしおらしく、あたしに気を遣っている彼女に笑いかけた。

        「あたしがあんな条件を出したのは、弥江さんがあの人に似てたからです。あたしなりの、自慰ですよ……。そりゃ、みっともなくて、哀れなはずです」

        　自分で分析すると、涙が流れてくる。全身びしょ濡れで、拭う気にもなれないけど。

        「もう……壊してください」

        「…………」

        「とどめ、さしてくださいよ」

        　あの言葉をまた突き刺されてしまうと、きっとあたしはもう立ち直れない。

        　一度目のときで泣き崩れた。今度はどうなるかわからない。

        「も、もうっ……誰かを、好きになるのなんて……嫌なんですっ」

        　声を震わせながら、弱い本心を思いっきり吐露していた。

        　そして空に浮かぶ満月を指さした。

        「いい月が出てますよ……あれ、なんでしたっけ？」

        「……令月？」

        「そう、それです。あたしが壊れるのが、こんな月の日なら、いい思い出になります」

        　何をするにもいい、綺麗な月の日。自分で適当に考えた造語が、とてもピッタリだと思った。

        　きっと、今日がそれだ。

        「オフィーリアは、死ぬのが運命なんでしょう？」

        　そう、哀れな女は恋人に裏切られ、そのショックで川に落ちて死ぬんだ。そういう筋書きなら、それに習うべきだ。

        　弥江さんは動かない。何も言ってくれない。

        「さあ」

        　そう促すと、彼女はやっと覚悟を決めてくれた。

        「わかった」

        　靴を履いたまま、川に入ってきて、白い靴下や長いスカートの端が汚れることもいとわず、バシャバシャと音をたてながら、こちらに向かってきた。

        　そして寝転んだあたしの前で止まって、こちらを見下ろしてくる。　

        　弥江さんを見上げるような状態だったから、彼女と満月だけが視界に入っていた。闇夜に浮かぶ満月と、黒髪の彼女はどこまでも似合っていた。

        「……その前に、言って」

        「え？　何をですか？」

        「あなたの言うとおりにしてあげる。でも、その前に言ってもらわないと。あなたの気持ちを」

        　確かにあの言葉は、あたしの告白に対する返事だから、脈絡なく言うものじゃない。でも、今更そんなこと気にするなんて、この人は変わってる。

        　……ま、今更か。

        「いいですよ」

        　あたしはまたあの日を思い出しながら、すぅと、息を吸い込んだ。

        「好きです」

        　彷徨っている間、似たようなことをたくさんの女の子たちに言ってきたはずなのに、今のそれは、そのどれとも違っていた。

        　弥江さんは反応しない。それも、あのときの先輩と同じだった。

        　だからあたしも、あのときと同じように、また声を張った。

        「好きですっ！」

        　想いを届けたいという意思は同じなのに、今日とあの日では、目的が違いすぎた。

        　そのせいで――結果も違った。

        「そう」

        　凜とした声でそう答えた弥江さんは、急にあたしに覆い被さると、そのまま両手首を掴んで動きを封じてきた。

        　思わぬことで「え」と戸惑っている隙に――彼女に唇を奪われた。

        　こんな展開を予想できたはずもないから、目を大きく見開いて驚いてしまう。

        　キスは何度もした。でも、彼女からしてきたのは初めて。だからこそ、それは今までしてきたどれとも違った感触だった。柔らかくて、気持ちよくて、優しくて――温かかった。

        　あれだけ何も感じなかったはずなのに……今は熱いほどの温もりを有していた。

        　ゆっくりと彼女が唇をはなしていった。

        「――ありがとう。あなたの気持ち、嬉しいわ」

        　今まで見たこともない、優しい笑顔。

        「……ず、ずるい」

        　声が震えていた。また泣いてしまう。さっきより激しく、ボロボロと涙が止まらない。

        「約束と……違う、ずるい」

        「そんな約束、記憶にないわ」

        　彼女は政治家みたいな言い訳で、あたしが勇気を振り絞ってした約束を無かったことにした。

        　未だに両手を拘束されているから、涙を拭うことができない。止まらない涙は、頬を伝い、川に流れていく。

        　嗚咽が喉を揺らす。みっともない泣き声が、周囲に響いて嫌になる。

        「素敵な告白だったわ」

        　弥江さんはそんなあたしを見下ろしたまま、こっちの気も知らないで笑った。

        　あたしの視界には、弥江さんだけが映っていた。長い髪が垂れて、その半分ほどが川の流れに揺られている。

        　その髪が天蓋みたいになって、夜空も月も見えない。

        「……返事、くださいよ」

        「…………」

        　また唇を塞がれた。やっぱり温かい。いや、熱い。いつかのプラスマイナスゼロ度は、そこにもうなかった。

        　だからあたしも求めた。

        「私も」

        　少しだけ唇を離して、彼女が小声で答えてくれた。

        　その瞬間、両手の拘束を力尽くでといた。そして彼女の両肩を掴んで、ぐるんと、立場を入れ替える。衝撃で水が跳ねて、そこら中に波紋をたてた。

        　そして今度はあたしが彼女に馬乗りになっていた。

        　全身を川に浸かってしまった彼女は、顔だけを水面から出していた。髪が川の流れで、扇状に広がっていく。

        「……濡れるのは、嫌じゃなかったんですか」

        「今はいいわ。今夜なら、いい」

        「……なんでですか？」

        「こうしていると、月がよく見えるから」

        　彼女の黒い瞳にあの満月が綺麗に映っていた。

        「いい月ね。きっと、一生の思い出になるわよ」

        「まさに、令月ですか」

        「そうね……哀れなオフィーリアたちが、居場所を見つけた、素敵な月の日よ」

        　あたしと弥江さんの間にある感情が、恋愛感情なのかどうか、正直に言えばわからない。この人を特別だと思う気持ちに嘘はないけど、未だに先輩の影を追っているだけかもしれないし、傷心のせいで誰でもよくなってるのかもしれない。

        　はたまた、同じ傷を持つもの同士が、傷の舐め合いをしているだけかもしれない。

        　それでも――。

        「どーでもいいですよ」

        　今度はあたしが彼女の唇を塞いだ。熱い。どうしようもないほどに熱い。

        　今はこの体温さえあれば、なんでもいい。
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        　二人で並んで廊下を歩いていると、横からぶつくさと悔しさを滲ませた愚痴が聞こえてきた。

        「あの人の甘さに感謝する日が来るなんて……屈辱的だわ」

        　あれから二日が経ち、あたしたちの処分が正式に決定された。

        　あたしは弓道部からの追放。祥撫先輩は宣言通り、あたしを退部させた。今更、あのスポーツをする気にはなれないので、痛くも痒くもなかったけど。

        　弥江さんは口頭注意だけ。具体的な処分はなかったと言っていい。

        「祥撫には馬鹿にされるし、莉愛からは『他にやり方があったでしょう』と怒られるし、会長からは恩情をかけられるし……」

        　弥江さんはかなり苛立っていて、掲示板のポスターをドンッと殴った。完全に風紀委員長という立場を忘れている。

        　弥江さんは副会長や風紀委員長などの地位を捨てる覚悟をしていたようだけど、そうはならなかった。会長がそれをさせなかったらしい。

        　この人にとってはそれが一番屈辱的だろうな。

        「こんな失敗は人生で初めてよ」

        「あたしとしては、退部で済んでラッキーですけど」

        　てっきり学校にはもういられないと思っていただけに、弓道部からの退部という処分で済んだのは予想外だった。

        「祥撫に感謝しなさい。弓道部を退部させるから、それで大目に見ろって会長に掛けあってくれたのよ」

        「えっ！」

        　あの他人のことなんてどうでもいいと考えている祥撫先輩が、そんな面倒ごとをしてくれたなんて、かなり衝撃的だった。

        「あの子なりに、あなたを気にかけていたんだと思うわ。まあ、会長に余計な借りができたって、不機嫌そうにしていたけどね」

        　今思うと、あたしの勝手な行動を許してくれていたのは、事情を知っていた祥撫先輩なりの同情だったのかもしれない。

        　事実が明るみに出るのを恐れていたのも、きっとあたしがこうなるとわかっていたからだ。

        　今度、お礼を言いに行かないと。

        「それに……莉愛と、附柴先輩が『寛大な処分を』と会長に頭を下げていたからね」

        「…………」

        　それについては何も答えない。弥江さんもあたしの気持ちを察したのか、それ以上の言及はしなかった。

        　あの騒動でケガをさせたのに、あたしは二人に謝罪をしていない。そして二人も、その必要はないと言ってくれているようだ。

        　正直、恨んでる。たとえどんな理由でも、あたしは弄ばれたと感じているし、それを許す気はない。

        　だから、お互い様ってことにしたい。

        　もう、関わることはないと思う。

        「ところで」

        　弥江さんが急に立ち止まったので、あたしもそれに習う。

        「なにか？」

        「あたしとあなたの関係についてだけど」

        　彼女が何を伝えようとしているかは、すぐに察したので「ああ」と頷いた。

        「安心してください。隠し通しますよ」

        　莉愛さんと同じく、弥江さんも政治家の娘で、しかも彼女は将来自分もそうなると公言している。

        　ここで変な噂を作ることは避けたいんだろう。

        「うまくやります」

        　任せろというように自分の胸を叩いたけど、弥江さんはなぜか首を左右に振った。

        「違うわ。隠さなくていいって言ってるの」

        「え」

        「あたしは隠すつもりはないから。あなたもそうして」

        　少しの間、あたしは言葉を失った。まじまじと弥江さんを見つめてしまう。

        　かっこいい宣言だ。とっても、彼女らしいと思う。でも――。

        「面倒なことになりませんか？」

        「いいわよ。それくらい、どうとでもできるわ。それともあなたは隠したいの？」

        　挑発的に首を傾けながら訊いてくるので、あたしは「まさか」と答えた。

        「好きですって告白したのは、あたしですよ」

        「なら、それでいいじゃない」

        　迷いのない言葉に思わず、クスッと笑ってしまう。

        「じゃあ、そうさせてもらいます」

        　絶対に面倒なことになるし、弥江さんの目指す将来にあたしはきっと邪魔になる。でも、彼女はそれでいいと言ってくれた。なら、あたしは甘えたら良いんだ。

        　弥江さんがコツコツと足音をたててあたしの前に立つと、急に胸元のリボンを掴んで、顔を寄せてきた。

        「わっ」

        「答え忘れていたわ。前にも言ったけど、これまでの不純同性交友については許してあげる。でも――」

        　彼女はキスができそうな距離のまま、とても怖い目つきで睨み付けてきた。

        「これからの不純同性交友については、絶対に許さない」

        　政治家というより軍人のような強い眼光で、彼女は宣言した。嘘や冗談じゃない。それがヒシヒシと伝わってきた。

        「……御意」

        　ふざけた返事をしたら、より強く睨まれた。でも彼女はそれでリボンをはなしてくれた。

        「弥江さんこそ、裏切らないでくださいね。あたしはもう、あんな思い、したくないんです」

        「当然でしょう」

        　政治家の約束なんて信じるべきじゃない。

        　でも、この人ならいいかもしれない。

        「手、繋いでください」

        　猫なで声でそうおねだりして右手を差し出すと、彼女は少しだけ赤面した。ただ、それを誤魔化すように首を左右に振ると、そっと手を繋いでくれた。

        　やっぱり温かい。

        　合図もしていないのに、手を繋いだまま、一緒に歩き出す。

        　同じ傷を負ったオフィーリアが二人。

        　あたしたちが漂い、流れ着く先はどこか、今はまだわからない。

        　

        　

        【完】









        第三幕【囚われの従者とラプンツェル】

        　

        　

        「お前なんて、私がいなきゃ、存在価値のない人間なのよ」
　人を完全に見下した態度で、幼少の頃から彼女は私にそう繰り返した。
　反論なんてできなかった。いや、そういう発想さえできなかった。両親からもずっと「お嬢様の言うことには絶対に従うように」ときつく教えられていたから。
　そして彼女も、私になら何をやってもいいと周囲から言われて育ち、そしてそれを当然と受け止めていた。なぜなら、そんな存在は彼女にとっては珍しくもない存在だったから。
　そういう多くの存在の中でも、彼女にとって私は便利なものだった。同い年で、同性。屋敷の中でも外でも、私は彼女に従事するように教えられていたので、常に側にいたから当然だ。
　幼少の頃から、彼女は私に無理難題を命じてきた。すごい高い木に登らせて、そこから飛び降りろだとか、わざと自分の持ち物を川の中に放り投げて、今すぐ取ってこいだとか。
　拒否することはできなかった。一度、どうしても無理で断ったら、頬をぶたれた。さらにはそれを両親に言われ、両親からもひどく叱られ、屋敷の物置に丸三日閉じ込められた。
　それ以来、私は彼女のどんな言いつけも全て従ってきた。
　高校三年生になった、今でも。

　１

「私、これから街に出かけるから、課題を全部片付けておきなさい」
　土曜日の朝、お嬢様は週末に学校から出された全ての課題を渡してきた。
「はい」
「それと部屋を掃除しておいて。最近、埃っぽいわ。ていうか、これくらい、あんたが自発的にやってよ。空気が汚れてるとか、わからないわけ？」
「申し訳ございません」
「あと制服も。週明けには綺麗なのを着ていきたいからアイロンをかけておきなさい」
「はい」
　屋敷にいた頃とは比べものにならないほどに狭い部屋。それが私とお嬢様に与えられた部屋だった。

        ベッドと学習机が二つずつあって、それ以外には収納スペースくらいしかない。　世間では『お嬢様学校』と呼ばれている華月女子高等学校の寮の一室。入学当初、お嬢様が「貧乏人が住むところみたい」と顔をしかめながら評したことを覚えている。
　そんな室内で彼女は立って見下しながら、正座をする私に命令を繰り返していた。
「晩ご飯の後に甘いものが食べたいから、適当に用意しておきなさい。まずかったら承知しないわ」
「わかりました」
　お嬢様はとりあえず言いたいことを言い終えたのか、そこで一息ついた。
　攻撃的なつり目に、少し高い鼻。セミロングの黒い髪。服装は、一目でブランドものとわかる洋服。そして、同じブランドのロゴがたくさん刻印されたバッグを肩から提げている。
「じゃあね」
「はい、いってらっしゃいませ」
「全部完璧にやっておきなさいよ。私に不快な思いをさせたら、ただじゃおかないから」
　きつく念を押してから、お嬢様は街へと出かけていった。
　彼女の足音が聞こえなくなってから、私は大きく息を吸い込んだ。

        いつもこうなってしまう。彼女にあの高圧的な態度で命じられているときは、息をしている気がしない。ずっと首を絞められているような、そんな窒息しそうな感覚に陥る。
　息を整えてから立ち上がり、彼女が散らかしていった室内を見渡して、どう掃除するかの手順を考える。
　掃除が終わったら、お嬢様の制服にアイロンをかけて、課題を片付ける。
　そう決めると、素早く取りかかった。

　全てのことを片付けたころにはお昼を過ぎていた。
「お腹、すいた……」
　そういえば朝ご飯を食べていなかった。その前にお嬢様が出かける準備を手伝わされて、そのまま命令されたから、食べることを忘れていた。

        　財布を手に取って、部屋から出た。
　この高校は全寮制で、全校生徒が寮で生活している。ただ、寮ではいろいろ縛りが多いから、土日になるとかなりの生徒が電車を使って少し離れたところにある街へ出かける。

        　そんな休日でも校内の食堂は開いているから、寮から歩いて数分のそこに制服のまま向かった。

        同じように昼食を食堂で済ますため、多くの生徒が学校への道を歩いている。

        いつもは制服姿の彼女たちだけれど、やはり休日らしい格好をしていた。
　そんな中、制服の私は明らかに悪目立ちをしていた。
　食堂ではパンと牛乳だけ買って、すぐにその場を後にした。とてもじゃないが、彼女たちと同じところで食事なんてできない。
　ただ、そのまま寮に戻るわけにはいかなかった。部屋での飲食はお嬢様が嫌いで、禁止されている。何かのきっかけでばれてしまったら、ただじゃすまない。
　だから逃げるように、中庭に向かった。
　学校名に『華』という文字が使われているから、中庭には多くの植物が植えられていた。ただ、そのせいか、一部の生徒から「不気味」と嫌われているらしい。
　そんな中にある一つのベンチに腰掛けた。
「……ふぅ」
　やっと落ち着けた。
　周りに誰もいない。そしてあの部屋でもない。ずっと続いていた緊張から解放された。その軽い気分のまま、パンに齧り付いた。
　自分でも驚くほどにお腹がすいていたようで、かなりの勢いで食べた。
　だから、気づかなかった。
「誰？」
　すぐそばに誰かが近づいていることに。
　声をかけられたことに、驚いて顔を上げると、目の前にすごく綺麗な女の人が立っていた。光沢のある金色の長髪が、まるで川のように腰まで流れている。細く整った輪郭に、青い瞳。

        童話に出てくるラプンツェルみたい。
　自分とは住む世界が違う人。それがすぐにわかった。彼女は、お嬢様たちと同じ側の人だ。
　即座に立ち上がって、腰を深く曲げて頭を下げた。
「ごめんなさいっ！　すぐにどきます！」
　そう謝って、パンや牛乳パックを抱えると、急いでこの場から離れようとした。

        そしてその彼女の横を通り過ぎようとしたときだった。
「待ちなさい」
　手首を掴まれて、止められた。
「え」
「あなたも華月の生徒なら食事の途中で席を立つなんて真似はやめなさい。それに、そこのベンチは誰のものでもないわ」
　凜とした声だった。
　刺さるような響きを持った、冷たい声。ただ、そこに悪意や怒気は感じられない。きっと、これが彼女の地声なんだと思う。
「いや、でも」
「あたしがどかしたみたいで嫌だから、座りなさい」
　断ろうとしたのに、こっちの意見を聞かずにそう命令してきた。
　やっぱり、この人もお嬢様側の人だ。命令することに慣れていて、それを疑っていない。生まれつき、そういう環境にいるに違いない。
　そうなると、私には断るなんてできなかった。言われるがまま、再びベンチに座った。
　彼女は私の隣に座ると、すぐさま俯いて、ゆっくりと瞼を閉じた。
「え」
　意外な動作に驚いて、声を漏らしてしまう。
　どうやら彼女はここに眠りにきたようだ。

        わざわざこんなところで……信じられない。確かに日向ぼっこはしやすいけど、寝顔をいつ誰に見られるかわからないのに。
　というか、それならやっぱり私はどこかへ行った方がよかった。隣で人が寝ている状況じゃ、落ち着いて食事なんてできない。
　彼女のよくわからないプライドのおかげで、いい迷惑だった。
　食べかけのパンと睨み合ってしまう。食べたいけど、隣にいる彼女の存在が気になって、そういう気になれない。
「……食べないの？」
「ひゃっ」
　急な問いかけに思わず身をすくめてしまう。隣の彼女が、細くうっすらと目を開けて、私を見ていることに気づかなかった。
「さっきはあんなに勢いよく食べていたじゃない」
「え、いや、あれは」
「みっともなかったわ」
　ひどい言われようだ。ただ、やっぱりそこに悪意や攻撃性は感じられなかった。単にそう思ったから口に出しただけ。

        そんな雰囲気だった。
「あたしが邪魔なら言いなさい。先客はあなたなんだから」
「い、いえ、そんな」
「ならさっさと食べなさい」
　なんだか噛み合わない。遠慮するなと対等な立場を見せつけたかと思うと、とんでもない命令口調。お嬢様のような、常に高圧的な態度とは違うけど、それだけに対処法がわからない。
　ここでモジモジと悩んでいても仕方ないと諦めて、さっきよりずっと控えめにパンを食べた。
　それに満足したのか、彼女は目を閉じて、再び昼寝に戻った。
「…………」
　その横顔を見ていると、本当に綺麗でびっくりする。顔の作りに無駄がない。たぶん、両親のどちらかがヨーロッパ系の人なんだろうというのが顔立ちでわかる。
　そんな彼女が、植物に溢れるここで昼寝をしている姿は、とても絵になっていた。
　それを意識した途端、自分みたいな野暮ったい女が、隣にいることが申し訳なくなった。
　パンを食べ終えると、そそくさと片付けて、逃げるように立ち上がった。挨拶をするほどでもないと思って、何も言わずに立ち去ろうとしたけど、そこで彼女がなぜか顔をしかめていることに気づいた。
　彼女は急にポケットからヘアブラシを取り出すと、長くて綺麗な自身の金髪をとかし始めた。

        よく見ると、彼女がとかしていたところは、確かに少し乱れていた。
「……なに？」
　足を止めてその姿を見てしまっていた私に、不機嫌そうに彼女が訊いてきた。
「え、いや、ご、ごめんなさい」
　そんな姿を見るのは良くない。立ち去ろうとしたけど、なんだか、足を進める気になれなかった。
　見ていられなかった、というのが本音。
「あ、あの」
　いつもなら絶対に自分から人に声をかけたりしないのに、どうしてこんな時に限って、それができてしまったのかは自分でも不思議だった。
　彼女はまだどこかへ行かない私へ鬱陶しそうな視線を向けた。
「だから、なに？」
　圧の込められた言葉に、半歩ほど退いてしまう。
　それでも、自分の右手を差し出していた。そして、そんなみっともなく震えている手に、彼女は首を傾げた。
「……か、か」
　言葉まで震えていた。
「か、かして、く、くださいっ」
「……これ？」
　彼女は手にしたブラシを私に向けながら、怪訝そうに確認してきた。
「……はぃ」
「――いいわ」
　一瞬、答えに間があった。でもそれは当然で、いきなり見ず知らずの、しかも私みたいな女にそんなこと言われても、嫌がるのが普通だ。
　でも彼女はベンチに背を預けたまま、ブラシを差し出してくれた。やはり震える手で、それを受け取ると、彼女の背に回った。
「髪に、さ、触っても、いい……ですか」
「髪に触らずにとかせるなら、やってみなさい」
「え、いや、できません……」
「なら、触っていいに決まっているでしょう。それを含めて、あなたにブラシを渡したわ」
　つまらないことを訊くなという態度だったので、また謝ってしまう。
　そっと髪に触れた。その瞬間、わかる。とてもよくケアされた髪だ。手のひらにのせると、流れるように零れおちていく。一本一本が綺麗で、全体的に艶がある。
　すごい。
　そして、そんな髪の中に少し癖のあるところを見つけた。彼女はさっきからここを気にしていたんだ。
　私はその近くに、そっとブラシの毛先をいれた。そして、ゆっくりとブラシを流していく。髪の毛が傷まないように、引っかかったりして彼女が痛がらないように、気をつけて。
　確かに癖がある。でも、全然大したものじゃない。気になるのは、それ以外のところが、完璧すぎるから。
　この黄金の、宝石の川みたいな髪が、逆にそこを引き立たせてしまっていた。
　そこを周りの髪と同様に整えていく。とかしていても、ブラシをしている感覚がない。それほど、彼女の髪は艶やかだった。
「……で、できました」
　髪を自然な形にして、そう告げた瞬間、もう終わってしまったことにすごく残念な気持ちになった。
　彼女はそれに対し、しばらく黙っていた。背中からじゃ表情がわからないので、その沈黙が怖かった。何か、気に障るようなことをしてしまったんじゃないかと、自然と汗が出てくる。
「……すごいわね」
「え」
「髪に触れられている感覚すらなかったわ。あなた、慣れているの？」
「あ、はい」
　お嬢様の髪を今みたいに整えるのは仕事の一つだ。今朝もした。ずっとそうしているから、慣れていて、さっきの彼女の手つきが見ていられなかった。
「そう。いい腕よ」
「あ、ありがとうござい」
「じゃ、ブラシを返して。それ、大切な物なのよ」
　とんでもなくマイペースな人。まさか感謝の言葉まで遮られるなんて思わなかった。
「は、はぃ」
　ただ、こういう人に命令されると反射的に従ってしまう。ブラシの柄についた汗を拭き取ってから、彼女に返した。
　彼女はそれをしまうと、後ろに立った私に視線だけ向けた。
「行かないの？」
　そう言われて、自分が立ち去ろうとしていたことを思い出した。
「し、失礼しますっ」
　足早に立ち去ろうとしたのに、また手首を掴まれた。今度も「ひゃっ」と声をあげてしまうけど、彼女は気にしてないようだった。
「名前」
「え、あ」
「あなたはそんな間抜けな名前なの？」
　こっちが戸惑って声を詰まらせてしまっているのに、彼女はそんな意地悪を言ってくる。
　そもそも『名前』しか言ってない。それを『あなたの名前は何ですか』と解釈しろというのは、なんというか、マイペースを通り越していて、ちょっとワガママだ。
「す、須す井いです。須井、芙ふ蓉よう」

        それでも癖で、素直に答えてしまう。
　彼女はそれを聞き終えると満足したのか、手首をはなした。
「覚えておいてあげるわ」
　そんな傲慢な宣言とともに。

        　

        　２

　休日が終わって、学校が始まっても私の日常に大きな変化はない。
　もともと、私に本当の意味での『休日』なんてない。常にお嬢様の身の回りの雑用をこなすことが、子供の頃から続いていて、ここを卒業するまで終わらない。
　教室の隅で、じっと一人で席に座って休み時間を過ごす。周りでは同級生たちが、笑顔で話に花を咲かせていた。
　この校内で、好き好んで私に関わろうとする人は少ない。それは私が『乙おと霧ぎり蒼そうの付き人』ということが、認知されているから。

        みんな、私に関わってお嬢様の機嫌を損ねるのを恐れている。
　だから、休み時間であっても、私は一人でこうしていることがほとんどだ。

        それでも、お嬢様とはクラスが違うから、このときだけは解放されている。
「須井さん」
　そう声をかけられたから顔を向けた。
　そこに立っていたのは、黒い髪を首くらいまで伸ばした同級生。着ている制服に、しわ一つなく、汚れもついてないのが、彼女の真面目さを表していた。
「染そめ井いさん……」
　クラスメイトの染そめ井い佳よし乃のさんだった。みんながあえて避けている私に堂々と話しかけてくる生徒なんて、このクラスでは彼女だけだ。
「隣、座ってもいい？」
　染井さんは私の隣の席を指さした。ただ、そこは私の席じゃなくて、クラスメイトの席だから私には許可することなんかできない。
「さ、さあ」
「そ、そうだよね」
　別に勝手に座ってもいいと思うけど、彼女は教室をキョロキョロと見渡して、机の主を探した。

        ただどこかへ行ってしまっているようで、彼女は結果として、律儀にそのまま立っていることを選択した。
「あの、前にお願いしていた件なんだけど」
　声を潜めて、周りには聞かれないようにそう切り出してきた。胸が詰まって、とっさに頭を下げた。
「ご、ごめんなさいっ！　やっぱり、できないっ」
「え、でも」
「やっぱり、許可がでなくて……」
　頭を下げたまま、そう説明すると染井さんは「そっか……」と落胆した。それにまた胸が締め付けられる。

        肩に罪悪感がのしかかってきて、頭を上げることができなくなった。
「あのね、須井さん」
　染井さんはしゃがむと、私の両肩を掴んで顔を上げさせた。
「前にも言ったけど、相談して。クラスメイトとしても、生徒会長としても、あなたと乙霧さんの関係は見過ごせないの」
　さっきよりも声を潜めて、クラスメイトの誰にも聞こえないようにそう持ちかけられた。もちろん、即座に首を左右に振る。
　そんなこと、できない。
　染井さんはずっと、私とお嬢様の主従関係をよく思っていない。ことあるごとに、こう言われるけど、そんなことできない。

        私はお嬢様のおかげでこの高校に通えている。もし、お嬢様が私のことをいらないと言えば、路頭に迷うだけだ。
「でも……」
「ありがとう……でも、できない、から」
　もう何度目になるかわからない拒否をすると、染井さんは眉を寄せて難しい顔をした。
「わかった……」
　そう言って立ち上がると、ため息をついた。みんなと同じように私のことなんていないように扱えばいいのに、真面目な性格のせいでそれができないんだろう。

        だからこそ、生徒会長も務まっているんだろうな。
「でも、例の件は諦めないからね。須井さんしかいないんだからっ」
　両手をぐっと握って、そう宣言してくる。
「そんなことないと思うけど……」
「ううん、そんなことあるの。きっと、須井さんが適任よ」
　一体、染井さんが私の何をそんなに買ってくれているのかわからない。
「今日は諦めるけど、また来るからね」
　染井さんが不屈の姿勢を見せてから踵を返したところで、私は「あの」と声をかけていた。

        「え？」
　私が彼女を止めるなんて初めてで、随分と驚かせてしまった。
　それは私も同じで、まさか自分がこんな突拍子もない行動をとるとは思わなかった。
　ただ、染井さんなら知ってるはず……。
「長くて綺麗な、金髪の生徒って……知ってる、かな？　あの、えぇーと、ハーフだと思うんだけど」
　あの人のことが気になっていたから、質問してみた。染井さんは生徒会長ということもあって顔が広いから、知ってるかもしれないと思った。
　ただ私の質問に、染井さんは大きく目を見開いて驚いた。
「まさか、竃山さん？」
「え？」
「マイペースな人でしょう？」
　間違いないと思って、こくんと頷いた。
「なら、その人は竃山祥撫さん。知らない？　生徒会の一人なんだけど」
　どうやら校内では有名人みたいだけど、交友関係の無い私にはわからない。
「竃山さんがどうかしたの？　というか、もしかして何かされたりした？」
　顔つきが一瞬で真面目な生徒会長の顔になった。きっと私を案じてくれているんだと思うけど、とんでもない。
「ち、違うのっ。ちょっと、知り合って……名前、私のは教えたんだけど、聞けなくて……」
　すると染井さんはまた驚いた顔をした。

        さっきから、百面相だ。
「竃山さんが訊いてきたの？」
「え、う、うん」
　染井さんはその返事に瞼をぱちぱちと開閉させていた。とんでもないことが起こったとでも言いたげだ。
「そう……」
　そして顎に手をあてて、何か考えこむと、今度はにっこりと笑った。
「ありがとう」
　それを言うのは私なはず。だけど染井さんは、なぜかステップでも踏みそうなほどの上機嫌で自分の席に戻っていった。

　３

「あいつら、私より他の連中がいいんですって」
　お昼休みの食堂。和気藹々とした雰囲気の中、私とお嬢様の周りの温度だけが、冬のシベリアみたいに低かった。
「……見る目のない、くずです」
「繰り返して」
「見る目のない屑です」
　さっきより淀みなく、力強く繰り返すと、お嬢様は満足したようで、唇をつり上げて笑った。
「お前よりはマシでしょうけどね」
　そう貶すことを忘れない。
「はい」
「ま、お前のところは一族揃って屑ばかりだから、あいつらより圧倒的に上よ。お前は屑の血筋から生まれた、血統書付きの屑よ」
　とても嗜虐的な笑み。子どもの頃からずっと変わらない、彼女が上機嫌なときの表情。
「……はい」
　否定しない。言われ慣れたことだから。
　彼女は従順な私の態度に頷いて、サンドウィッチを頬張った。ちなみに私の昼食はない。以前にお嬢様から『私の前では食べるな。気持ち悪い』と言われている。
　普段は昼食の時間はお嬢様は友達と過ごすことが多いけど、今日はその友達が別のグループと食事をするらしい。

        お嬢様はそのグループが嫌いなので、参加されなかった。
「ところでお前、あいつの誘いは断ったのよね？」
　お嬢様が急に目つきを鋭くさせて確認してくるので、素早く頷いた。
「もちろんです」
「そう。あの下民、人の所有物を借りようだなんて、身の程知らずだわ」
　ふんっと鼻を鳴らすと、お嬢様が勝ち誇ったような笑みを浮かべた。
「生徒会長だかなんだか知らないけど、調子に乗って……まあ、困ればいいわ」
　この高校では生徒会長はかなりの権限を持っていて、その一存で部活の存続、生徒の退学まで決められるらしい。だから、染井さんはみんなに一目置かれている。
　でもお嬢様は染井さんのことを毛嫌いしていた。理由は、名家出身じゃないから。このお嬢様学校にも中流階級の家庭の生徒は多くいて、お嬢様は彼女たちを見下していた。
「下民は下民らしく、地べたを這いずり回ればいいのよ」
　特にそういう出自なのに、生徒会長になっている染井さんのことは特に。
「学校行事だかなんだか知らないけど、どうしてそれに私が力を貸さなきゃいけないわけ？　知ったことじゃないわ」
「はい。私もそう思います」
「お前の意見なんてどうでもいい」
　同意しないと怒られると思ったから口にしたけど、それがかえって駄目だったらしい。頭を下げて謝罪した。
「とにかく、あの女はしつこいから誘いは絶対に断りなさい」
「はい」
　誘いを受けたのは生徒会の手伝い。

        うちの学校の生徒会はかなり忙しい。そこで染井さんは、バックアップメンバーが欲しいらしく、それを私にお願いしてきた。
「というかっ！」
　お嬢様がバンッとテーブルを叩いた。
「なんでお前なわけ！　私が手伝ってあげるって言ったときは、あいつ、断ったのよ！」
　悔しさを表すように、手がぎゅぅっと握られていく。
　そう、それは春の出来事で、お嬢様がその生徒会の手伝いをしようと申し出たら、染井さんから「今は大丈夫」と断られた。
「はい、失礼な話です」
「そう！　だから、絶対に断りなさい！　どうしてもって言うんなら、あのときのことを土下座して謝罪してからよ！」
　いくらなんでもと思うけど、お嬢様は本気だろう。屈辱を許す人じゃない。きっと染井さんが本当に土下座しても、許さないはずだ。
　お嬢様が激情を爆発させたときだった。
　校内放送を告げる鐘の音がして、すぐに放送が流れた。
『生徒会の竃山さん。至急、生徒会室へお越しください。繰り返します――生徒会の竃山さん、至急、生徒会室へお越しください』
　染井さんの声だった。しかも、呼び出したのは例の竃山さん。

        生徒会で何かあったのだろうか？
「偉そうに放送なんかして。不快だわ」
「……そうですね」
「それに竃山ですって？　下民は高利貸しが好きなのね」
「……高利貸し？」
「そう。竃山の実家は銀行よ」
　お嬢様の話によると、竃山さんの父親は大手銀行の頭取らしい。しかも、誰もが聞いたことがある、日本を代表する銀行の一つ。

        そして母親がイギリス人で、彼女は日本とイギリスのハーフ。
　それを聞いて、全てに合点がいった。あの見た目も、髪も、そして態度も。
「あの方が」
　そんなことを思わず漏らしたのがいけなかった。私の独り言をお嬢様が聞き漏らさず、目をつり上げた。
「は？」
「あ、いえ」
「誤魔化すな。お前、竃山と話したの？」
　言葉に怒気が含まれている。まずい、これはかなり怒っている。
「い、いえ、あの、た、たまたま」
「はっきり言いなさいよっ！　愚図っ！」
　お嬢様が今日一番の大声をあげて、またテーブルを叩いた。その威圧で身をすくめてしまう。
「……す、少しだけ」
　どんなことを話したかなんて言えなかった。当然、髪をとかしたことも。
　それでもお嬢様は許せないらしく、犬歯が見えるほどに奥歯を強く噛んで、体を震えさせていた。
　そして、コップの水を私の顔に向けて、全てぶちまけた。
　冷たい水が顔だけじゃなくて、前髪や制服の胸の部分までかかって、ずぶ濡れになった。顎先から、水滴がぽたぽたとスカートに落ちていく。
「勝手なことをするなっ！　お前は私の命令に従っていればいいのよっ！」
　お嬢様はそう怒鳴ると食べかけだったサンドウィッチをおいて、食堂から出て行った。
　周囲にいた生徒たちが私たちのやりとりを遠目に見て、ひそひそと何か話している。
　ただ、それら全部、どうでもよかった。
　よくあることだから。

        　

        　４

        
　放課後が一番、時間を持て余す。
　お嬢様は部活で、その間、私は教室で待機するよう命じられているから。早く寮に帰ってしまいたいとは思うけど、部活が終わったお嬢様の荷物持ちという仕事があるのでそうもできない。
　だから、誰もいない教室で座って、時間が経つのをじっと待つのが日課だった。
　夕日が差し込む教室には私が一人だけ。この高校は全校生徒が、部活か委員会に所属することが義務づけられているから、放課後に暇をしている生徒なんて私くらい。
　私も一応、お嬢様と同じ部活に所属しているけど、彼女から「お前は出なくていい」と出席を禁じられている。
　あまりに暇で、今日の授業の復習でもしようとノートを開いたときだった。
「いたぁ！」　
　教室の入り口で、見覚えのない女生徒が私を指さしてそう叫んでいた。
「……へ？」
　何が何だかわからず、そんな声を上げる私を無視して、彼女は廊下に向かって「いたよー！　全員、しゅうごー！」と号令をかけた。
　すると、バタバタという足音がいくつも聞こえてきて、教室の前に五人の生徒が集まった。
「え？」
　彼女たちは一挙に教室に入ってくると、座っている私を取り囲んだ。
「ずばり！　須井芙蓉先輩ですか？」
　集合をかけた女生徒が、そんな確認をしてくる。先輩なんて敬称をつけられたのははじめてだ。
「そ、そうですけど……」
「よっしゃ！」
　それだけの返事で彼女たちは声を上げて喜んだ。
　そして急に私の手を取った。
「来てください！　うちの部長がお待ちなんです！」
　強い力で引っ張られて焦りつつも、私も踏ん張った。
「え、だ、だめです！　私、ここで待つようにって」
　お嬢様に言われてるんですと続けようとしたけど、周りにいた生徒も一斉に加勢してきて、私を引っ張る。
「え、あ、ちょっと」
　抵抗しようとするけど、数の力であっさりと負けてしまい、囚人みたいに抱えられて連行される。
「先輩すいません」
「私たちも命令で逆らえないんです」
「とりあえず来てください」
「悪いようにはしません」
「文句は部長に。言えるものなら」
　そんなことをそれぞれ矢継ぎ早に言ってくる。彼女たちの目的はさっぱりわからないけど、彼女たちも誰かから私を連れてこいと命令されているようだ。
　自然と抵抗する力が弱くなってしまった。
　そういう気持ちはよくわかるから。

　連行されたのは弓道部の部室だった。
　五人の彼女たちが部室の扉を勢いよく開けて、私の背中を押しながら中に入っていく。
「部長！　お連れしました！」
　部室の中には一人だけいた。広い部室の真ん中に用意されたソファーに座って、肘をついて私たちの様子を見ていたのは、あの人――竃山さんだった。
「……遅い」
　そして私を取り囲む五人に対して、そんな手厳しい声を浴びせる。
　ただし、それを気にする彼女たちではないようで、全員がぷぅっと頬を膨らませた。
「えー、がんばったのにぃー」
「褒めてくれてもいいじゃないですか」
「遅かったのは芙蓉先輩が抵抗したからしょうがないですよ」
「というか、まずはご苦労とか言ってほしいです」
「私は部長の言葉ならなんでも嬉しいですけど」
　彼女たちがさっきのように矢継ぎ早に意見しても、竃山さんは「うるさいわ」と一蹴した。
「もういいから、早く部活に戻りなさい」
　しっしっと竃山さんが手をパタパタさせると、五人は頷いた。そして部屋の隅に置かれていたパイプ椅子をソファーと向き合うように設置すると、それに私を座らせた。
「え、ちょっと」
　竃山さんと向き合うように座るのが気まずくて、また抵抗しようとしたけど、五人全員に肩を押さえつけられた。
「では部長、これで」
「また何かあったら言ってください」
「芙蓉先輩、お帰りはご自分でお願いします」
「お茶も出せなくてすいません」
「でも部長と二人でお話しできるなんて羨ましい」
　言いたいだけ言うと、バタバタと足音を立てながら部室を出て行った。
　喧噪から静寂に変わった部室に、私と竃山さんが残された。
「まったく、騒々しい……」
　彼女たちが去って行った方を見ながら、竃山さんがため息をついた。
　しかし、その視線をすぐに私に戻す。
「久しぶりね」
「え、あ、そう……ですね」
　正直、竃山さんがどうして私をここに呼んだのか、まるでわからなかった。だから返事に困ってしまう。
「あ、あの、どうして私を」
「あの女がね」
　こちらが質問しようとしたのを遮って、竃山さんは話し始めた。
　本当にマイペース。
「あの女？」
「染井よ。染井が、急に私を呼び出したの」
　忌ま忌ましそうに顔をしかめる竃山さん。生徒会のメンバーだから、会長に呼び出されるのは仕方ないんじゃないかと思うけど、彼女の出自を考えると、許しがたいんだろう。
「何を言い出すかと思ったら、あの女、生徒会のバックアップメンバー選出の責任者に私を任命したの」
「え」
「断ったのだけど……あれには借りがあってね、押し切られたわ」
　自分の髪をさらさらと撫でながら、とても艶っぽいため息をついた。
　そして、昨日と同じように半目で私を見つめる。
「あなた、染井から誘いを受けているそうね」
「……え、でも」
「染井にね、目をつけている奴はいないのかと聞いたら、あなたの名前を挙げたわ」
　染井さん、一体何を考えているんだろう？
　確かに、染井さんから生徒会の手伝いの誘いを受けていた。でも、それは再三に亘って断っている。今日も『諦めないから』と宣言していたけど、それに竃山さんを巻き込むなんて……。
　今日の別れ際に見せた染井さんの笑顔が頭によぎった。
「それで、どう？」
「ど、どうって」
「生徒会の手伝いよ。やらない？」
　首を横に振ろうとしたのに――。
「あたし、面倒ごとは早めに終わらせたいの。いいわよね？」
「だ、駄目ですっ！」
　とんでもなく強引に了承をとられそうになったので、すぐに立ち上がって、首を左右にぶんぶんと振った。
　竃山さんはそんな私を相変わらず半目で見ながら、首を小さく傾げた。
「なぜ？」
「な、なぜって」
「面倒だから？」
「ち、違います」
　そんな失礼なことは思ってない。むしろ、この学校の生徒会はかなり優秀な生徒で構成されているから、それの手伝いができるなんて光栄なことだ。

        だからこそ、あのお嬢様が自薦したんだから。
　それに染井さんには色々とお世話になっていて、恩返しがしたいとも思ってる。
　でも、できない。
「なら、なぜ？」
「……無理です。ごめんなさい」
　彼女はその返答に満足せず、違うわと、首を小さく振った。
「あたしは、理由を聞いているのだけど」
「……できません」
「――なぜ？」
　どうしてそんなに理由を聞きたがるのか、まったくわからない。できないって言ってるんだから、それで納得して欲しい。
　罪悪感と恐怖心を抱えながら、私は俯いた。
「……他に、いい人がいると思いますよ」
　実際そうに決まっている。世間からは『お嬢様学校』なんて呼ばれている高校だ。英才教育を受けてきた子がたくさんいて、生徒会の手伝いなんて大切なことは、その人たちに任せた方がいいに決まってる。
　突然、ボスンッ！　という鈍くて大きな音が室内に響いた。びくっとして顔を上げると、竃山さんが顔を伏せて、拳でソファーを殴っていた。
「……気にくわないわ」
「え」
「面倒だと言われれば、それまでよ。でも、あなた、さっきから『できない』とか『無理』とか、そんなことばかり。挙げ句には他をあたれですって？」
　そんなきつい言い方をしたつもりはない。慌てて否定しようとしたけど、彼女に睨み付けられて、息が止まりそうになった。
「やりたいかどうかで答えなさい。あなたの意思で、喋りなさい」
　竃山さんは断られたことよりも、私の曖昧で逃げ腰な答えに苛立っているようだった。
　私の、意思……。
『お前の意見なんてどうでもいい』
　ふいに、昼休みにお嬢様に言われた言葉が蘇ってきた。
　今日だけじゃない。今までずっと、私の意見なんて求められたことなんてなかった。私はお嬢様の命令をきいていればいいだけなんだから。
「どうなの？」
　黙ってしまった私に竃山さんが追い打ちをかけてくる。
　やりたいか、やりたくないか。そんなの、答えは決まっている。
「――――っ！」
　でもそれが言えなくて、急いで立ち上がると、走って弓道部の部室から逃げ出した。
　髪を振り乱しながら、少しでもあそこから、彼女から距離をとるために廊下を全力疾走した。
　あのままだときっと、本心を口にしてしまっていた。
　でもそれは駄目だ。
　そんな命令、されていない。
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　染井佳乃が騒がしい弓道部の五人組に捕まったのは、夕日の差し込む廊下だった。
　今日は生徒会の仕事もなくて、校内の見回りをしていた。それが終わりかけていたときに、竃山祥撫に懐いていることで有名な下級生たちに囲まれてしまった。
「部長がすっごく怒ってます」
「いますぐに生徒会長を連れてこいって言われました」
「ですから、すぐに部室に来てください」
「あんまり部長を怒らせないでください」
「怒った部長も素敵なんですけど」
　五人組に制服を引っ張られながら、弓道部の部室に連れてこられた。
　部室の中にはソファーに座った祥撫が、不機嫌なオーラを纏いながら、足を組んで窓の外を見つめていた。
　五人は佳乃を座らせると「それじゃあ、これで！」と声を揃えて、逃げるように退室していった。
　残された佳乃はしばらく、外を眺めている祥撫の出方を待った。
　ただ、彼女は不機嫌そうに眉を八の字にしたまま、一向に何も言わない。
「……お呼びだったんじゃないんですか」
　同じ生徒会のメンバーでも、佳乃と祥撫は多くの交流はなかった。だから、この呼び出しが決して良い理由じゃないことは火を見るより明らかだった。
「……どういうつもり？」
「須井さんのことですか」
　その名前を出した途端、祥撫が佳乃の方を向いて、今にも怒鳴りそうな顔つきになった。
「あれはなんなの。知ってるでしょう、ああいうタイプが大嫌いなの、あたしは」
　いつもはマイペースにしか話さず、人を怒らせることはあっても、怒ることなんて滅多にない祥撫が珍しく感情をむき出しにしたことに、佳乃は驚いた。
　あわない二人だと思ったけど、ここまでとは予想を超えていた。
「ちっとも自分の意見を言わないの。どうかしているわ」
「……みんながみんな、竃山さんみたいに生きてるわけじゃないですよ」
「ただ『やりたくない』と言うだけじゃない。それを『できない』だの『無理だ』だの、苛々したわ」
「やっぱり、そうでしたか」
　佳乃としては、祥撫がここまで怒るということを除いては予想通りだった。
　須井芙蓉を生徒会のバックアップメンバーにしたいという願いは、佳乃の中でずっとあった。ただ自分ではどうにもできそうにないので、彼女と面識を持った祥撫に任せてみた。
　それでも芙蓉の答えは変わらないと思っていた。ただ、何か変化が起きたらと期待してのことだった。
「とにかく、あれは駄目よ。他に候補はいないの？」
「あ、選出は続けてくださるんですか？」
「引き受けたと言ったでしょう」
「ただ、私は須井さんしかいないと思ってます」
「だから」
「竃山さん、乙霧さんをご存じですか？」
　佳乃はこのとき初めて、祥撫の言葉を遮った。
　ただその勇気を出した甲斐はあったようで、彼女の眉がピクッと、その名前に反応した。
「乙霧蒼？」
「よかった、ご存じだったんですね」
「さすがにね」
　祥撫は基本的に、この気ままな性格のせいで、人の名前を覚えない。佳乃だって生徒会長になって初めて覚えられた。

        ただ、未だに生徒会の他のメンバーで名前を覚えてない生徒が多数いる。興味がないらしい。
　その彼女が知っていた。しかもフルネームで。
「須井さんは、乙霧さんの付き人らしいです」
「……付き人？」
「はい」
　そこから佳乃は、彼女が知る限りの芙蓉のことを教えた。
　芙蓉の存在を知ったのは、クラスメイトになった今年のこと。教室の隅で目立たないようにしている彼女に、声をかけたのが始まりだった。
　佳乃としてはそういうクラスメイトとも仲良くしたかったし、生徒会長としても無視できなかった。
　しかし、その後、別のクラスメイトから『彼女には関わらない方がいい』という忠告を受けた。
　彼女が乙霧蒼の付き人だからだという。
「須井さんのご両親は多額の借金を、乙霧さんのお父さんにしているそうです」
　そして、それが芙蓉を縛っている。
　彼女の両親は彼女が生まれる前から、とても自力では返済できない額の借金を背負って、それを乙霧の家に借りた。そして返済の見込みのないことから、住み込みで働き、少しずつ返していた。
　しかし、そんなことでは到底足りない金額だった。

        そんな中、芙蓉が生まれ、蒼が生まれた。
　蒼の父親は、生まれたばかりの一人娘が何一つ不自由しないよう暮らして欲しいと願い、芙蓉の両親にこう持ちかけた。
『芙蓉を蒼の付き人にしろ』
　彼女の父親は、娘が常に余計な努力をしなくて済むように、それを肩代わりできる存在を求めた。そしてそれが、蒼と同時期に生まれた芙蓉だった。
　本来であれば、そんなことは了承できるはずもないが、借金のせいで芙蓉の両親は拒否できなかった。
　それに借金の返済だけではなく、かなりの現金も彼らには手渡された。
　芙蓉の両親は、娘を売った。
「以来ずっと、須井さんは乙霧さんの付き人で、どんな命令でもきいているそうです。子供の頃から、今までですよ」
　蒼は芙蓉を物のように扱い、彼女に絶対服従をさせていた。
　身の回りの世話だけではなく、彼女の行動にも制限をかけ、人と関わることや、出かけることさえ禁止している。
　明らかに歪な関係なのに、周囲に止められる人間はいなかった。
「乙霧さんの家、評判が悪いんですね」
「成り上がりの商売人で、評判のいい奴なんていないわ」
　この『お嬢様学校』には、本当の『お嬢様』と、中流家庭出身の子が混在している。佳乃は後者で、祥撫や蒼は前者だった。
「あの家に積極的に関わろうとする人間は少ないでしょうね。その父親の悪い噂も、聞かないわけではないわ」
「そうなんですか」
「黒い噂なんて、どこの家にもあるものよ」
　それは中流家庭出身の佳乃にはよくわからない感覚だったが、祥撫からすれば珍しくもないことなんだろう。
　祥撫は自分の金色の髪を、指に絡めて掬いあげると、ため息をついた。
「犯罪ぎりぎりの手口で色々しているらしいわ。うちは信頼の問題もあって、取り引きしていないけど。それで嫌われているとも聞いたわ」
「……そうなんですか。まさかっ、乙霧さんに何かされたり」
「ないわ。ま、すれ違う時に睨まれるだけよ」
　それはひどい話だと思ったけど、祥撫自身は全く気にしていないようだった。まるで「よくあることだ」とでもいう態度だ。
　だから佳乃は踏み込むのをやめた。
「須井さん自身、ご家庭のこともあって抗えないようですが……私は、見過ごしたくないんです」
「……だから、なんだというの」
「生徒会長として、彼女には少しでも、この高校に入って良かったと思って欲しいです」
　佳乃も芙蓉ももう三年生。あと半年ほどで卒業してしまう。きっと、芙蓉はこのまま卒業しても、高校の思い出は辛いものばかりだろう。

        そんなの、あまりにひどいことだ。
　佳乃はキッと目をつり上げ、はっきりと口にした。
「それに――乙霧さんの横暴も、見過ごせません」
　今のところ、彼女は具体的に何かの問題を起こしたわけではない。いや、芙蓉に対する数々の仕打ちは罰するべきだけど、当人が被害を訴えていない以上、生徒会長といえど手が出せない。
　そんな佳乃の決意を、祥撫は面倒くさそうに半目で見ていた。
「それは、あたしには関係ないわ」
　そう言われるのはわかっていたので、佳乃も落胆はせず、クスッと笑った。
「ええ、わかっています。これは生徒会長として、私の問題です」
　そして椅子から立ち上がると、ぺこりと頭を下げた。
「だから、バックアップメンバーのことはお願いします」
　そして顔を上げて、少し意地悪そうに笑顔を見せた。
「須井さん以外、私は候補をしりません。あとは竃山さんにおまかせします」
　祥撫はその答えや笑顔の真意を汲み取って、はぁとため息をついた。
　そして半目のまま、どこか恨めしそうに呟いた。
「借りなど、やはり作るべきではないわね……まったく、先代と月蔭のせいで、いい迷惑だわ」
　祥撫は基本的に人の命令なんて決してきく性格ではない。

        それでも今回、彼女が佳乃の依頼を引き受けたのは、以前に弓道部の部員である月蔭が起こした騒動のとき、佳乃が彼女の頼みを聞き入れて、処分を大目にみたという背景があるから。

        実は佳乃自身はそれを貸しだと思っていない。あの騒動の処分については、彼女も頭を抱えて、祥撫からの申し出はむしろ助け船だった。

        だから、祥撫がそう感じているだけだ。
　ただ、今はそれが心強い。
　気ままで、傲慢で、強気な祥撫。そして卑屈で、臆病で、弱気な芙蓉。
　この出会いは、偶然じゃない。
　佳乃はそう確信していた。
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        逃げた。
　その罪悪感は思っていた以上に、私の心を蝕んでいた。
　そんなことしてもどうにもならないのに、ギュッと自分の右胸を抑える。
『あなたの意見を言いなさい』
　昨日、竃山さんに言われた言葉が、頭の中でずっとリピートされていた。振り払おうとしても、ちっとも消えない。
　今まで、そんな機会がなかったからかもしれない。
　でも、それでいい。そういう存在なんだから。
　お嬢様には昨日のことは秘密にした。また竃山さんと関わったことがばれたら、ひどい目にあうに決まっている。自分の意思でなかったとしても、容赦はしてくれないはずだ。
　そして昨日と同様、私は逃げていた。
　放課後、いつものように教室にいたら、また昨日の五人組が来そうで怖かったので、今日は潜伏場所を変えていた。
　図書室の隅で、目立たないように文庫本を広げていた。
　何人かいる生徒はみな自習していて、各所で鉛筆がカリカリという音をたてていた。
　お嬢様学校とはいえ、大学の付属高校じゃないから受験生も当然いる。
　ただ、中流家庭出身の生徒はそうだけど、出自がしっかりしていると、そういうところも保証されていることが多い。お嬢様なんて特にそうで、もう入学する大学は決まっている。
　受験も受けるけど、あくまで形式上だ。この高校だってそうやって入学した。
「ま、私には関係ないか」
　受験も進学も関係なかった。だから受験生たちの殺伐とした精神とも無縁で、そこは良かったかもしれない。
　文庫本に視線を戻したときだった。
「何が関係ないの」
　頭の中でリピートしていた声と、同じ声が飛んできた。
　びっくりして顔を上げると、向かい側の席に竃山さんが気怠そうに座っていた。
「え、あ、え」
「うるさいわ」
　驚かしてるのはそっちのくせに。
「ど、どうして」
「あの五人だけじゃないのよ、弓道部は」
　竃山さんは図書室のカウンターにいた生徒を指さした。中性的な顔立ちで、メガネをかけた彼女はこちらを向いて、はにかんでペコリと頭を下げると、口パクで「ごめんね」と謝ってきた。
「あれは以前まで弓道部にいてね。今はワケあって図書委員をしているの。あなたがここに来たこと、知らせてくれたわ」
　つまり、私は竃山さんの手先がいる中にまんまと入っていってしまったということだ。
　自分の思慮の浅さに絶望する。校内で強い力を持つ竃山さんから逃げ切れるなんて考えるのが駄目だった。
「返事」
「は、はい？」
「返事をまだ聞いていないわ」
　それが何に対する返事かわからないほど、のろまじゃない。ただ、口に出すのはやっぱり憚られて、膝の上で手を遊ばせてしまう。
　竃山さんは昨日の怒りなんて忘れたみたいに余裕で、私を睨み付けるどころか、気怠げに頬をついていた。
「……どうして、ですか？」
「うん？」
「どうして、私なんですか？　染井さんも、理由は教えてくれなくて」
「…………」
　生徒会のバックアップメンバーは私じゃないと駄目ってことはないはずで、どうして彼女たちが私に拘るのか、それがわからない。
　染井さんは理由を教えてくれなかった。竃山さんはもしかしたら理由を聞いてるかもしれない。
　彼女はしばらく黙っていたけど、首を小さく傾けた。
「さあ？」
　まるで悪びれた様子もなく、彼女はその答えを持っていなかった。
　いやいや、それはあんまりだ。
「じゃあ、私じゃなくても、いいじゃないですか」
　何かどうしても私じゃないといけないなら、再考しないといけないけど、明確な理由もないなら、他の人を当たって欲しい。
　竃山さんは表情を変えず、あろうことか「それもそうね」なんて同意までしてきた。
　本当にマイペース。
　じゃなくて。
「だったら、私はできません」
　ここまで言えば、諦めてくれるかもしれない。非は私じゃなくて、竃山さんと染井さんにあるんだってことにしちゃえばいい。
　竃山さんは「そうね」と、相変わらず自分のペースを崩していなかった。
　むしろ、どこか上の空。
「あ、あの、聞いてます？」
　彼女はその言葉に反応せず、自分の髪の毛をくるくると指に巻き付けていた。
　細い人差し指に、金色の毛糸が絡まっているみたいで、思わず目を奪われる。
「……やっぱりだめね」
「え？」
「今日は自分でやってみたのだけど、やはり落ち着かないわ」
　竃山さんはあの日と同じように、ポケットからヘアブラシを取り出しすと、それを私に渡してきた。
「お願いできる？」
　さっきまでの話はどこに行ってしまったんだと不機嫌になりそうになるのに、そのブラシを受け取ってしまうところが、自分でも悲しかった。
　彼女の背中に回り、この間と同様にとかしていく。
　やっぱり、すごくいい髪質。さらさらと櫛がはいっていく。羨ましいなんて思えない。きっと、持って生まれたもので、いくら望んでも手に入らない。
　それでもいいと思える。触れられるだけで光栄。
　半ば夢中になってブラシをしていいたら、急に「ねえ」と話しかけられた。
「は、はぃ」
「退屈だわ。何か、話して」
「何かって……」
　ろくな生活を送っていないのに、そんなことできるはずない。
　言葉に詰まっていると、彼女はさっきまで私が読んでいた文庫本を指さした。
「なんだっていいわ。あれの内容とかでも。無音が嫌なだけよ」
　本来、図書室はそういう場所なのに……。
「早く」
　急かされたので仕方なく、私はその文庫本の中を復唱し始めた。
　よくある童話。家族からいじめられていた少女が、魔法使いに助けられて、王子様と結ばれる。誰もが一度は聞いたことのある童話の、原本とされる小説の翻訳版だった。
　中身を思い出しながら、読み上げていると、急に竃山さんに「待って」と止められた。
「あなた、何をしているの？」
「え？」
「内容を話してとは言ったけど、一字一句読みあげろなんて言ってないわ」
「あ、ああ」
　ただ、要約して何かを話すのは苦手だった。というか、まだ読み終わってないから、要約しようもない。
「え、ええと」
「……全部、覚えているの？」
「え？」
　さっきから『え』しか言ってないような気がする。
「本の中身を全て覚えているのかと訊いたのよ」
「あ、はい……」
　竃山さんは私が読んでいた本をじぃっと見つめた後、私を見上げた。
　その綺麗な青色の瞳には、僅かに驚きが混じっていた。
「全部？」
「はい……。記憶力は、いいので」
「あれを全て覚えるのは、記憶力がいいという問題ではないわ」
　それはわかっていたけど、どうしてもそれを特技と言う気にはなれなかった。
　一度見た物を忘れないというのは、子どもの頃から無理矢理体になじませた習慣だったから。

        お嬢様の命令、仕草、全てを覚えて何が必要か、何をしなければいけないか、瞬時に判断する必要があった。
　恐怖心が記憶力を必要以上に成長させて、見た物は全て覚えられるようになった。
「……そういうことね」
　竃山さんはそう独りごちると、不愉快そうに顔をしかめた。
「染井め、わざと黙っていたわね」
「あ、あの」
　さっきから竃山さんが何を言っているのかがわからない。
　ブラシだけは動かしていたけど、そんな私を無視して、竃山さんは急に立ち上がって、体をクルッと反転させた。すると、黄金の髪の毛が綺麗な弧を描いた。

        そして彼女はまっすぐと私を見つめた。
「決めたわ。やっぱりあなたがバックアップメンバーよ」
「え」
　改めて、しかも昨日よりもずっと力強くそう宣言された。さっき、私が拒否したことなんて忘れているみたいに。
　ただ、彼女の目を見たら、それが冗談や気まぐれでないことはわかった。
「今度は逃がさないわよ、芙蓉」
　その瞬間、初めて彼女に名前を呼ばれた。
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　それからの放課後が大変で、どこへ逃げ回っても、あの五人組に見つかって、竃山さんのところへ連行された。

        そんなことが一週間以上続いた。
　どれだけ断っても、竃山さんは「頷くまで説得は続ける」と譲ってくれなかった。
　お嬢様に相談するわけにはいかないから、竃山さんを巻き込んだ染井さんに、やっぱり自分にはお手伝いはできないと改めて断った。
　ただ、彼女は頬を掻きながら、困ったなぁという顔をした。
「ごめんなさい。須井さんの件には口を出すなって言われてるの」
「え」
「一応、須井さんが困ってることは伝えるけど……あまり期待しないで」
　染井さんは生徒会長だけど、竃山さんがそんな権威に屈するかというと、それは絶対にあり得ない。
「それに悪いことばかりじゃないでしょう？」
「そ、それは」
「須井さん、最近少し口数が増えたわ。私としては、それだけで嬉しいの」
　微笑む染井さんに、それ以上は何も言えなかった。
　ただ、私としてはやはり二人からの誘いを受けるわけにはいかない。お嬢様の命令は絶対だ。こうして染井さんや竃山さんと繋がりを持つこと自体、よく思わないはずだ。
　だから早く諦めてもらいたいけど、あの竃山さんに「もういいわ」と言ってもらうにはどうしたらいいか、全然わからない。
　そんなことできる自信はなかった。

　中庭のベンチに腰掛けた竃山さんは、絵本の中から飛び出してきたお姫様みたいだといつも思う。
　綺麗な光沢のある金髪が宝石のようで、その白い素肌もまるでシルクみたい。碧眼は瞼で隠れてしまっているけど、本当に西洋人形に見える。
　その瞼がゆっくりと開いた。
「遅かったわね」
「あ、あの……約束は、してませんよ」
　そう、さっきまたあの五人組に連行されて来ただけ。
「いつものことなのだから、そろそろ素直に自分から来なさい」
　こういうところは、お嬢様以上に高飛車だと思う。
「それで、決心はついた？」
　いつもの質問。もう、余計な言葉さえつかなくなってしまっている。
　でも、私の答えも変わらない。
「で、できません」
「そう」
　なんてことないというように竃山さんはそう受け流した。
「なら、また次ね」
　やっぱり諦めてくれない。しつこいのは私なのか、竃山さんなのか。どちらにしてもこの意地の張り合いみたいなことは、まだ終わりそうにない。
「あ、あの」
「なに？」
「私は、お力になれません」
　多分、初めてじゃない言葉だ。竃山さんに諦めてもらうために、ここ最近、ずっと同じようなことを繰り返しているから、自分がどんな言い訳をしたかもわからない。
「他の方を」
「あたしがつけた値札に文句をつけないで」
　ぴしゃりと言葉を切断された。心外だとでもいうように不機嫌そう。
「あなたなのよ、そう決めたの」
　竃山さんはそれ以上言う必要がないと思ったのか、いつもみたいにブラシを取り出して、それをこちらに向けてきた。
　まだ言いたいことはあったけど、黙ってそれを受け取ってしまうのが、付き人として染みこんだ反応だった。
　彼女の背中に回り、その宝石の川みたいに綺麗な金髪をとかしていく。
　そうしていると、あることに気づいた。
「香り……」
「あら、よくわかるわね」
　髪からする香りが少しだけ変わっていた。
「以前使っていたシャンプーの改良版が出たの。母がそれを送ってくれたのよ」
「素敵な、香りです」
　ただ彼女は首を小さく左右に振った。
「あたしにはわからないわ」
「そ、そうですか」
「あなたが特別よ。鼻もいいのね」
　褒め言葉が素直に嬉しくて、竃山さんはこちらを向いてないのに、バカみたいに頭を下げてしまった。

        だんだんと頬が紅潮していく。こんな褒め言葉、初めてもらった。
　だって、こういうのに敏感になってしまったのも、付き人として生きてきたから。
　些細な変化を見逃すわけにはいかなかったから。ただ、それだけ。
　そこからは会話はなくて、私は黙々と彼女の髪をとかしていった。もう何度もしているので、特徴も気をつけるところもわかってる。

        きっと、眠っていたってできる。それくらいの自信があった。

        「あなた、卒業後はどうするの？」

        　不意にそんな質問をされた。

        「え」

        「いちいち驚くのをいい加減やめなさい」

        「す、すいません」

        　竃山さんが予想外のことばっかり言ってくるからじゃないですか、なんて思ったけど、口には出せなかった。

        　私は髪をとかしながら、ぽつりと話し始めた。

        「決めて、ません」

        「あら、あと半年くらいで卒業よ、あたしたち」

        　そう、春が来れば私たちは卒業する。ただ、私にとって、それは他の生徒より大きな意味を持つ。

        「……お嬢様のことは、知っていますか？」

        「あなたと乙霧の関係なら、染井から聞いているわ」

        「やっぱり……。その関係は、高校を卒業するまでなんです」

        　これはずっと前から聞かされている、私とお嬢様の主従関係の期限。というより、私の両親と旦那様の契約期間。

        　高校を卒業すれば、私は解放される。

        もう両親の借金や、お嬢様に縛られることはない。

        「……どうするの？」

        「それが、わからなくて」

        　今までずっと、お嬢様の付き人として生きてきた。だから、自分で自分のことを決めたことがない。進学先はもちろん、どこへ出かけるかさえ、私には選択肢なんてなかった。

        　だから、春から好きにしろと言われても、どうしたらいいかわからない。

        「大学には、行けないんです。お金がないので」

        「なら就職ね」

        「はい。でも、自分に何ができるか、わからなくて」

        「やりたいことをすればいいでしょう」

        「それも、わからなくて」

        　できることも、やりたいこともわからない。だから、決められなかった。

        　竃山さんは私の話を「ふーん」と、興味がなさそうに聞いていた。こんな話を他人にしたのは初めてだけど、彼女で良かったと思う。

        真剣にアドバイスされるより、こういう態度の方が気楽だ。

        「でも、楽しみでもあるんです。やっと、自分のことを、自分で決められるので」

        　今は卒業後に、自分が何をしているのかを想像するだけで楽しい。

        「できました」

        　ちょうど、髪の手入れが終わった。竃山さんはそっと自身の髪を撫でると、満足してくれたみたいで、一度だけ頷いた。

        　いつものようにブラシを返すと、急にその手を取られた。

        「え」

        　そしてグイッと引っ張られて、竃山さんとの距離がほぼゼロになる。

        　目前に迫った彼女の顔と、その手の温かさにドキッと心臓が高鳴った。

        「あたしはあなたが何をしたいかは知らないわ。それはあなたが、自分の意思で決めることだから」

        　彼女は私の手を取ったまま、こちらを見上げながら言葉を続けた。

        「でも、何をできるかは知っているわ。少しは、自分をちゃんと評価しなさい」

        「は……はぃ」

        　まるで先生みたいな助言だけど、とても言葉に重みがあった。それに先生と違って、言い終わるとぱっと私の手を放して、もう興味なさそうな態度に戻っていた。

        　さっき竃山さんに握られた右手を、左手でそっと撫でる。

        まだ温かい……。

        「ちょっと、何をしているのっ！」

        　一瞬で背筋が凍った。

        心臓が止まるかと思うほど驚きながら、ばっと振り返ると、険しい顔をしたお嬢様が大股でこちらに向かってきていた。

        「お、お嬢様っ」

        「最近様子がおかしいと思っていたら、やっぱり勝手に行動していたのね！」

        　激怒したお嬢様が両手で私を突き飛ばした。そして、小さく悲鳴をあげて尻餅をついた私の髪の毛をすごい力で掴んできた。

        「痛っ！」

        「しかも竃山なんかと！　お前、私の忠告を聞いていなかったのっ！」

        　甲高い声が耳に突き刺さる。何度も「申し訳ございませんっ」と謝るけど、髪を掴むお嬢様の力が緩むことはなかった。

        　髪を捕まれたまま、何度も頭を揺さぶられる。

        髪の付け根がそのたびに悲鳴をあげていた。

        「お、お嬢様」

        「黙れっ！　命令も理解できない奴隷が、喋るんじゃないわよっ！」

        　顔を真っ赤にして激怒しているお嬢様に、私の言葉なんか届くはずがなかった。

        　この激情が落ち着くまで耐えるしかないと覚悟したときだった。

        「乙霧」

        　さっきまでベンチに座っていた竃山さんがいつの間にかお嬢様の後ろに立っていて、その肩に手を乗せた。

        　お嬢様がその竃山さんをキッと睨み付けた。

        「今は取り込み中よ。見たらわか――」

        「うるさいから静かにしなさい。大声で喚くなんて、品のない女ね、お前は」

        　お嬢様の言葉を遮って、竃山さんはいつもの調子でバッサリとそう切り捨てた。

        　竃山さんの目には、怒っているお嬢様も、みっともない私も入っていないような、いつも通りの態度に、私もお嬢様も閉口してしまう。

        　ただ、すぐにお嬢様が正気に返った。

        「なんですってっ！」

        　お嬢様は私の髪を放すと、竃山さんの方を振り向いて、さっきの私みたいに彼女を両手で突き飛ばした。

        　竃山さんがそのまま倒れると、お嬢様が追撃しようとした。

        　ダメだ、止めないと――。

        　そう思ったけど、腰を浮かす勇気が出てこなかった。今、お嬢様を止めたら、また攻撃されてしまうと思うと、勇気どころか、声さえ湧いてこなかった。

        　私と同じように尻餅をついた竃山さんに、お嬢様が手を振り上げた。

        「何の騒ぎですかっ！」

        　急に飛び込んできた声の方を振り向くと、切羽詰まった顔をした染井さんがいた。彼女は私やお嬢様、そして竃山さんを見ると、大きく目を見開いた。

        　そんな染井さんの登場に、お嬢様は舌打ちをしてから、手を下ろした。

        「乙霧さん、何をしているんですか！」

        「うるさいわね、あなたなんかに関係ないわよ」

        　怒気を含んだ声で染井さんがお嬢様に迫るけど、お嬢様は彼女とは目も合わそうとしない。

        「暴力行為ですよ！　わかっているんですか！」

        「私は暴力なんてしてないわ。そこの二人が勝手に転んだだけよ、ねえ？」

        　お嬢様が鋭い視線で私に同意を求めてきた。染井さんもこちらを見て、二人とも私の返事を待っていた。

        　自然と汗が噴き出てくる。違うと言いたいけど、お嬢様に刃向かうことなんて、私にはできない……。

        「さっさと答えなさい！」

        　返事をしない私に痺れを切らしたお嬢様が怒鳴った。

        「そ……その通りです」

        　申し訳なさから逃げるために目をぎゅっと閉じて、そう返事をした。

        　それにお嬢様が満足して「ほら見なさい」と胸を張った。

        「竃山さん、あなたは」

        「染井、あなたもうるさいわ。どうでもいいことでしょう」

        　私が頼りにならないと判断した染井さんが竃山さんから証言をとろうとしたけど、彼女もなぜか事実は言わなかった。

        「決まりね。二度と決めつけで喋るんじゃないわよ、下民が」

        　お嬢様は染井さんを馬鹿にするように鼻で笑うと、そのまま中庭から出ていった。

        「乙霧さん、話はまだ終わっていませんよ！」

        　その背中を追って染井さんも中庭から姿を消した。

        　残ったのは私と竃山さん。私は尻餅をついたまま俯いて動けなかったけど、竃山さんは早々に立ち上がると、制服についた土を払った。

        「まったく、騒々しい」

        　中庭から出ていった二人を、呆れたように腰に手をあてながら見送っていた。

        「あなたも、早く立ちなさい」

        「……すいませんでした」

        　消え去りそうな声で謝ると、竃山さんは首を傾げた。

        「何を謝っているの？」

        「……私、嘘を、つきました」

        　お嬢様に強要されたとはいえ、竃山さんが暴力を振るわれた事実をなかったことにする嘘をついてしまった。

        そのことが胸を締め付けていた。

        「か、竃山さんに、ひどいことを……」

        「馬鹿を言いなさい」

        「え」

        「あなたはあれの従者なのでしょう？　なら、当然のことをしただけよ」

        　素っ気ない、だけど優しい言葉に、締め付けられていた胸が解放されたような気がした。

        「あれはあなたを頼った染井が迂闊だったわね」

        　わかってないわねと、竃山さんはため息をついた。

        「許して、くださるんですか？」

        「くだらないわ。あなたは仕事を果たした。誇りなさい」

        　気に病む私を見下ろしながら、竃山さんは自分がされたことなんか気にするどころか、私がしてしまった不誠実なことを、誇れとまで言ってくれた。

        　胸や喉の奥が熱くなっていく。

        　そんな私をよそに、彼女は汚れてしまった自分の掌を見つめていた。そして、私を一瞥すると、小さく笑った。

        「でもそうね、悪いと思っているなら、付き合いなさい」

        「……つ、付き合う？」

        「ええ」

        　彼女はまた汚れた掌を見て、きっぱりと言った。

        「お風呂に」
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        　頭が沸騰しそう。

        　目の前にある体を直視できなくて、少しだけ視線を逸らすけど、その光景からは逃げ切れない。

        　寮の大浴場は、いつもはごった返しているのに、まだ皆が寮に帰っていない時間だから、私と竃山さんの二人だけだった。

        　そして私は今、竃山さんの背中を見つめていた。

        『悪いと思ってるなら、お風呂を手伝いなさい』

        　そう命じられて、断るわけにもいかなかったので二人でお風呂に来たけど、いざ、こういう場面になると全然冷静じゃいられない。

        　目の前には裸の竃山さんが座っている。赤ちゃんみたいに白い肌で、大人の女性のようにしっかりとしたくびれのある体つき、そしてその体を守るかのような金色の長髪。

        　嘘みたいに綺麗で、もはや神々しかった。どうしても意識してしまって、顔がカァァッと赤くなる。

        「あなた、ちゃんと洗ってる？　手が止まっていない？」

        「あ、え、は、はいっ」

        　声を右往左往させながら答えると、彼女はため息をついた。

        　そっと、決して傷めないように彼女の髪を洗っていく。改めてこうして見ると、やはり美しかった。ずっと触れていたい……。

        　ダメだ、集中しないと……もしものことがあれば、この美しい髪を傷めてしまうかもしれない。そんなの、絶対にダメだ。

        　なるべく竃山さんの体を直視しないようにしながら洗っていく。

        「……やっぱり、上手ね」

        「ありがとうございます」

        　今度は素直にお礼が言えた。

        　髪を洗うのもお嬢様で慣れていた。付き人としてのスキルは、概ね身につけているつもりで、竃山さんがこうして褒めてくれると、素直に嬉しい。

        「体もお願いしようかしら」

        「えっ！」

        「嘘よ」

        　体が一瞬で硬直してしまうほど焦ったけど、嘘だと言われてホッとした。

        　髪を洗うだけで、背中を見つめるだけで、こんなにも胸が高鳴っているのに、他のところもなんて、絶対に無理だ。

        「……終わりました」

        　髪を洗い終えると竃山さんはそのまま、スッと立ち上がった。

        　すぐに顔を俯かせて、なるべく体を見ないようにする。

        「ならお風呂に入るわ」

        「わ、私は……もう少し、体を洗います」

        「そう」

        　竃山さんが俯いた私の横を通り抜けていった。背中の方で、ポチャンと、彼女がお湯に入る音が聞こえたところで、ホッと一息吐いた。

        　タオルで隠している自分の胸にそっと手を添える。鼓動がとても大きくて、それがちっとも収まらない。

        　頭を冷やすために、頭からザバッとお湯をかぶった。

        　髪から滴り落ちるお湯を見つめながら、気持ちを整える。

        落ち着け……。

        「頑張れ、私」

        　そう自分に言い聞かせる。

        「何を言ってるの？」

        「ひゃあああっ」

        　気持ちを切り替えようとしたところで、急に真後ろから声をかけられて、今までで一番大きな声で驚いてしまった。

        「静かになさい」

        　でも、驚かせてきた竃山さんはいつも通りだった。

        「か、竃山さんっ」

        　彼女はいつの間にか私の真後ろにいた。

        そして、私の後ろ髪の毛先を指で摘まんできた。

        「え、あ、あの」

        「あなた、人の髪のことを褒めているけど、あなたも綺麗じゃない。でも少し傷んでいるわ。ちゃんと手入れはしているの？」

        「い、いや、えっと、その」

        「人のことばかりじゃなくて、自分の身だしなみも気にかけなさい」

        「は、はいぃ」

        　竃山さんの体、特にあの大きな胸が背中に当たっていて、さっきよりも激しく心臓が鳴っている。その柔らかい感触や、温かな体温が背中に直接伝わってきて、頭が真っ白になる。

        　ボフンッと頭が爆発しそうだ。

        「それより、体は洗い終えた？」

        「は、はいっ」

        　とにかく今すぐにでもこの状況から解放されたいから、早口で返事をした。

        「なら早くお風呂に」

        　竃山さんがやっと体をはなしてくれて、またお風呂にポチャンと入った。

        　肩までお湯に浸かったまま、竃山さんが振り向く。

        「さあ、あなたも」

        「い、いや、ダメです」

        「何が？」

        「一緒に入るなんて、とんでもないです」

        　首を左右にぶんぶんと振りながらそう遠慮した。お嬢様と一緒に入浴するときも、私はあくまでお嬢様のあとに浴槽に入る。

        　一緒にだなんて、とんでもない。

        「竃山さんのあとに入らせてもらいます」

        「ここのお風呂は学校のもので、あたしのものじゃないわ。遠慮など不要でしょう」

        　真っ当な理屈に言葉に詰まってしまう。それでも「だ、だめです」と、理屈のない拒否をした。

        　竃山さんと話していると、お嬢様との価値観の違いに戸惑うことばかりだ。私の常識はお嬢様に教え込まれたもので、これが当然だと自分では思っているけど、竃山さんはそれをあっさりと否定してくる。

        　高飛車なところとか、人の事情を鑑みないワガママなところは同じなのに、この違いはなんだろう？

        　そんなことをぼんやりと考えていたのがいけなかった。

        　いつの間にか、手首を捕まれていた。

        「え」

        　気づけば目の前に竃山さんがいて、思わず「あわわわっ」とわけのわからないことを口にしながら目を逸らした。

        「まったく、風邪をひいたらどうするの」

        　彼女は慌てふためく私のことを無視して、浴槽まで引っ張っていく。

        　抵抗なんてできなかったから、二人で並ぶようにお風呂に入るしかなかった。

        　手首を放してもらった私は、なるべく隣を見ないようにした。お風呂の湯加減のせいか、それとも驚きの連発のせいか、本当に頭が沸騰しそうだった。

        「大丈夫？　顔が赤いわよ」

        「……誰のせいで」

        　つい本音が出てしまい、慌てて両手で口を塞いだ。運良く聞こえていなかったようで、竃山さんは首を傾げていた。

        「な、なんでもありません」

        　そう答えてから口元までお湯に浸かり、ぶくぶくと泡をたてる。

        　竃山さんと一緒にいると、いつもの自分じゃいられなくなる……。

        「なら良いのだけど」

        　彼女はもう話しかけてくることはなくて、お風呂を楽しんでいた。ちらりと隣を見ると、穏やかな顔つきで目を閉じていた。

        　それは目を奪われてしまうほどの美しい光景だった。

        あの西洋人形みたいな、童話から出てきたような顔立ちが、今にも眠りそうに落ち着いている姿は現実離れしていた。

        　また顔が熱くなっていくのがわかったので、お湯をバシャッと顔にかけた。

        「…………っ」

        　でも、胸の高鳴りはどうにもならなかった。

        　

        　お風呂から出ると、私は竃山さんの髪を乾かした。

        　彼女には鏡の前で椅子に座ってもらい、濡れた髪にダメージを与えないように乾かし、ケアしていく。

        「さすがね」

        「ありがとうございます」

        　竃山さんは目を閉じたまま、気持ち良さそうにしていた。その顔を鏡越しに見ながら、私はつばを飲み込んだ。

        「……もう、私には関わらない方がいいです」

        　勇気を出して、そう切り出しても竃山さんは反応しなかった。次の言葉を待っていた。

        「また、今日みたいなことになってしまいます……。お嬢様は、感情の起伏が激しい方なので」

        　このままの関係が続いてしまえば、今日みたいなことがまた起こってしまう。

        　そんなのは嫌だった。

        「生徒会のバックアップメンバーなんて、私には恐れ多いです。どうか、他の方をあたってください」

        　最初はお嬢様の命令だったし、そんな役目が自分に務まるわけがないって理由で断っていた。でも、今は違う。

        　この人に無駄な時間をとって欲しくない。

        なにより、もうお嬢様に傷つけられるようなリスクから遠ざけたい。

        「……ごめんなさい」

        　最後にそう謝ると、竃山さんはゆっくりと目を開けた。

        「最後まで、あなたの意見じゃなかったわね。私は、あなたの意思を、言葉を待っていたのよ」

        　いつか言われた言葉を思い出す。やりたくないならそう言えと。そして私はそれから逃げた。今も、そうした。結局自分がどうしたいかは口にしなかった。

        　ずっと、それを待ってくれていたのに……。

        「あなたの意思を縛っているのは、乙霧？」

        「……かもしれません」

        　明言できなかった。もうこれが普通になってしまっている。お嬢様がその一因であることは間違いなくても、それが全てかは自分でもわからない。

        　竃山さんはまだ髪のケアが途中だというのに立ち上がった。

        「世話になったわね」

        　その一言だけ残して、脱衣所から出て行ってしまった。

        　もう、声をかけてくれることはないんだろうな。

        　もう、あの髪に触れさせてくれないだろうな。

        　自分から導き出した結末なのに、そう思うと喉の奥が熱くなった。歯をぐっと噛んで、溢れる何かを必死に堪えた。

        　心に大きな穴が開いたような喪失感が、私の心を確かに浸食していった。

        　

        　寮の部屋に帰ると、機嫌を直したお嬢様がすでに戻られていた。

        「遅かったじゃない」

        「申し訳ございません」

        　すぐに膝をついて頭を下げると、彼女は小さく笑ったあと「まあいいわ」と、嘘みたいにあっさりと許してくれた。

        　意外なことに嬉しい反面、拍子抜けしてしまう。

        「何か、あったんですか？」

        　頭を上げてそう質問すると、お嬢様は腕を組んだまま「ええ」と答えた。

        「染井に謝らせてやったわ。証拠がないのに犯人扱いしたからね。ざまあみなさい」

        　お嬢様曰く、あの後も染井さんはお嬢様に説明と責任を求め続けたみたいだけど、お嬢様はそれを振り切った。それどころか、人を犯人扱いしたことを謝れ、さもないと悪評を流してやると脅したらしい。

        　結果、染井さんは事態の悪化を避けて、謝ったという。

        　話を聞き終えると、ウッと、胸が苦しくなった。私を庇ってくれた染井さんにそんなことをさせてしまった……。

        本当に、申し訳ない。

        「あと、手紙が届いたわ。お前にも関係あるわよ」

        　お嬢様が指で挟んだ封筒をひらひらとさせながら見せてきた。

        「お前の親からよ」

        「……そうですか」

        　両親からと聞かされても、私の心は何の反応も示さなかった。

        「今度、今後のことで話し合いの場を設けるそうよ。あいつら、こっちに来るって。私も同席するから」

        「かしこまりました」

        　拒否権なんてあるわけもないから即答した。

        　ただ、急に胸騒ぎがしてきた。

        お嬢様の笑顔が怖い。それはいつものことだけど、何か意味深な表情は、獲物をゆっくりと追い詰める蛇のように見えた。

        　

        　

        　９

        　

        　両親と顔を合わせるのは、二年ぶりだった。

        「久しぶりだな、芙蓉」

        「……お久しぶりです」

        　父の挨拶に頭を下げて応えた。

        　話し合いの場は職員室の隣にある応接室で、六人掛けのテーブルに、私と両親が向き合うように座っていた。

        　お嬢様は部屋の端っこで、私たちを観察するように眺めていた。

        「お嬢様に迷惑をかけてない？」

        　母の確認に私は「はい」と答えたけど、お嬢様が「どうかしら」と横やりを入れると、母は私の意見なんて無視して、お嬢様に頭を下げた。

        「ダメじゃないか」

        「そうよ。お嬢様は私たち家族の恩人なんですからね」

        　父と母が矢継ぎ早に注意してくるので、また頭を下げて謝った。そんな私の様子を、お嬢様がニヤニヤとしながら眺めていた。

        でも、そんなことはもう気にならないようになっている。

        　そもそも、今の私は、心をこの場に持ってこられていなかった。

        　今日は両親との面談だというのに、頭の中にはまだ竃山さんがいた。あのお風呂から一週間が経って、その間、一度も会うことはなかった。

        　あの五人組に拉致されることもなくなり、私の日常は竃山さんと出会う前に戻っていた。そして、それは私が覚悟していた以上に、虚無感に包まれたものだった。

        　心に開いた穴は塞がるどころか、日に日に大きくなっていって、一人でいる時間では竃山さんのことばかり考えてしまう始末だった。

        　そんな状態で今日を迎えて、両親と再会したけど、気分転換にもならなかった。

        「細かいことはいいでしょう。さっさと本題に入りなさい」

        　お嬢様が両親にそう命じると、彼らは「そうですね」と二人揃って頷いた。

        　私と両親の話し合いだけど、主導権はお嬢様にあった。

        「芙蓉、お前ももうすぐ卒業だ。どうだ、進路は決めたのか？」

        　父がそう切り出してきたとき、素直に驚いた。私の進路なんて、興味がないと思っていたから。

        「いいえ、まだ決めていません」

        「そうか」

        　その返事に父が母に目配せをして、今度は母が話し始めた。

        「行きたい大学とかはないの？」

        「大学？　……いいえ、進学はしません。就職を予定しております」

        　何を今更言い出すんだろうと思わず眉を寄せてしまう。

        「でも、働き口はまだ決まってないんでしょう？」

        「卒業後に、アルバイトなどをしながら、ゆっくりと考えるつもりです」

        「それは、よくないんじゃないかしら。ねえ？」

        　母が父に同意を求めると、彼は神妙な顔で頷いた。

        「甘いぞ、芙蓉。バイトなんて不安定じゃないか。娘がそんな状況では、私たちも落ち着けない」

        「…………」

        　余計にわからなくなってきた。この人たちは、どうしたっていうんだろう？

        　私たちに親子関係なんて、存在していなかったはずだ。だから、私は卒業したらお嬢様はもちろん、この両親とも縁が切れるものだと思っていた。

        　だから進路を気にかけてくるなんて、わけがわからなかった。

        今までずっと私に興味なんてなかったはずなのに……。

        「芙蓉、俺はまだお前は学校で学ぶできだと思う」

        「私もそう。やっぱり、大学は出ておくべきよ」

        「お金が、ありません」

        　そんなこと、この人たちが一番よくわかっているはずなのに……。

        　一週間前のあの日から感じていた胸騒ぎが、急に暴れ出した。

        気持ちが落ち着かない。鼓動が早いし、汗が出てくる。

        「お金は、お嬢様たちが出してくれるわ」

        　母のその言葉で、私は全てを察した。

        目の前が真っ暗になっていく。

        　呆然と両親を見つめながら、震える唇で知りたくもない事実を確認しようとしていた。

        「また、ですか……？」

        　糾弾の混じった質問に、両親は何も答えなかった。

        「また……旦那様から、お金を借りたんですか？」

        　そうとしか考えられなかった。

        　この人たちはまた旦那様――お嬢様のお父様からお金を借りて、返せなくなったんだ。だから私の奴隷契約を、延長させた。

        「違う、そうじゃないんだ。お前のためを思うと進学が一番だった。ただお金が用意できなくて」

        「そうよ。そこを旦那様やお嬢様が手を差し伸べてくださったの。だから、恩返しをするのは当然なのよ」

        　首を体ごと左右にぶんぶんと振った。

        　上辺だけの、軽薄な嘘で包まれた言葉に、心より体が先に拒否反応を示した。

        　そんな私の拒絶反応に困った両親と違って、お嬢様は声をあげて笑った。愉快で、楽しくて仕方ないというような、嗜虐をたっぷりと含んだ笑い声が、鼓膜を揺さぶってくる。

        　彼女は私のもとに近づいてくると、ぽんと肩を叩いた。

        「残念だったわね」

        　お嬢様は大学進学が決まっている。つまり、私は来年以降もお嬢様とのこの関係を継続させないといけない。大学でも、ここと同じように奴隷として扱われる。

        　ああ、だから……だから、あのとき、お嬢様は上機嫌だったんだ。

        「……どうして」

        　あと少し我慢すれば、解放されるって信じていたのに、どうして……。

        「どうして、どうして」

        　その言葉しか出てこなくて、そう繰り返すと、さっきまで困っていた両親が急に顔を険しくした。

        「なんだその態度は」

        「私たちの借金は家族のものなんだから、あなただって手伝いなさい」

        「お前は乙霧の家に育ててもらったんだ、恩を返すべきだろうっ」

        「そうよ、こんな良い高校にも入れたんだから、文句を言う権利なんてないわっ」

        「それに大学にも行けるんだ、むしろ感謝しなさいっ！」

        「あなたのためでもあるんだから、わがままを言わないでっ！」

        「今まで通りなんだから、いいじゃないかっ！」

        「お嬢様に恩返ししないといけないでしょうっ！」

        　両親が腰を浮かせて、つばを飛ばしながら、聞きたくない言葉の数々で私をなじってきた。途中からは、意識が遠のいていき、何かを叫び続けている両親を、ただただ見つめるだけだった。

        　そんな狂った光景を、お嬢様はやはり楽しそうに眺めていた。そして私の耳元で、二人には聞こえないように囁く。

        「お前は、こういう運命なのよ」

        　私の中で、何かが壊れた。

        　勢いよく立ち上がると、膝の裏で椅子を倒してしまったけど、そんなの構っていられなくて、全速力でその場から走り出した。

        　背中から両親の怒号と、お嬢様の笑い声が聞こえるから、力いっぱいに耳を塞いだ。

        　自然と涙が溢れてきた。耳を塞いでいるから、それを拭うこともできない。そんなみっともない姿で廊下を駆け抜けていく。

        　行き場なんて、ないくせに。

        　誰も味方なんていない。ここで逃げたからって、両親やお嬢様の呪縛からは逃げられない。

        お嬢様の言うとおり、これが私の運命なんだ。

        　それを認めると、自分が置かれている状況が、いかに絶望的であるかがよくわかった。

        　仮にあと四年間、我慢してお嬢様の奴隷であることを耐えても、その先もきっとあるはずだ。もう誰もが私を一人の人間として扱うことをやめている。

        　走り続け、辿り着いたのは教室だった。そこでやっと涙を拭って、ふらふらと自分の机に向かう。

        　運命から逃れる方法は一つだけだ。

        　自分の机から筆箱を取り出して、その中にあった刃先の尖ったハサミを手にした。

        これからすることを想像すると、恐ろしくて手が震える。

        　それでも震える両手でしっかりとハサミの柄を握り、刃先を自分の首に向ける。銀色の刃先が窓から差し込む夕日に照らされ、キラリと光っていた。

        　刃には惨めに泣く私が映っていた。

        　もういい……。こんな運命なら、もう、どうでもいい……。

        　覚悟を決めて目を閉じた――。

        「何をしているの」

        　聞き覚えのある声に驚いてすぐに目を開けた。

        　教室の入り口に竃山さんが立っていて、いつもの表情で、泣いている私を見つめていた。私が何をしようとしているのかなんて一目瞭然なはずなのに、取り乱したりもしない。

        　いつも通り、落ち着いた態度。

        「え、あ……」

        　驚きのせいで言葉が出ない。そんな私を見つめていた彼女が、一歩だけ教室に入った。

        「こ、来ないでくださいっ！」

        　さっきは言葉に詰まったくせに、その拒絶ははっきりと口に出せた。

        　竃山さんは一瞬だけ動きを止めたけど、またすぐに近づいてきた。

        「こ、来ないで――」

        「あたしに命令しないで」

        　こんな状況なのに、彼女は近づいてくるのをやめてくれない。怖じ気づいた私が、逃げるように一歩ずつ引き下がっていった。

        　でも、すぐに窓に背中がぶつかった。

        「止まってください！」

        　そう叫ぶと、あと数歩のところに迫っていた竃山さんがやっと足を止めてくれた。

        　緊張と混乱のせいでハァハァと荒い呼吸を繰り返す私に対し、止まった竃山さんは悠然としていた。

        「何をしているの？」

        「……放っておいて、ください」

        「質問に答えなさい」

        　強い言葉に、ヒッと気圧されてしまう。こんな状況なのに、自分を人質にしているのに、全然優位にたてない。

        「見て、わかりませんか？」

        　でも、それが悔しくて、下手くそに笑いながらそう聞き返したら、ため息をつかれた。

        「馬鹿なことはやめておきなさい」

        「ばっ」

        　頭にカッと血が上った。

        「何が馬鹿だって言うんですかっ！」

        　人に対して、こんなに強くあたったことはなかったけど、自分でも止められなかった。

        「人間として、普通に生きることも許されないんですよっ！　そういう、運命なんですよっ！　なにが馬鹿なことだって言うんですか！」

        　ただ普通に生きることもできない。それがどれだけ苦しいか、この人にはきっとわからない。

        「ずっと、ずっと頑張ってきたのにっ、耐えてきたのにっ！　やっと……やっと、終わると、思ってたのにっ……」

        　最後の方は言葉にならず、ただの嗚咽だった。

        「どうやら、乙霧と親に裏切られたようね」

        　そんな叫びを聞いても、竃山さんはとても冷静で、私のおかれた状況を察していた。

        「だから、死ぬというの？」

        「そう、です……もう、これしか、ありませんから」

        　運命から逃げる方法を、私はこれしか知らない。

        　竃山さんは小さくため息をつくと、あの綺麗な金髪を手の甲でファサッとかきあげた。

        「それでいいの？」

        「いいって……これしか、ないんです」

        　竃山さんが今度はキッと睨みつけてきた。

        「あなたはそれでいいのかと訊いているわ。あなたの意思で、答えなさい」

        　また突きつけられたその言葉に、怯んでしまう。口を少し開けるけど、まるで口の中に壁があるみたいに、何も出てこない。

        「答えて。それとも、また逃げる気？」

        「に、逃げてなんか」

        「逃げているわ。あのときも、今も。違う？」

        　違わない。それは私が一番よくわかっている。

        　私から目を逸らさないで答えを待つ竃山さんに、縮み上がってしまう。

        「ど……どうでもいいんです、そんなことは」

        　やっと口にした答えは、やっぱり逃避のものだった。

        「ふざけないで」

        　一歩、竃山さんが近づいてくるので、ハサミの刃先を自分の首に近づけた。

        「こ、来ないでっ」

        　そう叫ぶと竃山さんがすぐに足を止めた。

        「止まったら、その馬鹿なことをやめるの？」

        「そ、それは」

        「やめないなら、止まらないわ」

        　一瞬だけ止めた足を、また躊躇なく進めてきて、私へと近づいてくる。

        「来ないでっ」

        「嫌よ」

        　こちらの都合なんて全く意に介さない傲慢な、でも確かな彼女の意思表示に、拒絶すら叫べなくなった。

        　そして目の前に、竃山さんが立っていた。

        「もう一度言うわ。馬鹿なことはやめなさい」

        「――――っ！」

        　素直に従うわけにもいかなくて、首を横に振りながら刃先だけを首に押し当てる。

        　血が、ツーッと首筋を伝った。

        「乙霧や親から逃げるために、あたしを捨てるの？」

        「……え」

        「呪縛から逃れるために、あたしとの繋がりさえ断ち切るというの？」

        　想像していなかった質問。そして、想定できていなかった事実。一瞬で、頭の中が真っ白になる。

        　窓から吹き込む風で、竃山さんの綺麗な髪が、ふわりと揺れた。それを目で追っていると、自分の中から明確な答えが――意思が湧いてきた。

        「そ、それ、それは」

        　震える声で何かを紡ごうとする自分がいた。ただ、瞬時に口を閉ざした。

        　ダメだ、言ってはダメだ。

        それを言ったら、引き返せなくなる――っ。

        「あなたは、それでいいというの？」

        　目から自然と、涙が溢れてくる。熱いそれは私の頬を伝っていき、止まることはない。

        「芙蓉、あなたの意思で、あなたの言葉で答えて。言っておくけど――」

        　最後に彼女は自分の胸をバンッと叩き、その意思を誇るように声を張った。

        「あたしは嫌よ」

        　涙のせいで視界がぶれて、はっきりとその姿を捉えることができない。

        　涙も嗚咽も止まらない。さっきまで必死にハサミの柄を握っていた手が徐々に、自然と下がっていく。

        「わ、私も……」

        　そして感情が、生まれてからずっと蓋をし続けていた口から、自制なんて無視して溢れてきた。

        「嫌です……そんなの、嫌ですっ……」

        　私の意思が、空気に触れていた。

        　ずっと心の中にとどめていた感情を、みっともなく吐き出していた。一度そうしてしまうと、もう止めることなんかできなかった。

        　私の話なんて聞いてくれないけど、いつだって私の意思を尊重してくれた。

        　私がひどいことをしても、当然だと言って許してくれた。

        　当たり前のことをしただけで、いつだって褒めてくれた。

        　気ままだけど……すごく優しくて、温かくて――。

        　わかってる、この一週間で思い知ってる。私の心はもうとっくに、この人に囚われてるんだ。

        「そばに……いたいです……」

        　竃山さんはそんな私のワガママに、こくんと頷くと、そっと手を伸ばしてきて、まだ未練がましく必死にハサミを握る私の手に優しく触れた。

        「渡して」

        　もう抗う気力なんてなくて、唯一の逃げ道である凶器さえ手放した。

        　そして、そのまま膝から崩れ落ちた。

        　床に涙が一滴、また一滴とポタポタと落ちていく。結局、私は逃げることさえできなかったという事実が悔しかった。

        そして何より、触れたこともない優しさが温かすぎてどうかしそうだった。それに初めて感情を吐露した衝撃が自分を揺さぶっていた。

        「芙蓉」

        　竃山さんが膝をついて、私と視線を合わせるようにしゃがむと、泣き続ける私の頭を、そっと胸に寄せてくれた。

        温かくて、優しくて、信じられないくらいに心地良かった。

        「よく頑張ったわ」

        　そんな言葉もかけられたことがなくて、また嗚咽を漏らしてしまう。

        「わ、私っ、私は……どうしたら」

        　結局、逃げ出すこともできなくなった私は、これからどうしたらいいんだろう？　竃山さんと離れたくないけど、私は両親やお嬢様に、囚われたままだ。

        　竃山さんが何か言いかけたところで、廊下からドタバタと騒がしい足音が聞こえてきた。

        「ぶちょー！」

        　そして教室にあの五人組が駆け込んできた。ただ、泣いている私と、それを抱き寄せる竃山さんを見ると、ピタッと動きを止めて、それぞれ目を合わせる。

        「ええと」

        「タイミングを間違えたっぽい」

        「これはあとで怒られるやつ」

        「でも仕方ない気もするよ」

        「眼福」

        　いつも通り、矢継ぎ早にそれぞれが喋りだして、それを見ていた竃山さんが呆れたようにため息をついた。

        「例の物は？　ちゃんと預かってきたんでしょうね？」

        　五人組の一人がそれに頷いて、竃山さんに二つ折りにされた白い紙を渡した。

        「バッチリですよ」

        　五人組が声を揃えてそう笑うと、竃山さんも小さく笑った。

        「なら、行きましょう――立って」

        　そう促されて、ゆっくりと立ち上がると竃山さんに手を握られた。そして、そのまま引っ張られていく。

        「え、あの」

        「いいからついてきなさい」

        　いつもの調子でそう言われてしまうと、逆らえなかった。

        　そんな私たち二人を、笑顔の五人組が「お気をつけてー」と、手を振りながら見送ってくれた。
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        　応接室に戻ると入り口の前に染井さんが立っていて、そわそわとしていた。そして私たち二人の姿を見るとすぐに駆け寄ってきて、私の手を握ってきた。
「大丈夫？」
　本当に心配してくれたみたいで、とても焦った表情をしている。先週、ひどい裏切りをした私の身をこんなにも案じてくれていることに感動してしまって、また泣きそうになる。

        涙を堪えながら頷くと、彼女はそれに「良かった……」と呟いて、花柄のハンカチを渡してくれた。
　そして私の手を引く竃山さんに目をやる。
「お任せしていいんですよね？」
「口を出すなと言ったはずよ」
　染井さんはそれ以上は何も言わずに、道をあけてくれた。
　竃山さんに手を引かれながら、扉へと近づいていく。汗が自然と出てきて、ごくりとつばを飲んだ。
　不安に苛まれていた私の手を、竃山さんがより強く握った。
「え」

        「安心なさい」
「……はい」
　一体何が始まるかもわからないのに、そう返事をしていた。
　気づけば、不安も少し消えていた。
　竃山さんはノックもせずに、応接室へと入った。
　中には椅子に座ったお嬢様と、落ちつきなく室内をうろうろしている両親がいた。

        　三人は私を見ると一斉に表情を明るくしたけど、隣にいる竃山さんを認識すると、揃って首を傾げた。
「か、竃山っ」
　特にお嬢様は立ち上がって驚いて、予想外の乱入者を睨みつけた。ただ、竃山さんは一切それに反応しないで、当たり前のように近くの椅子に腰をかけた。
　そして戸惑っている私の両親を興味なさそうに眺めていた。
「芙蓉、あれがあなたの親？」
「……はい」
「そう、貧相な顔つきね。頭が悪そうだわ」
　あまりにも遠慮のない言葉に、いつも旦那様から罵倒を浴びせられている両親も顔を真っ赤にした。
「何だ、君は！　失礼じゃないか！」
「今は家族で話し合っているの！　関係ないなら帰りなさい」
　両親が声をあげて抗議するけど、竃山さんはそんな二人に、まるでゴミでも見るような冷たい視線を向けた。
　自分に向けられた視線じゃないのに、背筋が凍る。それほどの迫力があった。あっけなく両親は怯んだ。
「躾がなっていないわ」
　竃山さんは持っていたハサミをテーブルに置くと、さっき五人組から渡されていた二つ折りの紙を広げて、中身を確認した。
　そして確認を終えると、その紙をテーブルの上にシュッと滑らせて、両親のところへ届けた。
「確認しなさい」
　両親はお互いに顔を見合わせたあと、その紙を手に取った。
　お嬢様は自分を無視して部屋の空気を支配している竃山さんを睨み続けていた。
「……こ、これは」
「う、うそよ」
　両親が手を震わせながら紙を読み、揃って驚いている。そして竃山さんを、信じられないものを見るような目で見つめていた。
「なに、どうしたっていうのよ」
　状況がわからないお嬢様が両親のもとへ行き、二人から紙を奪い取った。そしてその中身を確認すると、顔を青くしながら「なによ、これ……」と呟いた。
　わけがわからない。たった一枚の紙で、両親やお嬢様は、何をこんなに驚いているんだろうか。
「読めた？　その契約書に書いてあるとおり、お前たちの借金はあたしが買い取ったわ」
　竃山さんの言葉に、思わず「え」と声を漏らしてしまう。
「交渉は父にさせたけど、とりあえずその契約書にある通りよ。乙霧の家は、お前たちの雇用契約などを全て解除。借金については、今後、竃山の家に返してもらうわ」
　続けざまに発せられる衝撃発言に、私もいよいよ言葉を失ってしまう。
　とんでもないことなのに、竃山さんは涼しい顔をしたままだ。
「だから、これからは竃山の家が、お前たちの債権者よ。早く返せるようにせいぜい働きなさい」
　お嬢様の手から、ひらひらと紙が落ちていく。そこには確かに『契約書』と書かれていて、何度か見たことがある旦那様のサインが記されていた。
　旦那様は、両親を売った。
　やっと状況を飲み込んだ両親は、竃山さんこそがこの場の支配者だと理解したみたいで、急に気味の悪い笑みを浮かべ始めた。
「ああ、そうでしたか。それはそれは、大変失礼をいたしました」
　二人でそう頭を下げたあと、ちらりと私を見た。
「芙蓉がお世話になっているようで。どうでしょう、借金の返済には時間がかかるので、少しの間、娘を使っていただくということは。雑用は器用にこなせますから」
「はい。気遣いもできる、よくできた娘なので」
　本人の前だというのに、当たり前のように娘を差し出す両親の姿は化け物か、それ以上の何かに見えた。
　ただ、竃山さんはそんな誘いに一切靡かなかった。
「芙蓉に関するくだらない契約は無効よ。お前たちの借金なのだから、お前たちが返しなさい」
「え、いや、でもそれは……」
「当たり前でしょ。お前たちが死ねば、娘にって話にもなるけど、お前たちが生きているうちは、お前たちが死ぬ気で返すのよ。それとも――」
　竃山さんはいつもの調子からは想像できないくらいに素早い動きで、テーブルに置いたハサミを手に取ると、それを父の喉元に突きつけた。

        「――今すぐ死ぬ？」

        そう父を脅す竃山さんの目は鋭く尖っていて、それがはったりや冗談じゃないことが伝わってきた。

        父の頬に冷や汗が流れていき、母は怖じ気づいて動けないでいた。

        しばらくその状態で膠着していたけど、最終的には竃山さんが「たわいないわね」とハサミを置いた。
「あと、返済を随分と先延ばしにしたのね。今後のためにも資産は差し押さえるわよ」
「な！」
「もう業者がお前たちの家に向かっているでしょうね。自己破産するなら、さっさと手続きを済ませなさい」
　もうそれ以上言うことはないというように、竃山さんは口を閉ざした。
　両親は完全に慌てふためき、大急ぎで荷物をまとめると、お嬢様や私に何も言わずに、血相を変えて部屋から出て行った。家に戻って、その目で現実を確かめるんだろう。
　竃山さんが嘘をつくはずもないから、運命は変わらないのに。
　走って行く両親の姿を見ながら、もう二度と会うことはない気がした。
「終わったわ」
　静かになった室内で竃山さんが、抑揚のない声で告げた。
　ついさっきまで私を捕らえていた、死を選ぼうとしたほどの絶望的な状況は、一瞬で瓦解した。私は両親からも、乙霧の家からも解放されて、晴れて自由の身になった。
　言葉が出ない。旦那様の性格は知っている。あの契約を結ぶために、竃山さんはかなりの金額を必要としたはずで、いくら実家が大手銀行でお金持ちとはいえ、簡単じゃなかったはずだ。
　それを何も言わずしてくれて、こうして私を救い出してくれて、それにお礼すら求めない姿が、ただただ眩しかった。
　お礼を言わなきゃと思っていたときだった。
　バンッ！　という激しい音が室内に響いて、ビクッと体を小さくしてしまう。
　顔を真っ赤にして、怒りで全身を震わせたお嬢様が、テーブルを両手で叩き、今にも噛みつきそうな表情で竃山さんを睨んでいた。
　お嬢様の側にずっといた私でさえ、ここまで激高している彼女は初めて見た。
「竃山っ、よくもやってくれたわねっ！」
　私を指さして、彼女は怒りをぶちまけた。
「横から泥棒みたいに奪っていくなんて卑怯よっ！　そいつを返しなさい！」
　お嬢様の怒りは相当なもので、その怒声は学校中に響くんじゃないかというほど大きく、恐ろしかった。
　ただやっぱり、竃山さんは表情を変えなかった。まじまじとお嬢様を見つめたあと、ぽつりと言った。
「乙霧、いたのね」

        　最初から相手にしていなかったようで、彼女はそこで初めてお嬢様の存在を認知したみたいだった。

        当然、お嬢様はそんな最大限の屈辱に眉を吊り上げた。

        「ふざけないでっ！」

        「話は聞いていたでしょう。芙蓉はもうお前の物じゃないわ。契約は全て、無効なのよ」

        　竃山さんは両親が残していった契約書の紙を指さした。

        「あたしの父が、お前の父親と話し合って決めたことよ。お前が文句を言う権利などないでしょう」

        「っ」

        「部外者は引っ込んでなさい」

        　お嬢様はずっと、自分が世界の中心だと思いながら生きてきた人だ。だから、ここまで蚊帳の外にされたことはなくて、それは間違いなく彼女にとって人生最大の屈辱だった。

        　そしてそれを我慢できるほど、彼女は強くなかった。

        　彼女が鬼のような形相でこちらに駆けてきたとき、私は恐怖で動くことができなかった。

        それがダメだった。

        　お嬢様は未だに悠然と座っている竃山さんに向かっていき、テーブルに置いたままにしていたハサミを手に取った。

        　ダメだ、と危機に気づいたときにはもう遅かった。

        　お嬢様は竃山さんのあの金髪を握ると、それにハサミを向けた。

        「やめてーっ！」

        　恐怖という金縛りが一気に解けて、そう絶叫しながら、竃山さんに迫るお嬢様を突き飛ばした。

        　ただ、遅かった。

        　次の瞬間、私の目に映ったのは、宙を舞う黄金の長髪。見慣れた、あの美しい、ラプンツェルのような彼女の髪。

        「あ、ああ……」

        　口から漏れたのは絶望の色をした、声にならない声だった。その場で崩れ落ちて、床に手をつき、髪が床にゆっくりと落ちていくのを呆然と見つめるしかなかった。

        　私に突き飛ばされたお嬢様は壁に背中を打ち付けて、尻餅をついていた。

        「お前っ、この私にむかってっ！」

        　お嬢様は私に反撃されたことが許しがたかったようで、そう怒号をあげた。ただ、いつもなら身を縮ますほど怖かった声も、今は全然届いてこない。

        　床に散らばった黄金の髪のことで、頭がいっぱいだった。

        　バタンッ！　という大きな音とともに応接室の扉が開いて、染井さんが中に駆け込んできた。

        「何事ですかっ」

        　そして部屋の中を見渡し、息を飲んだ。

        　室内には崩れ落ちた私と、ハサミを手にしたまま尻餅をついたお嬢様、そして長髪の半分以上を切られたにも関わらず、表情を変えずに座っている竃山さんがいた。

        それぞれに目をやった染井さんは、最終的にお嬢様に焦点を合わせた。

        「乙霧さん、これは暴力行為です。今回は逃がしませんよ」

        　落ち着いた口調だったけど、怒りのせいか声が震えていた。

        　ただ、それに動じるようなお嬢様ではなくて、さすがに誤魔化すことはできないと諦めたものの、私を指さした。

        「暴力行為はこいつもよっ！　私は突き飛ばされたわっ！　処分するなら、こいつだってそうしなさいよっ！」

        「あ、あなたって人はっ」

        　死なば諸共とも思えるお嬢様の主張に、染井さんの表情が強ばった。

        　ただ、お嬢様は主張を変えない。

        「そうでしょうっ、お前が私を突き飛ばしたのよっ！」

        　お嬢様の非難は当然と言えば当然で、私は反射的にそれに首肯しそうになっていた。

        「――違うわ」

        　切られた髪の毛を気にもとめず座り続けていた竃山さんが、やっと口を開いた。

        「乙霧が勝手に転んだだけよ。――芙蓉、そうでしょう？」

        「な、何を言ってるのよっ！　私はそいつに突き飛ばされたわっ！　嘘はやめなさいよっ！」

        　それは聞いたことのある言い分で、お嬢様もこんな場面でやり返されるなんて思ってなかったようで、大声で抗議していた。

        　ただ、相変わらず竃山さんはお嬢様を相手にしないで、じっと私を見つめていた。答えを急かすわけでもなく、恣意的に促すわけでもなく、ただただ私の返事を待っていた。

        　自分の意思で答えてみろと、その目が語っていた。

        「――はい、その通りです」

        　私は自分で、私を縛っていた運命を突き放した。

        「お、お前……」

        　お嬢様がその答えに打ちひしがれている間に、竃山さんが染井さんに一瞥して、彼女はそれに頷いていた。

        　まるで『あとは任せた』と言ったみたい。

        「では、乙霧さん、詳しい話は生徒会室でしましょう。……積もる話も、ありますから」

        　染井さんの背中から、急に複数の人影が現れた。さっき別れたばかりの弓道部の五人組で、彼女たちは足音をたてながら部屋に入ってくると、すぐにお嬢様を包囲した。

        　全員がいつものふざけた感じではなく、眉を吊り上げて怒っていた。

        「早く立ってください」

        「よくも部長を傷つけてくれましたね」

        「芙蓉先輩だって泣かせて」

        「ただで済むなんて思わないでくださいよ」

        「絶対に許さない」

        　五人で囲むようにしてお嬢様を立ち上がらせると、まるで容疑者を連行するように引っ張っていく。

        　お嬢様は最後まで、私たちに怒鳴り続けていたけど、染井さんと五人組に連れて行かれた。

        　改めて静かになった室内。たださっきと違い、私はただただ、罪悪感に押しつぶされそうになっていた。

        　床に散らばった黄金の髪が、胸を締め付けてくる。

        　気づけば、また涙が出てきて、下唇を噛んで耐えようとするけど、嗚咽は止まらない。

        「よく泣くのね」

        　当事者である竃山さんは切られて半分ほどの長さになってしまった髪のことを気にもとめていなくて、むしろ泣いている私を面白がっているようだった。

        「……さい」

        「なに？」

        「ごめんなさい……私なんかのせいで、こんな……」

        　謝って済むわけもないのに、それしかできない。それが申し訳なくて、悔しくて、また涙が出てくる……。

        「芙蓉、次に同じことを言ってみなさい。許さないからね」

        「え」

        　竃山さんが椅子から立ち上がって、私の前で片膝をついた。

        「前にも言ったわ。――あたしがつけた値札に文句をつけないで」

        　両手で顔を挟まれて、顔を向き合わされる。

        　綺麗な青い双眸に、泣いている私が映っていた。

        「私なんかなんて、二度と言うんじゃないわ。――返事は？」

        　逃げ場のない私は、みっともなく鼻を啜ってから、蚊の鳴くような声で「……はいっ」と返事をした。

        　そんな私を、竃山さんは珍しく「ふふっ」と声を出して笑った。

        「ほんと、よく泣くわね」

        「だって」

        「いいわ。それが、あなたの感情なのでしょう？」

        　竃山さんがこつんと、自分の額と私の額をくっつけた。その行動に、息が止まりそうになるほど驚いてしまうけど、伝わってくる体温の心地よさに動くことができなかった。

        「これからは、あなたは何にも囚われない。だから、それでいいわ」

        　少し間を置いてから――。

        「自由に生きていきなさい」
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        　いつものように、竃山さんはそこでお昼寝をしていた。

        　私が近づいてきたのに気づくと、目を少しだけ開けて、またすぐ閉じた。

        「あなたも物好きね。部屋の引っ越しは染井たちがやるのでしょう？」

        「少しくらい手伝わないと悪いですから」

        　中庭のベンチに座った竃山さんと、その前に立つ私。見慣れた風景のようで、少し違う。

        　竃山さんはあの騒動でお嬢様に髪を切られた影響で、ラプンツェルのような長髪から、耳にかかるくらいの短髪になっていた。

        　そしてもう一つ違うのが私。

        今日は、自分の意思でここに来ていた。

        「引っ越しは終わったの？」

        「はい。さっき、新しいルームメイトさんとも挨拶してきました」

        　結局、あの一件は染井さんがお嬢様に処分を下すことになったが、一筋縄ではいかなかった。

        　染井さんは当初、私への扱いや、竃山さんの髪を切ったことなどで、お嬢様に相当重い処分を下そうとしたけど、それを聞きつけた旦那様が学校側に連絡を入れた。そして、なんとかして欲しいと泣きついたそうだ。

        　この学校では生徒の処分についても、生徒会長が権限を持っている。だから染井さんの一存でお嬢様を退学にすることもできたそうだけど、度重なる協議の結果、それは避けられた。

        「染井は最後まであの密約を嫌がっていたけどね。あたしと弥江で説き伏せたわ」

        　結果だけ言えば、お嬢様には具体的な処分は下されなかった。

        ただお嬢様と染井さんの間で『二度と私に近づかない』という密約が交わされた。これに背けば、即刻退学という条件付きらしい。

        染井さんとしては、密約で誤魔化すのは嫌だったみたいだけど、被害者の一人である竃山さんが「それでいい」と言ったことに加え、染井さんと同等の権限を持つ副会長さんが竃山さんに味方をして、折れるしかなかったみたいだ。

        でも、私もそれで良かったと思う。お嬢様があれ以上に痛い目を見るのは望まないし、染井さんを逆恨みして、何か危害を加える可能性だってある。だから、これでいい。

        　こうして、私は本当にお嬢様から解放された。

        　寮の部屋の引っ越しは、その一環だった。

        「乙霧とは話はできたの？」

        　その質問に目を瞑って首を左右に振った。

        「目も合わせていただけませんでした」

        　今日、何度も声をかけたけど、全て無視されて、こちらを見てももらえなかった。

        「もうあれはあなたの主人じゃないわ。気にすることはないでしょう」

        「……育てていただいたことは、間違いありませんから」

        　長い間、ずっとひどい扱いを受けてきた。それを恨んでいないと言えば嘘になる。でも、私は確かに乙霧の家に育てられた。その恩まで忘れるわけにはいかない。

        　そんな私の意見に、竃山さんは呆れたようにため息をついた。

        「やっぱり物好きね、あなた」

        「……私が身につけた従者としての作法は、全てお嬢様に叩き込まれたものです」

        「……だから？」

        「そのおかげで、竃山さんに褒められました。感謝しないわけにはいきません」

        　きっとお嬢様本人に言えば、また突き飛ばされてしまうような意見だけど、私にとっては大事なことだった。

        私が竃山さんと出会えて、こうして話せるようになったのは、お嬢様のおかげだ。

        「……勝手になさい」

        「はい」

        　どうやら竃山さんにとっても面白い意見ではないようで、少し嫌そうな顔をされた。それが可笑しくて、小さく笑ってしまう。

        「それで」

        　竃山さんが半分だけ目を開けた。

        「何の用？　今日は呼びつけていないわよ」

        　そう、今日は自分の意思でここに来ていた。ごくんと息を飲み込んだあと、一歩踏み出した。

        「例の件、返事をさせてください」

        「…………」

        「私を、生徒会のバックアップメンバーにしてください」

        　あれだけ拒み続けていた誘いの返事を、ここにきて翻意した。

        　都合が良いし、勝手だし、ふざけるなって怒られても文句は言えない。

        でも、今はどうしても、この返事をしたかった。

        「言っておくけど」

        「はい」

        「あたしがあなたを助けたのは、あなたのためじゃないわ。染井に借りがあったからよ。あとついでに、乙霧の行動が目に余ったからにすぎないわ」

        　それについては、あの騒動のあとに強く釘を刺されていた。変な恩義を感じる必要はない、こっちの都合でやっただけだ、と。

        「親の借金はあなたが気にすることではないわ。どんな手を使ってでも、あいつらに返済させるから」

        「はい。でも、受けさせてください」

        「あたしの髪を気にしてるのなら、それもやめなさい。髪なんて、そのうち伸びてくるのだから」

        　まるで私がこの返事をする理由を先回りして潰そうとするように、竃山さんは一連の騒動について、私に責任はないと断言した。

        　それは嬉しいけど、やっぱり答えは変わらない。

        「お願いします」

        「……なぜ？　あれだけ、嫌がっていたじゃない」

        　私が主張しそうな理由を全て潰したあと、まるで試すようにそう訊いてくる。

        　でも、私はもう答えに躊躇しない。

        「竃山さんのお力になりたいです」

        　返事をしたあと、違うなと思った。そうじゃない。こんな答えは、また誤魔化しで、逃げだ。

        もっと自分の言葉で、意思で、本音で答えないといけない。

        　頭を上げて、真っ直ぐと竃山さんを見つめて、勇気を振り絞って言った。

        「あなたの傍に、いたいからです」

        　契約とか、恩義じゃない。ただただ、私が彼女といたい。それだけの理由。

        　そんな勝手で気ままな私の返事に、竃山さんは少しだけ驚いたあと、唇を綻ばせた。

        「条件があるわ」

        「え」

        「散々返事を先延ばしにしたのだから当然でしょう？」

        「うぅ」

        　そう責められてしまうと、ぐうの音もでなかった。

        「一つ。これを預けるわ」

        　彼女はポケットからブラシを取り出すと差し出してきた。

        「また、髪が伸びてきたら、お願いできるわよね？」

        「――はい、喜んでっ！」

        　何度も力強く頷く。だって、それは私と竃山さんが、繋がれたきっかけだから。

        　私はブラシを受け取ると、両手で胸に抱いた。そんな様子を、竃山さんがおかしそうに見ていた。

        「あと、もう一つ――名前で呼びなさい」

        「……え」

        「あたしは芙蓉と呼んでいるわ。あなたとあたしは主従じゃない。そんな堅苦しい呼ばれ方は嫌よ」

        　主従じゃないって言いつつ、いつも命令口調じゃないですか。そう思ったけど、そんな反論できるはずない。条件なら仕方ないけど、これには躊躇してしまう。

        　口に出してみようとするけど、全然声が出なくて、魚のように何度も口をパクパクとさせてしまう。

        　そんなことをしていたら、口の中がカラカラに乾いて、そこでやっと声が出た。

        「し」

        　でも最初の一文字で止まってしまった。顔が熱い……。自分が今、真っ赤っかになっているのが鏡もないのによくわかる。

        　そんな私のことを、竃山さんは何も言わず待ってくれていた。

        「し……しょう、ぶ、さん」

        「あたしはそんな変な名前ではないわ」

        　こんなたどたどしい呼び方じゃ、ちっとも納得してくれなかった。モジモジとしたあと、今度こそと意を決して、叫ぶように呼んだ。

        「祥撫さんっ」

        「よろしい」

        　こんなに緊張するとは思ってなくて、運動したあとみたいに息が荒くなってしまった。

        「今後はそう呼びなさい。名字で呼んだら返事をしないからね」

        「……はい」

        　自分で言うのも変だけど、先が思いやられる。絶対に何度も失敗してしまう……。

        「条件をのむなら、いいでしょう。染井にはあたしから話しておくわ。――よろしくね、芙蓉」

        「はいっ！　ありがとうございます！」

        　また頭を下げる私に祥撫さんは、ぽんぽんと、ベンチの空いているスペースを叩いた。

        　つまり、祥撫さんの隣。

        「座って」

        　いいのかなって思ってしまったけど、ここで遠慮してもお風呂のときみたいに引っ張っていかれるだけだから「失礼します」と挨拶をしてから座った。

        　そしてその途端、私の肩に祥撫さんが頭を預けてきた。

        「えっ、あ、えぇ！」

        　また混乱してしまって、いつものように慌ててしまう。

        「静かになさい。昼寝の途中だったのよ。あなたが起こしたのだから、肩くらい貸しなさい」

        　祥撫さんは目を閉じたまま、そんな主張をしてくる。だけど、私としてはすぐ横に彼女の顔があって、緊張でどうかなってしまいそうだった。

        　心臓が跳ねそうな勢いで鼓動していて、それが彼女の睡眠の邪魔になるんじゃないかと心配になるほどだった。

        　ただ、祥撫さんは気持ちよさそうに目を閉じていた。

        　そんな身勝手さに、思わず「はぁー」と脱力してしまう。だけど、そんな気ままさこそ、祥撫さんらしいところで、それが身近に感じられることが嬉しかった。

        「祥撫さん」

        　聞こえないと思ったから小声で話しかけたのに、まだちゃんと眠っていなかったようで「なに？」と目を瞑ったまま返事をされてしまった。

        　続きを言うことになるなんて思ってもいなかったけど、ここで誤魔化しきれるわけもないから勇気を出した。

        「私、ずっと祥撫さんの傍にいますから」

        　そんな恥ずかしい宣言に、祥撫さんがくすぐったそうに「ふふっ」と笑った。

        「好きにしなさい」

        「はいっ！」

        　もう好きになってます。

        　この心臓が爆発しそうな想いも、いつかちゃんと自分の意思で、言葉にしますから。

        　

        　

        【完】








    
        後日談その一【好きとキスと隙】

        　

        　

        「先輩、写真を撮っていただけませんか？」

        　舞台の上で慣れた様子でクルクルと踊りながら、天都がお願いしてきた。

        「……私は記者だ、カメラマンじゃない」

        「承知しておりますわ。敬愛する先輩のことですもの」

        　ピタリと踊りをやめた天都が、舞台の真ん中でにっこりと笑う。わざとらしい笑みで、私はそれを受け流しながら、ペットボトルのお茶を飲んだ。

        「何が敬愛だ。嘘をつけ」

        「敬愛しておりますし、本当に愛してもおりますわ」

        　思わずお茶を吹き出しかけたのを、口元を抑えてなんとか耐えた。

        「お気をつけください。掃除が大変ですわ」

        「ば、場所を考えて言え！」

        　ここは体育館で、今は私と天都の二人しかいない。謹慎中の二人がこんなところで何をしているかといえば、ただの暇つぶしだった。外出も部活も禁止されたら、放課後は暇で仕方ない。

        　今日は放課後に体育館を使用する部活が、校内で部内の打ち合わせをするということで、がら空きだった。

        　天都が「踊りたい」というので、それに付き合っていた。

        「二人しかいません。ご安心ください」

        「……そういう問題じゃない」

        「わたくしは公言したいのですけど」

        「私の立場を考えろ」

        　天都とこういう関係になったことは、絶対に卒業まで隠し通す。彼女は「公表したい」と駄々をこねるが、これだけは譲るわけにはいかない。

        　三年掛けて築いてきた地位がある。それに新聞部の部長が天都と恋人関係だなんて、今後どんな記事を書いても、それより興味を持ってもらえる自信がない。

        「副会長は公言されているのに」

        「それを私の前で言うな。今でもムカついてるんだ」

        　あの副会長がワケありの二年生と付き合い始めたのは、つい最近のことだ。校内でかなりのニュースで、生徒会でも騒ぎになった。会長は目を丸くしていたし、竃山は面白がっていた。

        　ただ、私はちっとも面白くなかった。

        「今回の謹慎、絶対に副会長の策略だ。自分が活動しやすいように、私の動きを封じたんだぞ。職権乱用もいいところだ。これだから政治家は」

        　そのおかげで副会長が色々とやらかしたなんてビッグニュースを報じられなかった。恥の上塗りだ。

        「先に失敗した先輩が悪いですわ」

        「君が言うな、君が」

        　天都はまたクルッと回った。彼女が履いていると、上履きがトゥーシューズに見える。

        「改めて――撮ってくださいませんか？」

        「急にどうしたんだ」

        「だって先輩、部活ができないのに今も首からカメラを提げていらっしゃいます。いい被写体がいるのですから、勿体ないじゃないですか」

        　天都が私のカメラを指さしながら、自信に満ちた提案をしてくる。

        　確かに今はこれを新聞部のために使うことはできない。だから、厳密に言えばこれを持ち歩く意味はない。

        「癖なんだよ」

        　優しくカメラを撫でた。もうずっと愛用しているもので、心の中では『相棒』と呼んでいる。部活はできないが、これを部屋に置きっぱなしにもできない。

        「これは記者として使う物だ。悪いが、そういうお願いは別の奴にしてくれ」

        　意地悪で断っているわけじゃない。これは私のプライドの問題だった。

        　ただ――。

        「撮ってください」

        　それで天都は納得しないで、舞台の上からそう迫ってくる。明らかにさっきより要求の仕方が変わっていた。

        　顔を見ると、いつもより真剣そうだった。

        「な、なんだよ、急に」

        「急にではありません。恋人の写真くらい、撮って当然ではないですか」

        「それは人によるだろ」

        「では先輩は、わたくしの写真はいらないのですね？」

        「……あのな、ズルい聞き方をするな」

        　もちろん、あれば欲しい。今までだって、撮ってやろうと思ったことはある。でもやっぱり動機が不純で、なんだか相棒を裏切るような気がしたので、実行しなかった。

        　天都は舞うように軽いジャンプで舞台から降りてくると、まっすぐとこちらに向かってきた。

        「先輩、実はわたくし、先輩に不満があります」

        「……奇遇だな、私もある。言い合いをしようか。どっちが多く言えるか、勝負しよう」

        　この勝負だけは何があっても負けないだろう。

        　ただこのふざけた掛け合いに、天都はのってこなかった。

        「先輩、わたくしに『好き』と言ってくださいません」

        「…………」

        　自覚があった。そんな照れくさくて、気恥ずかしいことは、とても口にできない。だからずっとそうしていたが、彼女は気にしていたようだ。

        「そうしてカメラを持っているのに、わたくしの写真だって撮ってくださらない」

        「だから、それは」

        「プライドのことはわかります。しかしですね」

        　天都はぐいっと顔を近づけてきた。校内でも美女と有名な顔が間近にあって、心臓が高鳴った。

        「あまりに、冷たくありませんか？」

        　その通りだった。好きと言ったこともないし、何かプレゼントをあげたこともない。私からデートに誘ったことさえない。

        　なんというか、天都は強い女だ。だからちょっとくらい、冷たく当たっても平気だと思っていた。

        「……悪い」

        　目をそらして、素直じゃない謝罪をしたが、彼女はそれじゃ納得してくれなかった。

        「悪いと思っているのなら、すべきことがありませんか？」

        　この後輩に正論で問い詰められるというのは中々に屈辱的なものだけど、今のところ、彼女の言い分が正しい。彼女の性格に難があるとはいえ、それに託けて、私が恋人としてやるべきことを疎かにしたのは間違いない。

        「……写真は、ダメだ」

        　ただやっぱりそこは譲れなかった。

        　天都がハムスターみたいに頬を膨らませて、不機嫌を示してくる。

        「せんぱ――」

        「そのかわり！」

        　彼女がまだ何か言う前に向き直って、両肩をがっしりと掴んだ。

        「ちゃんと……言うから」

        　天都はちょっと考えて「……わかりました」と納得してくれた。

        「では、ここで」

        「こ、ここでか？」

        「先輩？」

        　その要求にたじろぐ私に、天都がジトッとした目で見てくるので、抵抗はできなかった。

        　おかしい。さっきまでは対等だったはずなのに、いつの間にか彼女が優位に立っている。彼女と話していると、こういうことが多々あるから本当に気が抜けない。

        　ただ、こうなってしまったものは仕方ない。

        「わ、わかった」

        　覚悟を決めて頷くと、天都はやっと納得してくれ、嬉しそうに「どうぞ」と催促してくる。

        　私はキョロキョロと辺りを見渡した。体育館には誰もいないし、誰かが来るような気配もしない。やるなら、早くやるべきだ。

        「先輩、大声を出しましょうか？」

        「ちょっとくらい、待ってくれたっていいだろっ」

        　天都はそれに「わたくしはずっと待っているのです」と、またももっともらしい返答をしてくる。

        　悔しいことにぐうの音も出ない。

        「……わかったよ」

        　覚悟を決めて、すぅと息を吸い込んだ。目を開けると、天都がまっすぐとこちらを見つめていた。

        　もう見慣れたはずの顔なのに、急に顔が熱くなって、自然と汗が流れる。

        「……だ」

        　自分ではちゃんと言ったつもりだったのに、ちっとも声になっていなかった。

        　そしてそれは天都も同意見だったようだ。

        「先輩、まさか今のではないですよね？」

        「……わかってる」

        　顔だけじゃなくて、体全体が熱いし、喉がカラカラだ。

        　それでもこの状況からは逃げられないし、逃げるのは癪だ。改めて、天都を見つめる。そもそも彼女がこんなに綺麗なのが悪いとか、変なことを思ってしまった。

        　ごくんとつばを飲み込み、今度はちゃんと告げた。

        「好きだ」

        　顔から火が出そうだ。

        　こっちがそんな羞恥に耐えているのに、天都は反応を示さない。まるでまだ足りないと言われているみたいで心臓に悪い。

        「お、おい」

        　もうこれ以上は勘弁してくれという思いで声をかけると、天都は急にクスッと笑った。

        「先輩は本当に――可愛いですわ」

        　彼女が一歩踏み込んできて、気づけば唇が塞がれていた。

        　突然のことだったが、こんなところじゃ恥ずかしい。だから逃げようと思ったのに、彼女は慣れた感じで腰に手を回して、私の動きを封じた。

        　天都のキスはいつだって呼吸を忘れてしまいそうになるほど上手で、またしても、されるがままになってしまった。

        　カシャッという聞き慣れた音で、我に返るまで。

        　嫌な展開だった。知っているパターンだ。慌てて音のした方向を見ると、天都があいていた手でカメラを持っていて、そのレンズがキスをする私たちに向けられていた。

        「先輩、懲りないですね。隙だらけですわ」

        　唇をはなした天都は、逃げるようにバックステップで素早く私と距離をとった。

        「お、お、おま」

        「いい写真が撮れたと思いますわ。焼き回して、先輩にも差し上げますね」

        　カメラを大事そうに両手で包みながら、ウィンクをしてくる。

        　それでさっきまでの羞恥は、一瞬で怒りに変わった。

        「最初からこのつもりだったんだなっ！」

        「だって、先輩が素直に写真を撮ってくれるはずありませんもの。策を巡らすのは、可愛い後輩の抵抗ですわ」

        「やかましい！」

        　どこの可愛い後輩が策を巡らすか。

        「返せ！」

        「あら？　このカメラはわたくしのですわ」

        　またしても正論だけど、もうそんなのは関係ない。

        「盗撮だろ！」

        「それは先輩が一番言ってはいけない気がしますが？」

        「っ」

        　もう口で勝てそうにないので、力尽くでカメラを奪うことにした。彼女を捕まえようと手を伸ばすが、ひらりとかわされてしまう。

        　そして「うふふ」と余裕たっぷりの笑い声。

        「捕まえてみてください」

        　完全にこちらを小馬鹿にした態度に、もう我慢ならない。

        「いい度胸だっ！　今日という今日は説教してやるっ！」

        「できるものならどうぞ。うふふ」

        　そこからは体育館の中、二人で追いかけっこ。私が何度も天都を捕まえようとするたびに、彼女が身軽にかわすということを繰り返した。

        　

        　……結果？　知らない、そんなことは。

        　ただ、もらった写真は、大切にしている。

        　

        　

        【完】

        


    

    
        後日談その二【初春への約束】

        　

        　

        「メガネ、意外と似合うのね」

        　経済学の本をカウンターに置いた弥江さんは、褒めてるのか貶してるのか微妙なお言葉をくれた。

        「伊達ですけどね。図書委員っぽくありません？」

        「発想はバカッぽいわ」

        　メガネを指でクイッとしたら、ため息をつかれた。

        　本を受け取って、貸し出し手続きをしてから彼女に渡した。

        「よくそんなの読めますね。面白いですか」

        　マクロだかミクロだか知らないけど、あたしにはなんのことかさっぱりだ。

        　弥江さんは本をペラペラとめくっていた。

        「面白いわけないわ。でも、勉強しないといけないもの」

        「熱心っすね。たまには本ばかりじゃなくて、あたしにも構ってくださいよ」

        「だから、ここに来ているじゃない」

        　パタンッと片手で本を閉じる姿は、インテリって感じで格好よくて、そんな彼女にそう言ってもらえると素直にニヤけてしまう。

        　弓道部のエースなんて呼ばれていたあたしが、弓道部を追われたというスクープは一挙に全校生徒が知ることになった。あたしが起こした騒動についても、隠しきれるわけもなく、一気に広まった。

        　あたしは関係を持っていた全ての女子生徒と絶縁され、校内で完全に腫れ物となった。

        　とはいえ、この学校では生徒は絶対に部活か委員会に所属することが義務づけられているので、新しい所属先を決めないといけなかった。

        　当然だけど、そんな腫れ物を歓迎するところはなかった。

        　結局、弥江さんが知り合いの図書委員長に頼み込んで、図書委員会に所属することになった。

        「図書委員長からあなたの監視をしてって言われているから」

        　弥江さんはそんな理由で、よく図書室に足を運んでくれる。なぜかいつも、他の生徒がいなくなった閉館時間ギリギリに。

        　本当は二人きりになりたいだけのくせに。素直じゃない。

        「図書室以外でも監視していいですよ。あ、今度の休みに映画に行きませんか？　あたし、観たいホラー映画があるんです」

        「……考えておくわ」

        「もしかしてぇ、怖いんですかぁ？」

        　煽ってみたら、問答無用でさっきの本の角でおでこを殴られた。

        「いっ」

        「バカを言わないで。非科学的なものが嫌いなだけ」

        　絶対に嘘だと思ったけど、それ以上の追求をするとまた殴られるのでやめておいた。

        　おでこをさすっていると、あることを思い出した。

        「そういえば『ハムレット』と『万葉集』を読んでますよ」

        「二冊同時に？」

        「だって、どっちも難しいのに面白くなくて。途中で飽きちゃうんです」

        　もともと、活字だけの本を読むなんて性に合わない。

        　でも、当番で図書室に籠もっていると、やることが他にないから、以前に教えてもらった二冊に手を出していた。

        　あたしはカウンターの中に置いてあった二冊を取り出して、自慢げに見せた。

        　すると弥江さんは眉をよせた。

        「『ハムレット』は児童書で、『万葉集』は現代語訳じゃない」

        「そうですよ。原書は無理です」

        「……それで難しいの？」

        　信じられないという顔をされてしまったけど、あたしは素直に頷いた。

        　弥江さんは頭を抱えてしまった。

        「……今度、ゆっくり話をしましょう」

        「いえ、結構です」

        　絶対に愉快じゃない話だから、丁重に断っておいた。

        「するのよ」

        　有無を言わせない命令に、すぐに「イエッサー」と敬礼をした。

        「いやでも、あたしからすればすごいことなんですから。弥江さんが教えてくれた本じゃなきゃ、たとえこんなのでも読まないですからね」

        　親ならともかく先輩に、しかも恋人に頭の悪さのことで凹まれるのはさすがに本意じゃない。

        　弥江さんもそこは「それもそうね」と認めてくれた。

        「なら、ほら」

        　あたしは頭を弥江さんの方に差し出した。

        　鈍感なことに、彼女はそれに首を傾げた。

        「え、何？」

        「よしよしってしてください。可愛い後輩が頑張ったんですよ？」

        　弥江さんはきょとんとしたあと、またため息をついた。

        　それでも不器用に頭を撫でてくれた。柔らかい手のひらが、あたしの頭に乗っている。もうそれだけで、本当に幸せだった。

        「あなたって」

        「はい」

        「甘えん坊よね」

        「そうですよ。覚悟してください。これからは、もっと積極的にいきますから」

        　あの人も莉愛さんも年上だし、たぶんあたしはそういう人たちに甘えるのが好きなんだ。

        　あたしの宣言に、弥江さんは「ふっ」と笑った。

        「大変そうね」

        　そうは言いつつ、彼女だって嬉しそうだ。

        「それで感想はどうなの？」

        　残念なことに彼女は撫でるのをやめてしまった。

        「そうですね。ハムレットを殴ってやりたいです」

        　日頃は本なんて読まないあたしにとって、珍しく手にした『ハムレット』の主人公は、ハムレットではなくてオフィーリアだった。

        　彼女に肩入れして読んだから、偏った感想になってしまう。

        　ただ弥江さんはそれに「ふふっ」と嬉しそうにした。

        「奇遇ね、私も同じことを思ったの」

        「いやマジでひどいやつですよ。どうしてやろうかと思いました」

        「どうすることもできないでしょう」

        　せっかく同調してくれたのに、あっさりと現実的なことを言われてしまう。

        　ただ、それであたしも冷静になった。

        「てか、意外です」

        「何が？」

        「弥江さんってもっと冷徹に物語を楽しむんだと思ってたんで。感情移入とか、するんですね」

        　弥江さんはあたしの指摘に目をパチクリとさせた。

        「あなた、人をなんだと思ってるの？」

        「人を唇で買おうとする女」

        「……悪かったわよ」

        　失言のことを引っ張り出すと、彼女は顔をしかめた。とても『悪かった』と思ってる表情じゃないけど、面白いし、もう気にしてないからいいんだけど。

        「普通はね、そうしているわ。あなたの言うとおり、感情移入なんかしない」

        「ほら、やっぱり」

        「ただ……実を言うと、私も『ハムレット』を読んだのは、半年くらい前なの」

        「あ、そうなんですか」

        「あのときは、とにかく復讐を題材にした物語を読んでいたから」

        　恐ろしいことをさらっと告白されてしまった。追求しても、きっと楽しいお話じゃないから、深追いしないことにした。

        　というか、予想できる。この人が裏切られて、黙っていられるはずがない。絶対にそういうことを考えたはずだ。

        　ただ矛先は卒業していった姉じゃなく、たぶん……今の会長だろうな。

        「だから、その頃はよく本に感情移入してたわ。でも『ハムレット』はハムレットが復讐者だけど、このときだけはオフィーリアに感情を持っていかれたわね」

        「あの、訊いていいですか？」

        「質問によるわよ」

        「まだ、お姉さんのことを引きずってますか？」

        　こういう関係になったとはいえ、あたしはまだ彼女の傷について、深くは知らない。そして知ろうとしてこなかった。

        　あたし自身が怖かったのもあるけど、古傷を抉られる辛さはわかるから、デリケートに扱っていた。

        　その質問に弥江さんは「そうね……」と顎に手をあてた。

        　そして言葉を選んでいるのか、しばらく沈黙してしまった。質問しておきながら、急に答えを聞くのが怖くなって、冷や汗がでてきた。

        「……忘れられないわ。これからもずっと、姉様は私の目標だもの」

        「そ、そうですか」

        　その答えにチクッと心が痛んだけど、表情には出さない。

        「でもね」

        　ポンと、頭にまた彼女の手が乗った。

        「もう選んで欲しいとは思ってない。私には、私を選んでくれた、できの悪い後輩がいるから」

        　ひどい言葉と共に、優しく撫でてくれる。そんな素直じゃないところが愛おしくて、自然とニヤけてしまう。

        「『ハムレット』はもういいわ。『万葉集』はどうだったの？」

        「ああ、正直、こっちはよくわからないです」

        　あたしが読んだのは現代語訳で、解説もついていたけど、それでもわからないものが多々あって、読んでいると憂鬱にさえなった。

        　それを素直に伝えると、弥江さんがまたため息をついた。

        「あなたと付き合いはじめてから、ため息が増えたわ」

        「それはダメですよ。幸せが逃げちゃいます。よし、唇で塞いじゃいましょう」

        　カウンターの中で立ち上がって、キスしようとしたら、さっきより強く本の角で殴られた。

        「図書委員が図書室で何をするつもりなのよ」

        「逢い引きですよ」

        　包み隠さず言うと、またため息をつかれた。

        「私が風紀員であること、忘れてない？」

        「……夜中にしょっちゅうやってるじゃないですか」

        「もう一発いるのね？」

        　大慌てで首を全力で振った。

        「一応、例の『令月』が出てくるまでは読みました」

        「意味、わかった？」

        「あんまり」

        　もうため息さえつかず「でしょうね」と、呆れられてしまった。

        「でもでも、一つだけ、思ったことがあります！」

        　ビシッと挙手して何も感じなかったわけじゃないと主張したけど、向けられた視線は冷ややかなもので、今にも「だから？」とか言いそうだ。

        「生まれて初めて、花を見たくなりました！」

        「なにそれ」

        「だって、花の詩ばっかりなんですもん。団子派のあたしでも心が揺れますよ」

        「団子派？」

        　あたしの頭の悪い意見の連発に、弥江さんは「やれやれ」と呟いた。

        「でも……そうね」

        「なんです？」

        「年が明けて、初春になったら二人で見に行きましょう。あなたも見た方が良いわ、名前の花を」

        　ずいぶん前に母親に見せられたことのある月影枝垂の写真。白くて小ぶりな花を覚えている。あのときは何も思わなかったけど、確かに今はこの目で見たい。

        　弥江さんと一緒に。

        「約束ですよ」

        　小指をたてて、弥江さんに差し出す。彼女はそれに「子どもっぽいわ」と愚痴りつつも、指切りを交わしてくれた。

        「週末の映画も約束してください」

        「え」

        「指きった！」

        　反論をされる前に指切りをしてやって、勝ち誇った顔を困惑してる弥江さんに向けた。

        　本の角が振ってきた。

        　

        　なんだかんだ言いつつ、弥江さんはホラー映画に付き合ってくれた。

        　幽霊なんているわけない、非科学的なものは嫌いと、劇場に入るまでずっとそう主張していた彼女が、鑑賞中にどんな反応したかは、あたしだけの秘密だ。

        　

        　

        【完】

        


    

    
        後日談その三【従者の失敗】

        　

        　

        「あの五人に任せたのが悪かったわね」

        　ハンガーラックにかけられた、華やかなたくさんの服。祥撫さんはそれらを眺めながら、ため息をついた。

        「祥撫さん……これって、全部買ったんですか？」

        　私はあきらかに高そうな衣服に目を奪われながら、恐る恐る尋ねた。

        「ええ」

        　ただあっさりと肯定されてしまい、頭がクラクラしてしまう。以前までの私なら、ショックで倒れていると思う。ここ最近、祥撫さんと一緒に過ごしていたから、なんとかこのとんでもない状況にも耐えることができた。

        　事の発端は、つい昨日のことだった。

        　

        　

        「日曜日に出かけるのだけど、付き合ってくれない？」

        　いつものように祥撫さんが中庭でお昼寝をしていた。私は彼女に肩を貸して、その寝顔を見つめていたけど、急に目をパチリと開けた彼女にそう誘われた。

        「街へ出られるんですか？」

        「ええ。たまには出かけないと、退屈だもの」

        　華月は山の中にある学校だから、これといって楽しみがない。だからお嬢様は毎週のように出掛けられていた。ただ祥撫さんは「動くのが面倒」という理由で、あまり外出されていなかった。

        「そうですか……」

        「なに、用事があるの？」

        　きっと断られるとは思っていなかったであろう祥撫さんが、言葉を濁す私に怪訝そうな顔を向けた。

        「いえ、あの、そういうわけではなくて……」

        　当たり前だけど、友達もろくにいない私に、休日の予定なんてあるわけがない。

        「じゃあ、付き合えるのね」

        「い、いえ。あの、えぇと」

        「――芙蓉」

        　なんて言えばいいかなんて悩んでいたら、祥撫さんにクイッと顎を掴まれた。

        　シャンプーの香りが感じられるほどに接近されて、頭が沸騰しそうになる。

        「あ、あ、あ」

        「はっきりと言いなさい。誤魔化されるのは嫌いよ」

        　彼女の口から飛び出した『嫌い』という言葉に、体がビクッと反応してしまった。他のどんな行為より、それだけは避けたい。

        「ふ、服が」

        「服？」

        「服が……ないんです」

        　そう、私には私服がなかった。いや、細かく言えばあるけど、それはだいぶ古くて汚れも目立つようなものだ。とてもじゃないけど、それを着て街に出掛けるなんてできない。

        　ましてや、隣に祥撫さんがいるのに。

        「いつもは、休日でも制服で過ごしていて……寮ならいいんですけど、さすがに街へは」

        　休日に好き好んで制服で出掛けるなんて、なんだかおかしい。

        　それに最近はうちの生徒が援助交際をしていたのが見つかったばかり。休日に制服で街に出たら、変な目で見られてしまうかもしれない。

        　そういう事情を説明すると、祥撫さんは「なるほどね」と納得してくれた。

        「ですから、お出かけは別の方と」

        「あたしはあなたと出かけたいの」

        　言われた私が照れて真っ赤になってしまう台詞を、祥撫さんは当たり前のようにさらっと口にしてくる。本当に……心臓に悪い。

        　祥撫さんは顎に手をあてて、少しの間、何かを考えていた。

        「ないなら――買えばいいのよ」

        　ラプンツェルではなくなった彼女が導き出したのは、マリーアントワネットのような答えだった。

        　

        　

        　祥撫さんはその後すぐに、弓道部の五人組を呼びつけて、私に似合うような服を明日までに用意しておきなさい、と命令した。

        　私のためにそんなことをさせたら申し訳ないから、ぶんぶんと首を横に振りながら、大丈夫です！　と遠慮したのに意見は聞き入れられなかった。

        　むしろ、無茶な命令を受けた五人組は、なぜか目を輝かせていた。

        「全力で期待してください！」

        「大船に乗ったつもりで！」

        「すごいものを揃えてみせます！」

        「目に物見せてやります！」

        「写真を希望」

        　こうして五人組はすぐさま街へ出て、私の服を見繕ってくれた。

        　そして揃えられたのが目の前にある数々の衣服。どれも生地がしっかりとしているのが触らなくてもわかるほどで、とても高そうだ。

        　しかし……。

        「あとで説教ね。これで街へ出ろというのかしら」

        　ハンガーラックにかけられた服の一着を手に取った祥撫さんがまたため息をついた。

        　祥撫さんが手にしたのは赤いチャイナ服。しかも、かなり露出度が高めのもの。どう考えても外に出て行けるものじゃないし、中国の人だって着ないと思う。

        「それでこれは……」

        　次に祥撫さんが手にしたのは黒いロリータ衣装。いわゆるゴスロリというもので、とてもフリフリしている。

        「まあ、似合うとは思うけど。どう？」

        「い、いやですっ！」

        　差し出されたゴスロリを受け取らず、必死に手と首を左右に振る。こんなものを着たら恥ずかしくて死んでしまう。

        　そんな私の反応に祥撫さんは「当然よね」と服を元に戻した。

        「あ、でも、これはいいんじゃないかしら？」

        　今度は白と黒が特徴的な、さきほどのと同じくフリフリとした衣装。エプロンのような形をしていて……紛れもなく、メイド服だった。

        「似合うと思うわ。これは」

        「だ、ダメですっ！　ゼッタイッ！　ダメです！」

        　さっきよりも数倍必死に拒否をすると、祥撫さんは「あらそう」と少し残念そうにされた。その反応にチクリと心が痛んだけど、いくらなんでも恥ずかしすぎる。

        　お嬢様に仕えていたときだってあんなのは着ていない。メイド服なんて名前だけど、あれは可愛い女の子が着るからいいのであって、私なんかじゃダメだ。

        「しかし……本当にろくなのがないわ」

        　せっかく五人が大急ぎで用意してくれたものだけど、こればっかりは祥撫さんの指摘通りだ。

        　結局、揃えられた衣服は日常使いは難しいものばかり。仮装パーティとかならまだしも、街に出掛けていくのにはとても着られない。

        「……これはなんでしょうか？」

        　ふと視線を落とすと、衣服に隠れるように蓋のされた段ボールが目に入った。祥撫さんもそれに気づいて、首を傾げる。

        「聞いてないわ」

        　私はしゃがみこんで、その段ボールを祥撫さんにも見えるように引っ張り出した。よく見ると『小物とか！』という元気いっぱいな文字が油性ペンで書かれていた。

        「小物？　あの五人、やっぱり学芸会気分だったのね」

        　祥撫さんが目を鋭くさせたので、私は身をすくめた。五人には申し訳ないけど、これは絶対にお説教コースだ。

        　とりあえずどんな物が入っているのか確認するために蓋を開けた。

        「…………」

        「…………」

        　私も祥撫さんも言葉をなくしてしまった。

        　中に入っていたのは本当に学芸会の小物だった。作り物っぽいティアラに、猫耳に、どこで用意してきたかもわからない魔法使いが持ってそうな杖など。

        　絶対に普段使いできないものが、箱いっぱいに詰められていた。

        「なめているの？」

        「え、いや、そ、そういうわけじゃ……ないと、思います……たぶん」

        　頑張って擁護してみたけど、その言葉にちっとも自信が持てなかった。

        「ええと……どうしましょう？」

        　これ以上、この問題を長引かせたら祥撫さんが五人に対してもっと怒りそうだったから、急いで話題を逸らすことにした。

        　祥撫さんは「どうしようかしら」と腕を組みながら、次の手を考えはじめた。

        「とりあえず全部返品ね。未使用だし、大丈夫でしょ」

        　その決定に私は思わず安堵した。正直、私なんかのためにこれだけの服を用意してもらうなんて恐れ多い。

        　こんなことを口に出したら、きっと怒られてしまうけど。

        　祥撫さんは「時間もないし、あたしのを貸そうかしら」と目を瞑りながら、ぶつぶつと作戦を練っていた。

        　その間、私はある物をじぃっと見つめていた。

        　それは段ボールの中に入っていた猫耳で、金に近い色をしたそれは、祥撫さんの髪に似ていて、自然と目を奪われてしまった。

        　そして操られるように、それに手を伸ばしていた。

        　頭の中にある妄想が浮かんできて、それはすごい勢いで膨らんでいく。

        「芙蓉、あの五人を呼んできて。この衣装を返品させないと」

        　妄想を振り払おうとする気さえ起きない。だって、それはあまりに素敵な光景で、もう私に取り憑いて離れない。

        　すくっと無言で立ち上がる。

        「芙蓉、聞いている？」

        　さっきの命令に返事をしない私に、祥撫さんが呆れたような様子で尋ねてきた。

        　その彼女をまじまじと見つめた。

        「……芙蓉？　どうかし――」

        　それは無意識の行動だった。

        　気づけば私は手にしていた猫耳を、祥撫さんの頭に装着させていた。彼女は私の突然の行動に驚いて、完全に固まってしまった。

        「あわわわわ……」

        　胸の前で手を握り、まるで拝むような姿勢でその光景に感謝した。

        　祥撫さんの整った顔立ちに、青い目、そしてあの金髪。それに猫耳がすごく似合っていた。本当に猫みたい。しかも野良猫とかじゃなくて、血統書付きの猫。思えばいつもの気だるそうな態度も猫っぽいから、似合って当然かもしれない。

        　可愛い。すごく可愛い！　写真に残したい！　できれば、尻尾もあればいいのに。絶対に似合うのに。可愛いのに！

        　この愛らしい猫耳姿の祥撫さんを目に焼き付けることに全力を注いだ。

        　一度見たものを忘れない特技に、初めて感謝した。

        「――芙蓉」

        　昼も夜に変わりそうな、夏も冬になりそうなほどの冷たい声でやっと、バカな私は目を覚ました。

        「……ぁ」

        　祥撫さんが猫耳をつけたまま、俯いて小刻みに肩を震わせていた。尻尾があれば、確実にピンと立っていたはずだ。

        「そう、あなたは……こういうことをするのね」

        　顔を上げた祥撫さんは、今まで見たこともないほどの笑顔だった。ただ、目が笑っていなくて、それが怖く、一歩後ずさる。

        　欲に目がくらんで、とんでもない失敗をしてしまった――。

        「あ、わ、私っ、五人を呼んできますねっ」

        　謝って済むわけがないから、急いでさっきの命令を思い出したフリをして、逃げだそうとしたけど……。

        「もういいわ」

        「え、で、でも」

        「服を返品する必要がなくなったわ。これ、全部使うから」

        　え、全部使うってどういうことですか……。

        　祥撫さんは「うふふ」と不気味な笑い声をあげながら、ハンガーラックにかけられていたメイド服を手に取った。

        「まずは、これね」

        　彼女はそれを片手に、笑顔のまま私に近づいてくる。それが怖くてまた後ずさるけど、すぐに背中が壁にぶつかって、逃げ場をなくした。

        　そして目の前には祥撫さんが迫っていた。

        「あ、あの……」

        　祥撫さんが無言でメイド服をぐいっと差し出してくる。

        「えぇと、ど、どういうことでしょうか？」

        「明日の予定はキャンセル。今日と明日は……あなたで遊ぶわ」

        　さっきまで笑顔だったのに、急に目を細めて恐ろしい顔つきになった。

        「あ、あの」

        「あたしにこんな辱めをさせておいて、タダで済むと思っているの？　さあ、着替えなさい」

        「い、え」

        「ここにあるもの、全部着てもらうわ。時間はたっぷりあるから安心しなさい。カメラもあとで新聞部に借りてきましょう」

        　恐ろしい宣言に冷や汗がすごい勢いで出てきた。でも祥撫さんが冗談なんて言うわけないから、本気なんだ。

        　無駄な抵抗だとわかりつつ、震える唇で謝ってみた。

        「あ、あの、本当に出来心で……ご、ごめんなさ」

        「謝る必要はないわよ。代価を払ってもらうだけだから。さあ、着替えて。一着一着、じっくりと堪能させてもらうわ」

        　やっぱりダメだった。さっきのバカな私を叱ってやりたくなるけど、全てが後の祭りだ。

        　衣装にもう一度目をやる。祥撫さんが手にしているメイド服の他にも、チャイナ服に、ゴスロリなど。あれを全部……私が着る？　しかもそれを撮られる？

        　ようやく自分の失敗に対する大きすぎる代償……いや罰を理解できて、恐怖と羞恥で顔が青くなる。

        「しょ、祥撫さん……ゆるし」

        「い、や、よ」

        　この様子じゃ跪いて謝っても許してくれそうにない。

        　つまり、もう逃げられない。

        「さあ芙蓉」

        　祥撫さんがまた一歩近づいてきて、私の制服のボタンに手をかけた。

        「楽しい休日にしましょう」

        　猫耳をつけたまま、とても嬉しそうに笑う。さっきまでは猫に見えていたのに、今は獰猛なライオンに見えたのは、きっと気のせいじゃない。

        　

        　私の悲鳴は誰にも届かず、祥撫さんの気が済むまで罰は続けられた。

        　

        　

        【完】

        


    


        あとがき

        　

        　

        　この度は短編集『令月とオフィーリア』を手に取っていただき、ありがとうございます。

        　

        　この作品は全寮制の女子校・華月女子高等学校を舞台に、三組の少女たちの出会いと絆を書いた百合小説の短編集となります。

        　元々はすでにキンドルにて刊行している『花園に来たる嵐』という作品の派生作品となります。

        　せっかくなので、ぞれぞれのお話しについて、少しだけ語ります。

        　

        　

        『スキャンダルとオデット姫』

        　天都乙女の名前の由来はバラの品種である「天津乙女」で、主人公が牡丹でしたから、相手はバラだろうというベタな発想で名付けました。

        　

        『令月とオフィーリア』

        　この作品を書いたのが二〇一九年五月、つまり、令和がはじめってすぐでした。

        　その前月で令和という元号が発表されて、その出典が万葉集の「梅の花の句」と聞いたとき、一年前に見た「月影枝垂」という梅の花を思い出したのが、作るきっかけでした。

        　作中でも書きましたが、本来の「令月」は暦の上での月のことです。

        　

        『囚われの従者とラプンツェル』

        　実は三作品の中では、これが一番お気に入りでした。

        　主人公の名前の由来は「酔芙蓉」という花で、花言葉は『心変わり』です。名付けるにあたり、芙蓉の種類はいっぱい調べましたが、花言葉を見た瞬間に「これだ！」となったのを覚えてます。

        　これは救いの物語です。芙蓉にとっても、祥撫にとっても。

        　

        　後日談はすべて甘めなテイストで書きました。彼女たちは今後も、あんな感じでやっていくのだと思います。

        　

        　この短編集を少しでも気に入っていただけたなら、是非とも『花園に来たる嵐』も手に取っていただきたいです。

        　こちらは長編小説で、百合×ミステリー。主人公は『ラプンツェル』で活躍した生徒会長の染井佳乃で、彼女以外でも松羽、弥江、竃山と、この作品でも活躍した少女たちが登場します。

        　

        　表紙や冒頭の『生徒紹介』のイラストは、ｐｉｘｉｖを中心に百合絵で活躍されているｓｈｅｅｐＤ様に手がけていただきました。ありがとうございました。

        　

        　最後に改めて――

        　ここまでお付き合いいただき、ありがとうございました。

        　

        令和元年八月某日

        夢見　絵空
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